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ふ
る
さ
と
の
広
場
整
備
事
業
を
推
進

す
る
た
め
、
公
有
地
の
管
理
を
実
施
し
、

公
有
地
取
得
事
業
等
は
、
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

〔
収
益
的
収
入
・
支
出
〕

◇
収
入

〇
受
取
利
息
：
一
八
四
万
五
、
一
九
0
円

◇
支
出

〇
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費
…
二
六
九

万
三
、
二
二
三
円

平
成
七
年
度
村
土
地
開
発

公
社
事
業
・
決
算
報
告

第
三
回
村
議
会
定
例
会
は
、
九
月
十
＿
日
か
ら
十

九
日
ま
で
の
会
期
九
日
間
で
開
か
れ
、
平
成
七
年
度

＿
般
会
計
を
は
じ
め
、
各
種
特
別
会
計
決
算
の
認
定

や
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
な
と
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、
い
す
れ
も
原
案
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
だ
。

そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
始
澤
重
信
さ
ん
が

十
月
十
四
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

り
ま
す
の
で
、
後
任
に
梅
澤
義
雄
さ
ん

(
6
4歳・
須
賀
）
を
同
委
員
に
推
せ
ん
す

る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
十
四
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
人
権
擁
護
委
員
の
瀬
下
昭
一
さ

ん

(
6
7歳
・
新
里
）
を
再
度
、
同
委
員

に
推
せ
ん
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

こ
。t
 人

権
擁
護
委
員
に

梱
澤
義
雄
さ
ん

瀬
下
昭
＿
さ
ん

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

平
成
八
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

会
館
構
成
市
町
村
で
あ
る
倉
淵
村
が
、

倉
渕
村
に
村
名
の
字
句
の
変
更
を
し
た

た
め
、
組
合
の
規
約
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

群
馬
県
の
福
祉
医
療
費
補
助
金
交
付

要
綱
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本

条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
所

得
税
非
課
税
の
父
子
家
庭
の
父
と
子
を

支
給
の
対
象
と
す
る
も
の
で
す
。
な

お
、
施
行
は
平
成
八
年
十
月
一
日
か
ら

で
す
。

群
馬
票
市
町
村
会
館

管
理
組
合
規
約
の
変
更

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
四
六
一
万
二
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
五
億
二
、
六
三
三
万
二
千
円
に

し
ま
し
た
。

歳
入

〔
〕
は
、
補
正
後
の
総
額

平
成
八
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

福
祉
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

平成フ年度

習
且
”
`

□円
；

第
三
回
村
議
会
定
例
会

れ
ぞ
れ
一
億
一
、
0
九
三
万
五
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
四
四
億
八
二
九
万
四

千
円
に
し
ま
し
た
。

歳
入
〔
〕
は
、
補
正
後
の
総
額

◇
国
庫
支
出
金
…
一
四
0
万
八
千
円
〔
一

億
五
、
七
五
二
万
二
千
円
〕

◇
県
支
出
金
…
一
五
四
万
九
千
円
〔
一

億
五
、
三
六
二
万
一
千
円
〕

◇
繰
入
金
…
一
、
九
七
九
万
六
千
円
減

額
〔
七
億
九
、
七
九
八
万
一
千
円
〕

◇
繰
越
金
…
一
億
二
、
七
七
七
万
四
千

円
〔
一
億
七
、
七
七
七
万
四
千
円
〕

歳
出
〔
〕
は
、
補
正
後
の
総
額

◇
総
務
費
…
一
億
二
万
一
千
円
（
幼
児

教
育
施
設
建
設
基
金
積
立
金
追
加
な

ど
）
〔
八
億
四
、
六
八
一
万
九
千
円
〕

◇
民
生
費
…
五
六
万
五
千
円
（
保
育
園

児
送
迎
用
バ
ス
の
更
新
費
用
）
〔
六
億

三
、
一
五
八
万
五
千
円
〕

◇
衛
生
費
…
六
九
五
万
二
千
円
（
粗
大

ゴ
ミ
処
分
場
の
整
備
費
な
ど
）
〔
三
億

一
、
四
四
五
万
円
〕

◇
農
林
水
産
業
費
…
ニ
―
万
二
千
円
（
ひ

ょ
う
害
に
よ
る
被
害
対
策
補
助
金
）
〔
三

億
七
、
八
八
五
万
円
〕

◇
教
育
費
…
三
一
八
万
五
千
円
（
遺
跡

発
掘
経
費
な
ど
）
〔
一0
億
四
、
0
七

四
万
四
千
円
〕
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前
教
育
委
員
会
委
員
（
教
育
長
）
の

教
育
委
員
会
委
員
に

築
比
地
榮
さ
ん

玉
井
＿
次
さ
ん

始
澤
重
信
さ
ん

◇
上
水
道
第
四
次
拡
張
事
業
（
第
一
工

区
）
土
木
配
管
設
備
工
事
の
た
め
、

指
名
業
者
七
社
に
よ
る
指
名
競
争
入

札
の
結
果
、
最
低
入
札
価
格
八
、
八

五
八
万
円
（
消
費
税
含
む
）
で
、
荒

井
建
設
株
式
会
社
（
明
和
村
大
字
大

佐
貫
）
と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
上
水
道
第
四
次
拡
張
事
業
（
第
二
工

区
）
電
気
計
装
設
備
工
事
の
た
め
、

指
名
業
者
七
社
に
よ
る
指
名
競
争
入

札
の
結
果
、
最
低
入
札
価
格
一
億
三
、

八
0
二
万
円
（
消
費
税
含
む
）
で
、

横
河
電
機
株
式
会
社
東
京
オ
フ
ィ
ス

（
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
）
と
工
事
請

負
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

◇
繰
越
金
…
四
六
一
万
二
千
円
〔
三
、

四
四
四
万
八
千
円
〕

歳
出
〔
〕
は
、
補
正
後
の
総
額

◇
保
健
事
業
費
…
三
0
万
円
（
短
期
人

間
ド
ッ
ク
検
診
助
成
金
追
加
）
〔
四
四

四
万
八
千
円
〕

◇
諸
支
出
金
…
四
三
一
万
―
―
千
円
（
一

般
・
退
職
被
保
険
者
等
の
前
年
度
分

返
還
金
）
〔
四
三
一
万
九
千
円
〕

始澤重信さん 玉井一次さん 築比地 榮さん

野
木
村
庄
一
さ
ん
が
三
月
三
十
一
日
に

任
期
満
了
と
な
り
、
空
席
と
な
っ
て
い

た
同
委
員
に
築
比
地
榮
さ
ん

(
6
3歳・

邑
楽
町
）
を
任
命
す
る
こ
と
が
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
の
瀬
下
芳
夫
さ
ん

が
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
り
ま
す
の
で
、
後
任
に
玉
井
一
次
さ

ん

(
6
3歳・
江
口
）
を
同
委
員
に
任
命

す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
三
十
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
教
育
委
員
会
委
員
の
始
澤
重
信
さ

ん

(
6
4歳・
梅
原
）
を
再
度
、
同
委
員

に
任
命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

教
育
長
に

築
比
地
榮
さ
ん

地
域
づ
く
り
の
基
盤
を
な
す
「
利
根

川
」
「
谷
田
川
」
の
整
備
を
推
進
で
き

る
よ
う
関
係
行
政
機
関
に
強
く
要
望
す

る
。
．さ

ら
に
、
政
府
に
お
い
て
は
、
第
九

次
治
水
事
業
五
箇
年
計
画
の
早
期
策
定

を
強
く
要
望
す
る
。
（
意
見
書
の
概
要
）

村
教
育
委
員
会
は
、
九
月
二
十
三

日
開
か
れ
、
四
月
か
ら
空
席
と
な
っ

て
い
た
教
育
長
候
補
者
に
築
比
地
榮

さ
ん
を
選
任
し
ま
し
た
。
正
式
に
は
、

県
教
育
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
村

教
育
委
員
会
の
任
命
辞
令
に
よ
り
、

十
月
一
日
か
ら
新
教
育
長
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
。

築
比
地
さ
ん
は
、
邑
楽
郡
内
の
中

学
校
教
諭
、
小
学
校
教
頭
な
ど
を
経

て
、
平
成
三
年
四
月
か
ら
の
明
和
中

学
校
校
長
を
最
後
に
平
成
六
年
三
月

退
職
、
同
年
四
月
か
ら
は
、
東
・
中

央
・
西
保
育
園
の
園
長
を
務
め
て
い

ま
し
た
。

第
九
次
治
水
事
業

五
箇
年
計
画
策
定
に

関
す
る
意
見
書

後
援
団
体
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る

今
回
は
、
不
正
の
な
い
明
る
い
選

挙
の
実
現
の
た
め
、
政
治
家
の
寄
附

禁
止
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
有
権

者
一
人
ひ
と
り
が
、
法
を
守
っ
て
き

れ
い
な
選
挙
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者
と
な

ろ
う
と
す
る
者
お
よ
び
現
に
公
職
に

あ
る
者
）
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者

に
対
し
て
寄
附
を
す
る
と
禁
錮
ま
た

は
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
処
罰
さ

れ
ま
す
と
、
選
挙
権
・
被
選
挙
権
停

止
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

有
権
者
が
、
威
迫
し
て
あ
る
い
は

政
治
家
を
陥
れ
る
目
的
で
寄
附
を
求

め
る
と
懲
役
、
禁
錮
ま
た
は
罰
金
に

処
せ
ら
れ
ま
す
。
処
罰
さ
れ
ま
す
と
、

選
挙
権
・
被
選
挙
権
停
止
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の

勧
誘
・
要
求
の
禁
止

あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る

有
料
広
告
の
禁
止

政
治
家
の
寄
附
禁
止

年
賀
状
等
の

あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

者
に
対
し
て
花
輪
、
香
典
、
祝
儀
な

ど
を
出
す
と
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

処
罰
さ
れ
ま
す
と
、
選
挙
権
・
被
選

挙
権
停
止
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者

に
対
し
て
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状

を
出
す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

政
治
家
や
後
援
会
が
、
選
挙
区
内

に
あ
る
者
に
対
し
て
有
料
の
あ
い
さ

つ
広
告
（
い
わ
ゆ
る
名
剌
広
告
な
ど
）

を
出
す
と
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

処
罰
さ
れ
ま
す
と
、
選
挙
権
・
被
選

挙
権
停
止
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
候
補
者
は
、
選
挙
運
動
期
間
中

に
、
決
め
ら
れ
た
回
数
だ
け
一
定
の

大
き
さ
で
選
挙
に
関
す
る
新
聞
広
告

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
明
和
村
選
挙
管
理
委

員
会
6
闘
3
1
1
1

へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

益示

政

治

家

止の

寄
附
は

さ
れ
て
い
ま
す

(3) 平成 8 手10 月 10 日（木）



一般会計決算

まちつくりに

平
成
七
年
度
の
一
般
会
計
お
よ

び
特
別
会
計
の
決
算
が
、
九
月
定

例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
だ
。
主

な
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
ふ
る
さ

と
産
業
文
化
館
の
建
設
や
土
地
改

良
総
合
整
備
事
業
、
合
併
四
十
周

年
記
念
事
業
、
福
祉
・
学
校
教
育

の
充
実
、
道
路
・
排
水
路
の
整
備

な
と
が
行
わ
れ
ま
し
だ
。

巖48億7,609万2,366円

存財源
自主財

（億円） 15 10 5
 

゜

村

村

税 15億1,800万0,633円 (31.1%)

地万交付税

債

繰入金

票支出金

諸収入

繰越金

地万譲与税

国犀支出金

その他

9億8,746万2,000円 (20.3%)

9億3,720万0,000円 (19.2%)

3億0,605万3,933円 C 6.3%) 

2億5,652万4,492円 C 5.3%) 

2億1,646万4,705円 C 4.4%) 

1億6,962万9,593円 C 3.5%) 

1億2,063万4,000円 (2.5%)

1億0,970万1,738円 C 2.2%) 

2億5,442万1,272円 C 5.2%) 

平
成
七
年
度
は
、
前
年
度
に
引
き

続
き
景
気
が
低
迷
し
て
い
た
と
こ
ろ

で
し
た
。

そ
こ
で
、
国
で
は
、
こ
れ
も
前
年

同
様
、
景
気
浮
揚
策
と
し
て
、
制
度

減
税
な
ど
の
内
需
拡
大
策
の
諸
施
策

を
講
じ
、
景
気
の
浮
揚
を
図
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
一
方
で
は
、
人
口
の
高
齢

化
や
国
際
化
に
お
け
る
我
が
国
の
役

割
分
担
等
、
責
任
の
増
大
な
ど
、
内

外
に
多
く
の
懸
案
事
項
を
抱
え
、
以

前
に
も
増
し
た
弾
力
的
な
財
政
運
営

を
強
い
ら
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

本
村
に
お
き
ま
し
て
も
、
例
外
で

は
な
く
、
低
迷
す
る
景
気
の
中
で
の

行
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
た
年
で
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
従

来
か
ら
の
計
画
的
か
つ
、
重
点
的
な

財
源
配
分
等
、
長
期
的
展
望
に
た
っ

て
の
財
政
運
営
に
よ
り
、
一
般
会
計

で
明
和
村
始
ま
っ
て
以
米
、
最
も
大

型
の
予
算
額
、
四
十
六
億
円
を
組
ま

せ
て
い
た
だ
き
、
「
未
来
を
創
造
し
た

活
力
あ
る
明
和
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
村
政
を
推
進
し
て
き
ま

明
和
村
長

斎
藤
憲

し
た
。

す
で
に
ご
承
知
の
と
お
り
、
平
成

七
年
度
は
前
年
度
に
引
き
続
き
、
ふ

る
さ
と
産
業
文
化
館
の
建
設
や
土
地

改
良
総
合
整
備
事
業
、
さ
ら
に
合
併

四
十
周
年
記
念
事
業
な
ど
を
実
施
し

ま
し
た
。
ソ
フ
ト
面
で
は
、
福
祉
医

療
の
充
実
、
高
齢
在
宅
福
祉
の
充
実
、

学
校
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る

村
道
の
整
備
、
排
水
路
の
整
備
な
ど

に
つ
い
て
も
、
そ
の
量
的
な
確
保
を

図
り
な
が
ら
村
政
の
後
退
を
招
か
な

い
よ
う
事
業
を
実
施
し
、
所
期
の
目

的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の

と
確
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
議
員
の
皆
様

か
た
を
は
じ
め
と
し
、
村
民
各
位
の

深
い
ご
理
解
と
、
温
か
い
ご
指
導
、

ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
、
心
か
ら
感

謝
申
し
あ
げ
、
こ
こ
に
平
成
七
年
度

の
決
算
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

決
算
の
あ
ら
ま
し

平
成
七
年
度

平成 8 年10月 10 日（杓 (4) 



村の財産

土地 171,459 m' 

建物 29,699 m' 

基金〔現金〕（財政調整基金、土地

開発基金、ふるさとづくり基

金なと） 30億1,885万円

〔土地〕 987m' 

出資金等 524万1干円

教育費 14億0,614万2,198円 (30.1%)

総務費 9億0, 156万0,263円 (19.3%)

民生費 6億0,000万6,212円 (12.9%)

土木費 5億7,705万3,780円 (12.4%)

農林水産業費 4億6,834万9,644円 (10.0%)

衛生費 2億7,431 万2,549円 (5.9%)

公債費 1億9,011 万5,460円 (4.1%)

消防費 1億4,776万7,455円 C 3.2%) 

議会費 7,273万4,025円 (1.6%)

その他 2,427万8,321 円 (0.5%)
は

゜
5
 

10 15 （億円）

村民 1 人当たりの収入と支出（平懇門噌璧匹見在）

村民 1 人が負担した税金

132,785円

村民 1 人に使われたお金

407,831 円

村民税

52,888円

固定資産税

69,252円

員麟
軽自動車税 村だばこ税

1,279円 3,995円

三ら

特別土地

保有税

5,371 円
、\’

平成 7 年度

未来を創造した

46億6,231 万9,907円

公債
4.1% 

的
費

4

資
経
．

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費

6,362円 78,863円 52,485円 23,995円 40,968円

` 
虐 贔閾 コ農業

土木費 消防費 教育費 公債費 その他

50,477円 12,926円 123,001 円 16,630円 2,124円

パ曇皇ら苔嘩，，，文• ̀. 

(5) 平成 8 年10月 10 日（木）



土 木 費
ー
、

9 教 育 費
ー
、

9

道路維持補修事業 4,681万円

道路橋りょう新設改良事業

3 億9,458万円

都市計画調査業務委託料など

1,424万円

ふるさとづくり基金積立金および利

子積立金 2,246万円

住宅管理費 540万円

農林水産業費
‘
、

9

農業委員会費 841万円

新農構穀類乾燥調整貯蔵施設建設補

助金 1,451万円

「色あざやかな群馬の花」総合振興事

業補助金 1,607万円

ふるさと農道緊急整備事業測量設計

委託料など 3,572万円

ふるさと農道緊急整備事業工事費な

ど 2 億1,503万円

ふるさと農道緊急整備事業用地購入

費および物件補償費など 2,277万円

水田農業確立排水対策特別事業負担

金など 1 億138万円

衛 生 費
‘
、

9

邑楽館林医療事務組合負担金

2,637万円

邑楽館林医療事務組合出資金

587万円

基本健康診査委託料など 1,969万円

合併処理浄化槽設置補助金

1,850万円

水道事業会計繰出金 5,000万円

保健センター運営事業 286万円

廃棄物焼却委託料など 5,189万円

館林衛生施設組合負担金 2,976万円

小学校費 7,161万円

中学校費 5,509万円

幼稚園費 4,911万円

青少年育成対策費 375万円

公民館費 2,396万円

ふるさと産業文化館建設およびふる

さとの広場A ゾーン建設工事など

10億165万円

体育施設費 1,282万円

海洋センター費 5,733万円

学校給食センター新築工事設計委託

料など 931万円

総

選挙費

統計調査費

民

務

生

費

オフトーク通信電話回線使用料など

2,053万円

議場他空調設備工事など 647万円

交通安全対策事業 706万円

合併40周年記念事業 277万円

給食センター建設基金などの積立金

4 億7,938万円

全棟家屋調査業務委託料など

1,932万円

1,043万円

941万円

費

‘
、

9

‘
、

9

村社会福祉協議会補助金 725万円

国民年金費 1 億9,200万円

ホームヘルプサービス事業委託料

957万円

デイサービスセンター管理運営委託

料 1,115万円

特別養護老人ホーム入所委託料

2,526万円

障害者描祉事業 1,831万円

医療福祉事業 2,336万円

老人福祉センター運営事業1,539万円

保育園運営費 1 億910万円

平成7年度

ロ
[
&
音
は
四
芦
西
出
り
息
＇

（
国
麟
口
）

_ 
般

会

計

決

算

平成 8 年10月 10 日（杓 (6) 



老人保健

歳入 587,665,387円

歳出 558,420,630円

差し引き 29,244,757円

老人保健は、お年寄りの健康を守

るための事業です。

歳出の99.3％を占める医療費は、

高齢化社会を反映して老人人口の増

加や入院医療費の増加により、前年

度に比べ約7,047万円 (14. 6%) の増

加となりました。

水道事業

◇収益的収支（税込）

収入 200,052,152円

支出 110,636 ,741 円

純利益 89,415,411 円

水道料金などの収入に対して、電

気料金・修繕費などの支出で、純利

益（税込）となりました。

◇資本的収支（税込）

収入 280,000,000円

支出 391,534,964円

差し引き △111,534,964円

資本的収入額（企業債および出資

金）が資本的支出額（第 4 次拡張事

業など）に対して不足する額は、過

年度分損益勘定留保資金56,857,889
円、建設改良積立金40,000,000円、

減債積立金5,479,024円、過年度分消

費税資本的収支調整額5,077,233円、

当年度分消費税資本的収支調整額

4,120,818円で補てんしました。

主な事業は、第 4 次拡張事業の中

間年にあたり、管理室、 PC配水池、

薬品注入設備、配水ポンプ設備工事

を行うとともに配水管の敷設工事な

ど建設工事を実施し、長期的展望に

立った安定供給計画により事業を実

施しました。

公 債 費

決 特
長期債償還元金 1 億458万円

長期債利子 8,538万円

算 別
消 防 費

I 館林地区消防組合負担金（常備・非
常備・施設費） 1 億4,404万円

^ 
1 災害対策費 329万円

z 

計

国民健康保険

歳入 608, 150, 109円
歳出 508,734,202円

差し引き 99,415,907円

国民健康保険は、村民の皆さんの

健康を守る事業です。

歳出の大部分を占める医療費の伸

びは、年間で前年比1 1. 0％の増加と

なり、高齢化が進む中にあって保険

給付支出が前年を上回りました。

国1呆財政は、年々老人保健該当者

の増加により拠出金が増加している

ため、依然として厳しい状況にあり

ます。今後ともより一層の健康に対

する意識の高揚を図り、医療費適正

化に努めます。

議

議会費

商

会

工

費

7,273万円

費

商工振興推進助成 700万円

商工会融資利子補給金 150万円

商業設備近代化資金貸付金 209万円

諸支出金

土地開発基金利子繰出金 445万円

(7) 平成 8 年10 月 10 日（杓



衆議院議員総選挙・：串「官：；し：

投票日は10月20日（日）

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

投
票
所
は
、
村
内
7
ヵ
所
に
設
け
ら

れ
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

投
票
所
名
は
、
入
場
券
に
記
載
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
よ
く
確
か
め
て
か
ら

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

投

票

所

1
0月
2
0日
⑭
は
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
選
挙

制
度
が
、
中
選
挙
区
制
か
ら
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
に
変
わ

り
、
合
後
の
国
政
の
方
向
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
ま
だ
、

同
時
に
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
も
行
わ
れ
ま
す
。

有
権
者
の
一
人
ひ
と
り
が
尊
い
一
票
を
無
駄
に
せ
す
、
皆
さ
ん
そ

ろ
つ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
人

明
和
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
で
す
。
（
昭
和
5
1
年
1
0
月
2
1
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成

8

年
7

月
7
日
以
前
に
転
入
届
を
出
し
、
引
き

続
き
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
）

投
票
時
間
は
、

6
時
ま
で
で
す
。

投
票
に
は
、
入
場
券
を
忘
れ
ず
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
も
し
、
入
場
券
が
届

か
な
か
っ
た
り
、
入
場
券
を
な
く
し
た

場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
は
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投

票
所
で
係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

午
前
7
時
か
ら
午
後

衆
議
院
議
員
の
選
挙
制
度
が
、
中
選

挙
区
制
か
ら
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立

制
に
変
わ
り
ま
し
た
。
小
選
挙
区
選
挙

と
比
例
代
表
選
挙
の
二
つ
の
選
挙
に
よ

っ
て
議
員
を
選
び
ま
す
。

◇
小
選
挙
区
選
挙
投
票
用
紙
に
は
「
候

補
者
名
」
を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

◇
比
例
代
表
選
挙
投
票
用
紙
に
は
「
政

党
名
」
を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

◇
国
民
審
査
や
め
さ
せ
た
い
裁
判
官

小
選
挙
区
選
挙
は

候
補
者
名
を

比
例
代
表
選
挙
は

政
党
名
を

投

票

時
間

投票区•投票所

第 第 第 第 第 第 第

輩麿7 6 5 4 3 2 1 

闊長 < 闊長 饂百 闊百 < , 
入 閾ヽ 心 -[ 覧 上 ] ケ 江
ク口ヽ

贋
の

雲ロヽ
黒 田 投

羹 贔 の

贔月、 ] 鳳の

贋 票

[ 
区 黒
域

の 江 の

星 ロ 贔 区
の

悶贔 域の

鳳
大 明

悶; 召
明 明 下

佐
和 : 和 江
西 東 投

督̂’‘ 小 小 里‘’‘ 
学 学 票

東 校

累は
校 集

光 体
ン

体 荷 所
コ目 夕 コ自

寺 館 設 I 館 所

◇
不
在
者
投
票

投
票
日
に
仕
事
な
ど
で
、
ど
う
し
て

投
票
日
に

投
票
で
き
な
い
場
合

①
小
選
挙
区
選
挙

②
比
例
代
表
選
挙
お
よ
び
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
（
同
時
）

投

票

の
順
序

に
は
X

を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

※
小
選
挙
区
選
挙
で
は
、
県
内
を
5
区

に
区
割
り
し
て
邑
楽
郡
・
太
田
市
・
館

林
市
・
新
田
郡
（
尾
島
町
、
新
田
町
）

は
第
3

区
と
な
り
ま
す
。

※
比
例
代
表
選
挙
で
は
、
群
馬
県
は
北

関
東
選
挙
区
（
群
馬
県
、
茨
城
県
、
栃

木
県
、
埼
玉
県
、
定
数
2
1
人
）
と
な
り

ま
す
。

も
投
票
所
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、
前

も
っ
て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▽
期
間
1
0
月
8

日
因
1
1
9
日
由
（
た

だ
し
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

は
認
日
⑪
1
1
9
日
由
）

▽
時
間
午
前

8

時
3
0分
1

午
後
5
時

▽
場
所
明
和
村
役
場
総
務
課

※
入
場
券
と
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◇
病
院
で
不
在
者
投
票

県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
し
た
病

院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
人
は
、
病
院

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
病
院

長
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◇
郵
便
で
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
は
、

郵
便
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
明
和
村
選
挙
管
理

委
員
会
6
闘
3
1
1
1
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

統一啓発標語 「伝えよう あなた発の一票を」 平成 8 年10 月 10 日（杓 (8) 
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前・教育長

野木村庄一

秋
冷
の
候
、
皆
様
に
は
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
こ
と
、
さ
き
に
教

育
長
の
職
を
退
任
い
た
し
ま
し

た
。
た
だ
今
は
、
ホ
ッ
と
し
た

安
堵
感
や
職
を
全
う
で
き
た
秘

皆
様
の
陰
に
陽
に

ご
指
導
ご
支
援
に
感
謝

退
任
あ
い
さ
つ

教育長

築比地 榮

こ
の
た
び
、
教
育
長
と
い
う

大
任
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

日
が
た
つ
に
つ
れ
身
に
余
る
役

職
を
い
た
だ
き
、
そ
の
責
務
の

重
大
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、

選
任
さ
れ
た
以
上
最
善
を
尽
く

さ
ね
ば
と
い
う
気
持
に
な
っ
て

生
涯
に
わ
だ
る

学
習
の
機
会
を
充
実

就
任
あ
い
さ
つ

お
り
ま
す
。

今
教
育
は
、
社
会
の
変
化
を
踏

ま
え
た
教
育
の
在
り
方
が
問
わ
れ

て
お
り
、
第
十
五
期
中
央
教
育
審

議
委
員
会
で
も
激
動
の
時
代
に
柔

軟
か
つ
主
体
的
に
対
応
し
、
二
十

一
世
紀
を
た
く
ま
し
く
生
き
る
人

間
を
育
成
す
る
た
め
の
、
教
育
の

充
実
発
展
が
模
索
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

今
、
明
和
村
教
育
委
員
会
で
も

県
教
育
委
員
会
の
基
本
理
念
「
高

い
知
性
豊
か
な
情
操
と
徳
性
、
優

れ
た
創
造
力
を
備
え
た
心
身
と
も

に
た
く
ま
し
い
人
間
の
育
成
」
を

か
な
充
足
感
と
、
様
々
な
思
い
が

去
来
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

胸
中
に
あ
る
も
の
は
、
村
長
さ
ん
、

議
会
、
各
機
関
・
団
体
、
地
域
の

皆
様
の
陰
に
陽
に
ご
指
導
、
ご
支

援
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
す
る
感

謝
の
念
で
あ
り
ま
す
。

在
職
八
年
間
を
思
う
と
き
、
社

会
の
変
化
や
時
代
の
進
展
に
即
応

す
る
教
育
行
政
の
実
現
が
求
め
ら

れ
た
時
で
し
た
。

学
校
教
育
で
は
、
質
的
な
変
換

が
図
ら
れ
ま
し
た
。
校
内
研
修
、

校
外
研
修
、
研
究
指
定
等
、
積
極

的
に
進
め
て
教
職
員
の
資
質
の
向

踏
ま
え
て
、
学
校
教
育
の
充
実
、

青
少
年
の
健
全
育
成
、
生
涯
学
習

・
社
会
教
育
の
推
進
、
文
化
の
振

興
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
等

に
鋭
意
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
教
育
は
教
育
委
員
会

や
学
校
だ
け
で
な
く
、
家
庭
や
地

域
と
の
強
い
連
携
が
必
要
な
の
で
、

村
長
さ
ん
や
議
員
の
皆
様
、
各
種

団
体
、
先
輩
、
村
民
皆
様
方
の
ご

指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
生
涯

に
わ
た
る
学
習
の
機
会
を
充
実
す

る
た
め
、
職
員
と
も
ど
も
そ
の
具

現
化
に
向
け
て
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

上
を
図
り
、
そ
の
成
果
を
関
係
者

か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
は
、
各
種
教
室
・
講
座
、

事
業
等
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

幅
広
い
年
代
層
の
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
、
教
育
の
第
一
線
を
退
く
に

あ
た
り
、
私
が
教
育
の
道
を
求
め

た
最
初
の
勤
務
が
佐
貫
小
学
校
で
、

最
後
が
教
育
委
員
会
と
、
村
の
教

育
に
寄
与
で
き
た
こ
と
は
正
に
本

懐
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〔支 出〕 （単位：円）

舞台設置改造費 192,268 
電源電灯工事費 308,614 
音響設備費 80,000 
広報・通信・会議費 61,172 
消耗品費 1,156,091 
会場賄い費 872,330 
花火経費 1,500,000 
クリーニング料 145,412 
抽選会費 399,350 
ちびっ子広場設置関係費 327,500
御神輿保険料 20,960 
損害保険料 21,000 

会
等
者

J
金
民
員
議
員
業
表

入
金
助
住
委
村
村
会
企
代

越
補
般
営
和
和
工
般
店

繰
村
金
一
運
明
明
商
一
出
入

又
回
和
附
，

v
‘

⑲
前
明
寄
内
訳
雑

（単位：円）

1,353,305 
2,500,000 
2,510,550 
657,550 
320,000 
50,000 
50,000 
1,099,000 
314,000 
20,000 
16,705 

収入合計

6,380,560 円

支出合計

5,084,697 円

差引残高

1,295,863 円

（次回へ繰越）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
5
回
納
涼
祭

収
入
支
出
決
算
報
告
書

(9) 平成 8 年10 月 10 日（木）
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〔
敬
称
略
〕

第
十
五
回
村
老
人
福
祉
大
会
が
九
月

五
日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
開
か

れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
な
ど
関
係
者
ニ

百
七
十
人
余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽

く
さ
れ
た
老
人
を
敬
愛
し
、
そ
の
労
を

ね
ぎ
ら
い
、
長
痔
を
お
祝
い
す
る
と
と

も
に
、
広
く
老
人
に
対
す
る
正
し
い
理

解
と
福
祉
の
増
進
を
深
め
よ
う
と
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

主
催
者
で
あ
る
斎
藤
村
長
、
瀬
下
村

社
会
福
祉
協
議
会
長
は
、
あ
い
さ
つ
の

後
、
老
人
扶
養
模
範
の
四
家
庭
を
は
じ

め
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
（
六
十
年
）

五
組
、
金
婚
者
（
五
十
年
）
十
八
組
、

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
一
人
に
表
彰

状
や
慶
祝
状
な
ど
を
贈
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
村
議
会
議
長
、
地
元
選
出

衆
議
院
議
員
、
郡
選
出
県
議
会
議
員
な

ど
多
数
の
来
賓
の
か
た
か
ら
祝
福
を
い

た
だ
き
、
そ
の
後
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
新
井
初
太
郎
さ
ん
が
「
こ
の
栄
誉
を

傷
つ
け
る
こ
と
な
く
、
ひ
た
す
ら
家
庭

の
円
満
と
地
域
の
福
祉
向
上
発
展
の
た

め
に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
終
了
後
、
館
林
南
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
生
演
奏
に
よ
る
歌
と

明
和
八
木
節
保
存
会
の
八
木
節
が
披
露

さ
れ
、
大
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

老
人
福
祉
大

会

結
婚
六
十
年
夫
婦
な
ど
顕
彰

石
川

宗
佑

江

〔
敬
称
略
〕

ロ
）

r
!

ー
ー
！
~
！
！
！
！
！
！
！
！
！
j

て
社
協
会
長
表
彰
一

rcccc!ctJ!ctg~!ctg~!!f 

老
人
ク
ラ
ブ
育
成

功
労
者
表
彰

〔
敬
称
略
〕

◇
四
世
代
以
上
同
居
家
庭

関
口
正
義
（
梅
原
）

金
子
拘
五
（
入
ヶ
谷
）

◇
ね
た
き
り
老
人
介
護
者

岡
安
じ
ん
（
南
大
島
）

石
崎
美
智
子
（
川
俣
）

了
ー

d
ー
ー

u
！
！
ー
ー
ー
ー
~
ー

T

て
村
長
表
彰
i

r!!c<g~ctJ!!ct#~!!!!!p 

老
人
扶
養

模
範
家
庭
表
彰

平成 8 年10 月 10 日（杓 (10) 



第15 回

老人福祉 し＼ つまでも
大 会
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〔
敬
称
略
〕

多
田
平
吉
・
冨
美
枝
（
下
江
黒
）

石
川
哲
雄
・
七
比
広
（
上
江
黒
）

牛
久
保
清
・
ト
ミ
子
（
上
江
黒
）

丸
山
振
助
・
き
い
（
上
江
黒
）

小
久
保
喜
美
雄
・
ま
す
子
（
千
津
井
）

酒
井
俊
明
・
か
ね
（
千
津
井
）

-·`三

--へ,....｀―-
へ —— ーミ＝

鯉清岡廣金早菅吉新冨小蓮
沼水安瀬子川谷永井塚平見

正
吉
・
ち
か

喜
章
・
志
げ
子

文
吉
・
き
ん

明
・
梅

行
雄
・
キ
ミ

陸
・
ひ
で

四
郎
・
な
み

三
郎
・
や
い

重
男
・
き
み

豊
彦
・
キ
イ

義
雄
・
雪
枝

春
雄
•
清
子

（
南
大
島
）

（
新
里
）

（
中
谷
）

（
梅
原
）

（
梅
原
）

（
大
輪
）

（
大
輪
）

（
入
ヶ
谷
）

（
入
ヶ
谷
）

（
矢
島
）

（
矢
島
）

（
大
佐
貫
）

(11) 平成 8 年10 月 10 日（木）



自分を褒められる

ような社会人に I

男
性
代
表
答
辞

寺
内
修
平
さ
ん

女
性
代
表
答
辞

渋
澤
瑞
紀
さ
ん

第
4
2
回
成
人
式
が
9
月
2
3
日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文

化
館
で
開
か
れ
、
1
6
2
人
の
若
者
が
新
成
人
と
し
て
の

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

村
で
は
、
昭
和
3
3
年
か
ら
「
簡
索
な
服
装
で
心
を

飾
る
こ
と
を
大
切
に
」
と
2
0
歳
に
な
っ
た
こ
と
を
祖

先
に
報
告
、
感
謝
す
る
意
を
込
め
て
毎
年
秋
分
の
日

に
行
っ
て
い
ま
す
。

男
性
は
臼
の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
に
ネ
ク
タ
イ
、
女
性
は

白
の
ブ
ラ
ウ
ス
に
黒
や
紺
の
ス
カ
ー
ト
姿
で
男
性
7
0

人
、
女
性
5
0
人
が
式
典
に
臨
み
、
懐
か
し
い
友
人
と

の
再
会
に
話
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
村
長
や
村
議
会
議
長
か
ら
の
激
励
の

こ
と
ば
に
答
え
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、
寺
内
修
平

さ
ん
（
須
賀
）
は
「
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
や
責
任

を
持
ち
、
社
会
を
担
う
一
員
と
な
れ
る
よ
う
努
力
し

ま
す
」
、
渋
澤
瑞
紀
さ
ん
（
矢
島
）
は
「
自
分
を
褒
め

ら
れ
る
よ
う
な
社
会
人
に
な
れ
る
よ
う
自
覚
し
て
い

く
つ
も
り
で
す
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

身近合‘情
せください。

掲載写真は差し上
げ忠す＼ — 

役場企画課広報係. 
宕'84-31

成人あめでとう

コ,.__,しまであとわずか…•

がんばれ II
総合福祉スポーツ大会

総合福祉スポーツ大会が去る 9 月 23 日（月）に行

われ、およそ 350人余りのお年寄りや障害者、

母子家庭のかたがたが社会体育館を舞台に、生

き生きとプレイをしていました。

『しょいかご玉入れ』や『ビン転がしリレー』、

『荼飲み友達』など、どの種目をとっても工夫

やユーモアのあるものばかりで、参加されたか

たがたは珍プレー、好プレー続出のなか、和気

あいあいと楽しんでいました。

大地震や洪水を想定し

防災の日の 9 月 1 日、第14回村総合防災訓練

が中学校校庭で行われ、消防団、婦人消防隊、

明和分署、区長会、東西小学校の少年消防クラ

ブなど 11 団体、 430人余りが参加しました。

震度 6 の烈震に見舞われ、村内全域にわたっ

て家屋の倒壊や火災等が発生、さらに台風の接

近で河川が増水し、堤防に亀裂が生じたという

想定で避難、道路復旧、建物火災消火、応急救

護、水災防ぎょ活動、救出などの訓練を繰り広

げ、参加者は真剣に取り組みました。

最後に訓練本部長の斎藤村長は「今日の訓練
を教訓にして、最小限の被害に食い止めてほし

い」と訓示を述べました。



村
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
9
月
4
日
、
長
年
に
わ
た
っ

て
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
こ

ら
れ
た
8
5
歳
以
上
の1
4
9
人
（
男

5
5
人
、
女
9
4
人
）
の
お
年
寄
り

を
対
象
に
敬
老
慰
問
を
行
い
ま

し
た
。

村
長
、
社
会
福
祉
協
議
会
長

ら
が
、
東
・
中
・
西
地
区
の
3

班
に
分
か
れ
て
各
家
庭
を
訪
問
。

「
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
」
と
お
年
寄
り
を

励
ま
し
、
敬
老
年
金
や
記
念
品

を
贈
り
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

長
寿
を
祝
い

高
齢
者
訪
問

村
内
最
高
齢
者
で
あ
る
新
里
の
細
田
金
次
郎
さ
ん
が
9
月
2
0
日
、

1
0
0
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
日
、
斎
藤
村
長
ら
が
細
田
さ
ん
宅
を
訪
問
し
、
慶

祝
状
や
記
念
品
、
祝
金
を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
地

元
の
区
長
、
民
生
児
童
委
員
も
同
席
し
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

金
次
郎
さ
ん
は
、
9
2
歳
の
時
前
橋
で
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
県
大
会
に
出
場
し
た

こ
と
も
あ
る
ほ
ど
。
3
年
前
か
ら
足
の
付
け
根
を
痛
め
て
い
る
も
の
の
、
食
事

は
好
き
嫌
い
が
な
く
顔
の
色
つ
や
も
よ
く
、
足
以
外
は
健
康
そ
の
も
の
で
す
。

今
は
、
時
代
劇
や
相
撲
、
野
球
の
テ
レ
ビ
観
戦
な
ど
が
楽
し
み
と
い
う
金
次

郎
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
体
に
気
を
つ
け
て
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

1
0
0
歳
お
め
で
と

｀
つ

細

田
金
次
郎
さ
ん

知的障書者に理解と協力を

福祉パレード

知
的
障
害
者
福
祉
月
間
中
の
9
月
3

日
、
館
林
・
邑
楽
ブ
ロ
ッ
ク
福
祉
パ
レ

ー
ド
が
行
わ
れ
、
障
害
を
持
つ
人
や
そ

の
家
族
な
ど
が
、
知
的
障
害
に
つ
い
て

の
理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

本
村
で
は
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て

村
長
、
村
議
会
議
長
、
村
内
関
係
者
な

ど
5
0
人
余
り
が
出
迎
え
ま
し
た
。

村
心
身
障
害
児
者
療
育
父
母
の
会
長

の
宮
崎
敬
次
さ
ん
が
「
差
別
や
偏
見
を

な
く
し
、
社
会
の
一
員
と
し
て
共
に
生

き
る
豊
か
な
地
域
社
会
の
輪
を
広
げ
て

い
く
こ
と
が
必
要
。
行
政
、
議
会
、
教

育
等
の
機
関
に
お
い
て
も
ご
協
力
を
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

nケット作りに親子で挑戦

中谷子ども会

9
月
1
4
日
出
、
中
谷
の
子
ど
も
会
で
は
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
作
り

に
親
子
で
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
お
よ
そ
5
0
人
が
集
ま
り
、
渥
美

賢
一
育
成
会
長
や
役
員
の
人
た
ち
の
指
導
で
、

ロ
ケ
ッ
ト
は
完
成
し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
も
よ
う
で
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
の
完
成
し
た
ら
早
く
飛
ば
し
た
い
と

い
う
気
持
に
こ
た
え
、
利
根
川
総
合
運
動
場

で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
競
技
会
を
行

い
ま
し
た
。

ロ
ケ
ッ
ト
に
は
水
を
入
れ
、
空
気
入
れ
で

お
よ
そ
4
0
回
の
目
安
で
空
気
を
入
れ
ま
す
。

い
よ
い
よ
発
射
、
ヒ
ュ
ー
と
い
う
音
と
一
緒

に
、
追
い
風
の
せ
い
も
あ
っ
て
、

1
0
0
討
と
い

う
距
離
を
飛
ん
だ
ロ
ケ
ッ
ト
を
見
て
、
「
や
っ

た
I
.

」
「
す
ご
い
」
と
参
加
者
た
ち
の
声
が
会

場
い
っ
ぱ
い
響
い
て
い
ま
し
た
。



優良遍路愛護団1本を表彰
梅島地区道路愛護会・西小学校

平成 8 年度優良道路愛護団体等の表彰式が

9 月 13 日、群馬県勤労福祉センターで行われ、

本村では梅島地区道路愛護会および西小学校

が表彰されました。

梅島地区道路愛護会（代表・内山勇三郎さ

ん）は、公共マナー啓発のため住民参加によ

る道路の維持保全を長年にわたり行っており、

道路愛護団体優良の部として、また、西小学

校は道路愛護優良校小学校の部として、それ

ぞれ受賞されました。

ボランティア会員が散髪サービス
デイサービスセンター

村ボランティア連絡協議会の会員が 9 月 3

日、デイサービスセンターヘ通所しているお

年寄りに散髪を行い大変喜ばれました。

同協議会では、毎月 9 回ほど会員が交替で

センターに通所しているお年寄りに、入浴や

身の回りの世話などボランティア活動を行っ

ています。

今回は会員が、技術を生かして散髪を行っ

たもので、お年寄りは「さっぱりしていい気

持ちになりました」と喜んでいました。

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
村
審
査
が
9
月
1
2日
、
役
場
会
議
室
で

行
わ
れ
、
県
審
査
に
臨
む
小
学
生

1
0点
、
中
学
生

1
0点
の
作
品
が

決
ま
り
ま
し
た
。

選
挙
啓
発
の
一
環
と
し
て
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
な
ど
が
主
催

屯
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

村
選
挙
管
理
委
員
会
関
係
者
と
東
・
西
小
学
校
、
中
学
校
の
美

術
関
係
の
教
員
ら
が
審
査
に
あ
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
各
校
単
位
で

選
考
し
た
小
学
校
8
9
点
、
中
学
校1
8点
の
中
か
ら
次
の
か
た
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

◇
小
学
生
の
部

▽
多
田
昌
代
（
東
4
)
▽
澤
浦
薫
（
西
1
)
▽
二
瓶
梢
（
西
l
)

▽
駒
宮
秀
憲
（
西
l
)
▽
白
間
大
陸
（
西
1
)
▽
植
田
馨
（
西
3
)

▽
大
野
博
正
（
西
4
)
▽
本
沢
美
幸
（
西

4
)
▽
吉
永
俊
彦
（
西

5
)
▽
鑓
田
規
人
（
西
6
)

◇
中
学
生
の
部

▽
谷
川
京
子
（
中
l
)
▽
新
井
圭
介
（
中
2
)
▽
砂
賀
亜
沙
美
（
中

2
)
▽
田
辺
美
由
紀
（
中

2
)
▽
古
橋
百
合
子
（
中

2
)
▽
藤
井

香
澄
（
中
3
)
▽
書
上
痔
彦
（
中
3
)
▽
関
根
牧
一
（
中
3
)
▽

藤
野
ひ
と
み
（
中

3
)
▽
板
橋
早
織
（
中
3
)

2
0点
が
県
審
査
へ

選
拳
啓
発
ポ
ス
タ
ー

ベ
ス
ト

立ィ
＿1
2
3
4
5

順

ワ
ー
ス
ト

1

2

3

4

5

 

里
俣
黒
谷
谷
島
島
賀
輪
黒

区政
江
ヶ
江

一
丁
新
川
上
入
中
矢
田
須
大
下

4
1
 九

月
十
三
日
現
在
の
行
政
区
別
無

事
故
・
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

か
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

今
回
の
結
果
で
は
、
昨
年
同
期
に

比
べ
て
飲
酒
運
転
に
よ
る
違
反
件
数

は
減
り
ま
し
た
が
、
十
五
件
の
違
反

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
交
通
事
故
種

別
で
は
、
特
に
物
損
事
故
の
激
増
が

み
ら
れ
ま
す
。

飲
酒
運
転
は
、
本
人
の
自
覚
さ
え

あ
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
運

転
者
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
自
覚

し
、
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
せ
ず
、
他

の
運
転
者
に
も
飲
酒
運
転
防
止
を
呼

び
か
け
ま
し
ょ
う
。
一
人
ひ
と
り
が

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
の
な
い

明
る
い
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
事
故
や
違
反
の
少
な
い
べ

ス
ト
順
位
や
、
多
い
ワ
ー
ス
ト
順
位

は
次
の
と
お
り
で
す
。

ま
だ
ま
だ
多
い

飲
酒
運
転
違
反

行
政
区
別
無
事
故
・

無
違
反
中
間
報
告

平成 8 年10月 10 日（杓 (14) 



健
康
を
保
持
す
る
た
め
の
食
生
活
の

条
件
と
し
て
、
最
も
基
本
的
な
「
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
食
生
活
指
針
」
は
次

の
と
お
り
で
す
。

1
0月
は
食
生
活

改
善
普
及
月
間

健
康
教
室
を

開
催
し
ま
す

村
で
は
、
高
血
圧
教
室
、
糖
尿
病
予

防
教
室
、
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室
を

下
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

各
教
室
に
申
し
込
ま
れ
る
か
た
は
、

1
0月
1
5日
閲
か
ら
2
5日
⑥
午
後
5

時
ま

で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

鱚慶
保健センター
霞（84)4686

く高血圧教室＞

日 時 場 所 内 突ロ

10月 30 日（水）午後 1 時30分～ 保健センター 身長、 1本重、血圧、 1本脂肪測定、医師講話

11 月 27 日（水）午前 10時～ 保健センター 血圧測定、生活講話、グループワーク、試食

12 月 16 日（月）午後 1 時30分～ 保健センター 血圧、体脂肪測定、栄養講話

＜糖尿病予防教室＞

11 月 1 日（命午後 1 時30分～ 保健センター 体重、体脂肪測定、尿・血液検査、医師講話

12 月 5 日（杓午前10時～ 保健センター 体重測定、検尿、栄養講話

12 月 20 日（命午前10時～ 保健センター 体重測定、検尿、栄養講話

1 月 31 日（企午前10時～ 保健センター 体重、体脂肪測定、尿・血液検査、生活講話

＜骨粗しよう症予防教室＞

11 月 18 日（月）午後 1 時30分～ 保健センター 骨粗しょう症検診結果説明、医師講話

12 月 2 日（月）午後 1 時30分～ 保健センター 栄養講話

12月 19 日（杓午後 1 時30分～ 保健センター 運動実技

1 月 14 日（灼午前 9 時30分～ 中央公民館 調理実習

1

、
多
様
な
食
品
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を

0
1

日

3
0食
品
を
目
標
に

0

主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
そ
ろ
え
て

2

、
日
常
の
生
活
活
動
に
見
合
っ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
を

〇
食
べ
過
ぎ
に
気
を
つ
け
て
、
肥
満

を
予
防

0

よ
く
体
を
動
か
し
、
食
事
内
容
に

ゆ
と
り
を

3

、
脂
肪
は
量
と
質
を
考
え
て

〇
脂
肪
は
取
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に

〇
動
物
性
の
脂
肪
よ
り
、
植
物
性
の

油
を
多
め
に

※都合により変更になることがあります。

4

、
食
塩
を
取
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に

〇
食
塩
は
1

日

1
0グ
ラ
ム
以
下
を
目

標
に

〇
調
理
の
工
夫
で
無
理
な
く
減
塩

5

、
心
の
ふ
れ
あ
う
楽
し
い
食
生
活
を

〇
食
卓
を
家
族
ふ
れ
あ
い
の
場
に

0

家
庭
の
味
、
手
作
り
の
心
を
大
切

こ,
1
 

い
ず
れ
の
5

項
目
も
健
康
な
食
生
活

の
た
め
の
道
し
る
べ
と
し
て
、
私
た
ち

の
日
常
の
食
生
活
に
生
か
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

文化庁
移動芸術祭 寄席芸能公演

花月B 日（日） 場
演

開
開

午後 1 時30分
午後 2 時

明和村ふるさと産業文化館

入場料：全席指定 S席2,000円 A席1,500円

出演者： （落語）橘家園蔵、林家木久蔵

柳家さん喬、橘家蔵之助

林家久蔵

（漫才）すす風にゃん子・金魚

（太神楽）鏡味仙之助・仙三郎

発売日： 10月27 日（日）午前 8 時30分からふるさと産業

文化館窓口で販売します。

橘家園蔵さん

主催

林家木久蔵さん

文化庁、群馬県教育委員会

明和村教育委員会

お問い合わせ：ふるさと産業文化館

ff (84) 5555 

(15) 平成 8 年10 月 10 日（木）



◎
日
時

9
時

◎
会
場
社
会
体
育
館

◎
講
師
千
代
田
町
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

愛
好
会
員

◎
対
象
者
一
般
男
女

◎
参
加
料
無
料

◎
申
し
込
み
1
0
月

1
6
日
困
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

1
0月
2
5日
⑤
午
後
7

時
3
0分
i

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
講
習
会 集
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優勝した「ブラッキーズ」

第
4
0回

村
民
バ
レ
—
ボ
ー
ル
大
会

◇
男
子
の
部

優
勝
ブ
ラ
ッ
キ
ー
ズ

優勝した「明和村役場サッカ一部」

優
勝

準
優
勝

明
和
村
役
場
サ
ッ
カ
ー
部

ヘ
タ
レ
ー
ズ

第
4

回
村
民
サ
ッ
カ
—
大
会

優
勝

準
優
勝

三
位
三
位

g
V

{

-

‘. 

優勝した「大輪 A 」

大
輪
A

梅
原
c

梅
原
A

須
賀

第
1
5
回

村
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

優勝した「明和クラブ」

◇
女
子
の
部

優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

準
優
勝
リ
リ
ー
ズ

三
位
キ
ャ
ッ
ツ
愛

優勝した一般男女の皆さん

◇
男
子
の
部

優
勝
植
田
敏
之
•
前
田
高
宏

準
優
勝
岩
崎
辰
行
・
細
谷
寿
夫

三
位
江
森
浩
・
川
辺
秀
幸

三
位
原
島
重
夫
・
冨
成
隆
司

◇
女
子
の
部

優
勝
江
森
慎
理
子
・
佐
藤
千
鶴
子

準
優
勝
鎌
田
愛
子
・
野
中
千
夏

三
位
栃
本
味
千
代
・
江
原
美
代
子

三
位
阿
部
裕
子
・
江
原
美
知
子

ス
大
会

（
敬
称
略
）

◇
一
般
男
子
の
部
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

優
勝
石
村
正

準
優
勝
有
賀
磨

三
位
塩
谷
敏
彦

第
1
1回

村
民
テ

第
2
回

村
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（
敬
称
略
）

第
2
3回

邑
楽
郡
少
年
野
球
大
会

8

月

2
4日・

2
5日
千
代
田
町
東
部
運

動
場
で
郡
内
の
代
表
6
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
結
果
、

本
村
か
ら
出
場
し
た
明
和
西
少
年
野
球

ク
ラ
ブ
が
準
優
勝
に
な
り
ま
し
た
。

◇
決
勝

明
和
西
少
年
大
泉
ジ
ュ
ニ

2
|
9
 

野
球
ク
ラ
ブ
ア
キ
ン
グ

優
勝
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

準
優
勝
掬
大
成

第
8
回

会
長
杯
争
奪
野
球
大
会

言
◇
一
般
男
子
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
）

優
勝
石
村
正
・
蓮
見
幸
夫

準
優
勝
塩
谷
敏
彦
・
小
峰
浩

三
位
石
川
和
夫
・
有
賀
磨

◇
一
般
女
子
の
部
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

優
勝
石
村
加
津
美

準
優
勝
岩
間
雅
枝

◇
一
般
女
子
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
）

優
勝
石
村
加
津
美
・
持
田
季
子

準
優
勝
蓮
見
静
香
・
寺
山
佳
洋
子

平成 8 年10月 10 日（杓 (16) 



◇
一
般
男
子
の
部

優
勝
新
井
和
彦
•
藤
倉

準
優
勝
武
田
富
仁
・
木
村

三
位
丸
山
英
通
・
浦
野

◇
＿
般
女
子
の
部

優
勝
山
田
友
世
・
内
田
照
代

準
優
勝
池
田
潤
子
・
小
松
原
有
加

三
位
小
野
章
子
・
小
林
綾
乃

健弘忠

一優勝した中学生男女の皆さん

◇
中
学
生
男
子
の
部

優
勝
今
成
崇
亨
•
吉
田
大
地

準
優
勝
加
藤
優
作
・
内
田
千
秋

三
位
須
永
賢
志
・
篠
原
宜
志

三
位
武
田
祐
太
・
瀧
口
直
樹

◇
中
学
生
女
子
の
部

優
勝
石
橋
絵
美
・
小
池
絵
理

準
優
勝
中
島
浩
美
・
丸
山
嘉
奈
子

三
位
砂
賀
千
鶴
・
中
島
美
香

三
位
佐
藤
加
奈
恵
・
古
橋
百
合
子

第
2
2回

村
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

敬
称
略
）

優勝した「明和 F C 」

館
林
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
に
よ
る

第
1

回
杉
山
杯
争
奪
少
年
サ
ッ
カ
ー
大

会
が
9

月
8

日
、
館
林
市
青
少
年
広
場

で
1
4チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
を
展
開

し
た
結
果
、
本
村
か
ら
出
場
し
た
明
和

F
C

が
優
勝
し
ま
し
た
。

◇
決
勝

明
和
F
C
1
_
0

邑
楽
高
島
S
S

1

!

 

明
和

F
C

優
勝

=—•ー・― -.  

優勝した一般男女の皆さん

長
良
神
社
は
主
に
そ
の
昔
、
佐
貫

庄
と
呼
ば
れ
た
地
域
に
存
在
し
、
主

ま
つ

祭
神
に
藤
原
長
良
公
を
祀
る
神
社
で
、

本
村
で
は
斗
合
田
、
下
江
黒
、
田
島
、

中
谷
、
矢
島
、
大
輪
、
大
佐
貫
に
あ

り
、
そ
の
他
の
神
社
に
も
合
祀
ま
た

は
境
内
末
社
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
す
。

下
江
黒
の
長
良
神
社
境
内
に
嘉
永

こ
ん
り
ゅ
う

二
年
(
-
八
四
九
）
建
立
で
、
長
良

か
ん
じ
ょ
う

神
社
勧
請
の
由
来
を
刻
し
た
石
碑
が

あ
り
ま
す
。
碑
文
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

そ
も
そ
も
長
良
明
神
と
い
う
の
は
、

論
誓
塁
言
曇
嘩
‘
備

中
美
昨S
六
守
左
衛
門
督
冬
銅
S
長

男
で
従
二
位
中
納
言
、
後
に
枇
杷
大

No.14 

：一毒蛇退治の長頁公］

臣
と
言
わ
れ
た
藤
原
長
良
公
が
役
目
で

都
か
ら
こ
の
地
方
へ
出
向
い
た
折
、
ち

ょ
う
ど
そ
の
頃
佐
貫
庄
の
人
達
が
毒
蛇

に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、

こ
れ
を
退
治
し
て
苦
難
か
ら
諏
戸
て
く

れ
た
。
そ
の
後
都
へ
帰
り
、
斉
衡
三
年

（
八
五
六
）
御
歳
五
十
七
歳
で
亡
く
な
ら

ち
ょ
く
じ
よ
う

れ
た
。
勅
綻
（
天
皇
の
命
令
）
に
よ
っ

て
、
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
に
正
一

だ
じ
ょ
う

位
太
政
大
臣
長
良
大
明
神
と
し
て
赤
岩

郷
に
社
殿
を
建
て
て
祀
ら
れ
た
。
そ
の

ぷ
ん
め
い

後
文
明
元
年
(
-
四
六
九
）
九
月
に
西

三
十
三
郷
、
東
三
十
三
郷
の
総
鎮
守
と

な
っ
た
。
そ
こ
で
当
村
（
江
黒
村
）
で

も
相
談
し
て
、
宝
痔
寺
の
僧
長
賢
が
中

心
と
な
っ
て
勧
請
し
て
祀
っ
た
（
文
明

二
年
正
月
）
。
そ
し
て
古
く
か
ら
の
し
き

た
り
に
よ
り
正
月
七
日
に
は
祭
り
を
行

っ
て
い
る
。

以
上
の
と
お
り
で
す
が
補
足
す
る
と
、

勅
誼
に
よ
り
貞
観
十
一
年
三
月
に
大
和

国
（
奈
良
県
）
春
日
神
社
の
末
社
に
祀

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
長
良
公
の
徳
を
慕

よ
し
と
お

っ
て
い
た
上
野
国
の
住
人
赤
井
良
遠
が

ら
よ
っ
き
ょ

勅
許
を
得
て
、
佐
貰
庄
瀬
戸
井
村
に
勧

請
、
貞
観
十
一
年
九
月
九
日
に
遷
宮
の

式
を
行
い
ま
し
た
。
以
来
佐
貫
庄
の
住
ぷ
ん

民
の
信
仰
を
集
め
、
文
明
年
間
よ
り
分

社
す
る
も
の
が
多
く
、
瀬
戸
井
の
長
良

神
社
は
本
宮
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。
村
内
の
他
の
長
良

神
社
も
た
ぶ
ん
こ
の
頃
勧
請
さ
れ
た
も

の
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

な
お
、
つ
け
加
え
れ
ば
、

長
良
神
社
は
利
根
川
を
隔

て
て
隣
接
す
る
羽
生
市
の

み
ろ
く

本
川
俣
と
弥
勒
に
一
社
ず

つ
あ
り
ま
す
が
、
特
に
本

川
俣
の
長
良
神
社
は
「
北

埼
玉
郡
史
」
（
大
正
十
二

年
三
月
三
十
日
北
埼
玉

郡
役
所
）
に
よ
れ
ば
、
天

正
三
年
九
月
六
日
の
利
根

川
の
洪
水
の
際
に
対
岸
の

瀬
戸
井
村
の
長
良
神
社
が

社
殿
ご
と
流
さ
れ
、
こ
の

地
に
漂
着
し
た
の
で
、
以

米
こ
の
地
の
住
民
に
よ
り

祀
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員

記
）

長良神社勧請由来の碑（下江黒）

(17) 平成 8 年10 月 10 日（杓



ひとりで悩ます早めに
親と子の教育相談

村教育委員会

教育相談専用 合0120-845665

小学生、中学生の皆さんやお父さ
ん、お母さん等を対象に教育相談事
業を開設していますのでご利用くだ

さしヽ。

◇相談内容 いじめ、登校拒否等に

かかわる悩み

◇相談方法

0 電話相談合（フリーダイヤl訓）0120-845665

月～金曜日、午前 8 時30分～午後

5 時（時間外は留守番電話が受付）

〇来所（面接）相談

日時毎月第 2. 第 4 水曜日、午

後 1 時～ 3 時

場所 中央公民館

なるべく事前に電話(7 リーダイヤル0120

-845665) で申し込みください。

※学校と連携を取りながら行います。

また、秘密を守りますので安心して

ご相談ください。

田子家庭等の皆さんへ

l 役場福祉課 合 (84)4926
県では母子家庭の母および寡婦の

就業を促進し、母子家庭や寡婦の自

立と生活の安定を図るため、就業の

ための技能習得および資格取得を目

指すかたに奨励金を支給します。

※詳しくは、闘群馬県母子寡婦福祉

協議会合0272(31)4149 または、役場

福祉課ヘ

赤い羽根共同募金に

ご協力ください

戦傷病者の妻に

特別結付金を支給

l 役場福祉課 合 (84)4926
◇特別給付金国債の最終償還を終え

た戦傷病者等の妻のかたに、改め

て特別給付金が国債により支給さ

れます。

◇戦傷病者等の妻に対する特別給付

金を平成 8 年 5 月までに受給した

が、夫である戦傷病者が平成 5 年

3 月 31 日までに死亡している場合、

その妻のかたに特別給付金が国債

により支給されます。

0戦傷病者が公務傷病等により死亡

したため、その妻が公務扶助料等

を受けている場合→戦没者等の妻

に対する特別給付金

〇夫である戦傷病者が公務傷病等以

外で死亡（平病死） した場合→戦

傷病者等の妻に対する特別給付金

（特例給付金）

◇請求の受付は、役場福祉課（老人

福祉センター内）で10月 1 日（火）か

ら開始しています。

※詳しくは、福祉課ヘ

正しい119番のかけ方

［明和分署
合 (84)3131

11 月 9 日は、 119番の日です。いざ

という時に備え、正しい119番のかけ

方を．I

く 119番通報の要領〉

◇何が起きだのか？
（例）「火事です」「救急です」

◇場所はとこか？ （住所を正確に）

（例）「明和村大字00、 00番地

00太郎」「合00局00番」

◇目標は？

l 社会福祉協議会 合 (84)4926 （例）「00商店東50メートルです」

• I ◇状況はとうか？
今年も 10月 1 日から 12月 31 日まで、

全国一斉に赤い羽根共同募金運動が

展開されています。

村でも運動期間中、区長、民生委

員のかたがたが各ご家庭や事業所に

お伺いして、募金をお願いしますの

で、ご協力ください。

この募金は、老人クラブの育成、

身体障害者・知的障害者・母子寡婦

の体力づくり健康促進活動、子供の

遊び場遊具補助、地域福祉活動など

に使われます。

〇何が燃えているか？

（例）「家が燃えています」

0 どんな事故か。負傷者の数は、傷

病者の容態は？

（例）「乗用車同士の衝突で、ケガ

人が 3 人います」

※火災、救急・救助等の緊急通報は、

分署への通報でなく、直接消防本部

通信指令室へ119番により通報してく

ださい。消防本部では、災害の規模

に応じ各署に一斉出場指令による部

隊の出場を行っています。

生村の；無料法律相談）パ
◇日時＝ 11 月 11 日（月）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝森尻弁護士

◇受 付＝ 11 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

ir 、 r.; •• 9 -—·え・バ＾ミ ：、ふ， 卜ごー·二'7，i,iiヽ，卜ぐ‘/ •八｀

：ー、：乳9コ］関,?11健言／｀三診戸：、J.,、'卜，べふヽ＼マ、／：．／ーヤ 9 、 9 、/ -I 、\,'`.I ! / 1 、/‘

◇日時＝ 11 月 14 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 7年11 月、 8年4 月、 7月生

ツ9]国｛□□康：1□狙ロー□鵞り
◇日時＝ 11 月 5 日（火）・ 21 日（杓

午前9時30分～10時30分受付

◇場所＝保健センター
9 , ／ノ＇， —•ヽ I r 9 ，ヽI’`’’ へ,,'.ー,, 1-- ・ ・ーヘ・ , ヽらノ • 

凶樟程政立心配ごミノと相談ヽ、 1 ‘に 1 1 , ヽ 一f, ノ)-r、 9! ¥ .i) 、に ) ! 9 . 乃、/K rゞ l ＇ヽ Y), ど～

◇日時＝ 11 月 15 日（鉗

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

;~./へ：、通冗事／］敗長租：J談｝］• 9 - ¥．卜／ 9 \ r,‘’^‘’’'},.·)!, 

◇日時＝ 1,1 月 14 日（杓

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

五三：：＼釜‘〉〉'ト1.:＂：誼□甑
(I_'{へくー／、 9 .＇さマ、ii I ,、-:、-)、 1, \、いい —. 

◇日時＝ 11 月 21 日（杓

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
I （レーャ召＇、,-.: _;~,.;:1' 1--. ·¥,,:---1、\べ ->.,ピ··-

怜：・ミ～＞一月｝｀：しの□納□税プ／＼づ、］
｀士Jン 1 v，ノ 1 ，い，心！ J. 9-"-.99?• ＼ Vルノび，◇（、 9人、，Jマ＇

◇村県民税、国民健康保険税、利根

加用水賦課金、国民年金保険料、

水道料金

◇納期限＝ 10月 31 B （杓

·平成8年秋季全国火災予防運動 11 月 9 日(:t)から15日命までの7日閻 平成 8 年10月 10 日（杓 (18) 



くらしの相
が開かれま

役場福祉課

云（84)4926

邑楽福祉事務所では、生活、法律

などの問題をかかえてお困りのかた

を対象に「くらしの相談」を行いま

す。

◇日時 11 月 11 日（月）午後 1 時～ 4 時

（ただし、法律問題は午後 1 時30分

~3 時30分）

◇場所村老人福祉センター

◇相談料無料

※法律相談は、予約が必要ですので

役場福祉課へご連絡ください。

10 月は労働保険

適用促進月間です

ハローワーク館林

合(75)8609

労働保険は、労働者が予期せぬ労

働災害や失業といった保険事故に遭

遇した場合に労災補償給付、失業給

付を行うとともに、労働者の福祉増

進を図る各種の事業を政府が管掌し

ている制度です。

まだ加入手続きが済んでない事業

主のかたは、加入手続きを済ませま

しょう。また、企業、団体等に雇用

されているかたがたは、改めて労働

保険の加入の有無をご確認ください。

(19) 平成 8 年10 月 10 日（木）

県人□ 200万人達成記念
映画「眠る男」再上映

役場企画課

合 (84)3111,

村では、県人口 200万人達成記念映

画「眠る男」の再上映を行います。

この作品は、カナダ・モントリオ

ール国際映画祭で審査員特別大賞を

受賞。この機会にぜひご覧ください。

◇日時 10月 27 日 (B)午後 1 時開場、

1 時30分上映

◇場所 ふるさと産業文化館

◇チケット ふるさと産業文化館、

中央公民館、役場企画課で販売中

(1 枚500円）

県企業局

合0272(23)1111

群馬県企業局では、「サニータウン

館林」の宅地分譲を行います。

◇所在地 館林市大谷町・赤土町地内

◇分譲区画数 127区画

◇宅地面積約215m2 (65坪） ～約

330m2 (10():!:平）平均約257m2 (77坪）

◇分譲価格約1,560万円～約2,420

万円平均約1,860万円
◇案内書配布・申込受付期間 11 月

5 日伏）～ 11 月 22 日（命

◇問い合わせ 県企業局用地対策課

平成 9 年度保育園児

募集説明会

l 役場福祉課 合 (84)4926
◇日時 11 月 9 日（士）午前 8 時30分

◇会場老人福祉センター集会室

◇入園資格村内の住民で母親が働

いていたり、病気などで幼児の保

育に当たれず、ほかにも保育に当

たる人がなく、家庭で保育に欠け

ると認められる世帯の幼児等。

※詳しくは、福祉課（老人福祉セン

ター内）へ。

年賀はがき発

川俣郵便局

合 (84)3120

今年も 11 月 1 日（命から年賀はがき

が発売されます。

◇種類無地…50円、絵入り〔（全国

版）若木の紅梅、ふきのとう、（群

馬県版）ふきのとう〕…55円

] : i ` 館林邑楽地区 館 林 地 区 千代田
板倉地区

明和地区
更科日

産婦人科 耳鼻科 内 外
にのは

休 科 科 なにみ 胃
る限―

小西医院 川田（耳）医院 後藤（内）医院 海宝病院 館林地区と 館林地区と 日
厚
生

10 月 20 日
合 (86)2261 合 (72)3314 合 (72)0134 合 (74)0811 同じです。

病
同じです。

り言 院

日 r—―、

まは 合

真中医院 川村医院 上野医院 最上医院 館林地区と 館林地区と >] (72) 

10 月 27 日 3 
合 (72) 1630 合 (72) 1337 合 (72)3330 合 (74)3763 同じです。 同じです。 で 1 | 

当 冒 1 4 

゜しで ‘--/ 

横田（婦）医院 川田医院 清河堂医院 新橋病院 館林地区と 小西医院 てで が
11 月 3 日 かす 担

合 (72)0255 合 (72)3724 合 (72)3070 合 (75)3011 同じです。 合 (86)2261 ら゜ 当

番 呑ロ乎ク し
ま

し す
菅沼医院 川島脳外科 て ゜

11 月 4 日
合 (72)9090 合 (75)5511

< 内
だ 科
さ

医 し‘ 外
゜ 科浜野病院 小倉医院 森下医院 小曽根医院 井上医院 館林地区と

11 月 10 日
合 (88)5678 合 (72)0606 合 (73)7776 合 (72)7707 合 (82) 1131 同じです。 産

婦

統一標語「便利さに慣れて忘れる 火のこわさ..J

[ 
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翠富Xノ

政
子

灰
色
の
空
に
吊
り
上
げ
し
ク
レ
ー
ン
の

赤
き
鉄
骨
物
物
し
く
見
ゆ

泉
田

用
水
路
に
す
い
す
い
泳
ぐ
カ
ル
カ
モ
の

親
子
の
無
事
を
願
ひ
見
て
居
り

原
口

文
江

軒
端
に
仔
ち
わ
れ
子
ら
を
手
招
く

亡
母
の
声
に
朝
の
夢
さ
む
盆
の
迎
え
日

奈
良
照
子

顎
杖
を
つ
き
て
テ
レ
ビ
を
視
る
じ
い
を

小
さ
き
腕
立
て
慎
似
る
ニ
オ
の
孫
は

野
本
み
ね
子

私
た
ち
大
佐
貫
ク
ラ
ブ
は
、

今
年
初
め
て
ナ
イ
タ
ー
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
に
参
加
し

ま
し
た
が
、
み
ん
な
仕
事
の
都

合
上
、
試
合
当
日
九
人
集
ま
る

の
が
や
っ
と
で
、
大
変
苦
労
し

ま
し
た
。
ナ
イ
タ
ー
で
の
試
合

は
、
一
点
の
得
点
を
取
る
の
に

四
試
合
を
過
ぎ
苦
戦
し
ま
し
た
。

で
も
、
太
陽
の
下
で
の
大
会

は
み
ん
な
楽
し
み
な
が
ら
見
違

え
る
様
な
力
を
発
揮
し
、
各
大

会
で
は
準
優
勝
を
し
た
こ
と
も

あ
る
実
力
の
あ
る
チ
ー
ム
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
一
試
合
で
も
多

く
参
加
で
き
る
よ
う
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

大
佐
貫
ク
ラ
ブ
で
は
、
現

在
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
明
和
村
在
勤
、
在
住
で

あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
の
で

一
声
か
け
て
く
だ
さ
い
。
ク

ラ
ブ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
「
楽

し
く
、
明
る
＜
、
豊
か
な
心

を
つ
く
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

掲
げ
て
、
練
習
や
試
合
に
出

て
お
り
ま
す
。

’`‘'今今一斧え←心令ーベ条夕。茫ク今一令と炉…令一今→→炉一令ジペ炉一炉ーる炉一条ーペ年→—·炉一来一今如→や…令一喝～今='.),s,-~忍？；

:: 村の人口と世帯 9月の救急車出動回数 : 
t 10月 1 日現在 t 
]: 世帯数 3,19I 戸 ●交通事故 2 件 t 
i• 人口総数 I I, 460人 } 
]: 男 5,783人・女 5,677人 ●急 病 17 件［
•{· (9 月中の動き） •その他 5 件 →『
iャ 出生 7人・死亡 I I 人 <} 

ょ 転入 14人・転出 28人
●計 24 件→｝

a...→炉令へ→ピ令吋ーキベ!>'"-ヤ•ヤヤ、ヤ•ヤヤ、キペ戸ヤ·や→•ヤ式～ヤペーや吋ーヤ・吋，·,.,...+-·、ヤ•ヤ·吋；；~ヤ＇ュ心

ひ
ょ
う

ひ
と
月
を
過
ぐ
る
に
未
だ
雹
痕
を

残
せ
る
ト
マ
ト
紅
く
色
づ
く原

口
美
津
子

ひ
ょ
う

屋
根
瓦
を
打
砕
く
か
に
降
る
雹
は

茄
子
も
胡
瓜
も
な
ぎ
倒
し
過
ぎ
ゆ
く

福
田
初
江

薗
部

呼
子

内
田

篠
崎

久
保

柿
沼

田
面

元美政俊
津

紀江江一 男 女

中

男

奈斤

男

新

男

多頁

女

大

女

新

魯
あ
め
で
だ
馨

氏

祥い釦悠閃友閃輝：千ち萌：名
吾ご香ヵ、希き佑］尚g鶴Z 菜な

父
母
名
性
別

理哲意賢佳 葬幸君正孝 三哲
奈彰美 守

恵也子介子 子博子明枝 好）＼

米
あ
く
や
み
米

氏
名
年
齢
世
帯
主

鯉
沼
春
雄
7
2
康
雄

薗
部
ふ
み
7
6
尚
夫

秋
野
ふ
い

7
9
輝
義

大
塚
み
さ

8
4
宏
二

杉
田
ろ
を

9
5
慶
次
郎

柿
沼
マ
ッ

8
4

倹

恩
田
つ
ね

8
9

竹
内
寿
子

4
2

高
瀬
秀
雄

6
4

橋
本
久

5
7

吉
田
重
信
7
1

梅下田矢矢大須南矢上大地玩 上
江 大江佐称江

原黒島島島輪賀島島黒貫区略 黒谷里里賀輪里区

% % % % % % % % % ％男開 % % % % % 3/z8 ％閥
※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

土也 （
敬
称
略
）

◇
訂
正
と
お
わ
び

9
月
号
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で

訂
正
し
て
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

1
3ペ
ー
ジ
三
段
目
の
「
⑪
群
馬
県
食

品
衛
生
会
長
に
委
嘱
し
」
は
削
除
し
ま

す
。
ま
た
、
最
後
の
三
行
を
「
食
品
衛

生
推
進
員
に
中
谷
の
島
田
高
男
さ
ん
が
、

群
馬
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
」

と
訂
正
し
ま
す
。

平成 8 年10月 10 日（杓 (20) 
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▲優勝は俺達さ
a 

▲ひっかかったらタイヘンだ．I ▲緊張の一瞬

◄

最
後
の
力
を
振
り
し
ぼ
っ
て
コ
ー
ル
”
~

会
年
も
や
つ
て
き
ま
し
だ
村
民
体
育

祭
。
今
つ
年
で4
1回
目
を
数
え
る
明
和
村

の
体
育
祭
が
、
1
0月
1
3日
秋
晴
れ
の
な

か
、
開
催
さ
れ
ま
し
だ
。

合
年
は
新
だ
に
『
く
ん
く
ん
体
操
』

も
加
わ
り
、
リ
レ
ー
や
遊
戯
、
玉
入
れ
、

あ
昼
休
み
に
は
、
票
攀
―
ー
＝
音
楽
隊
演
奏
な

と
も
披
露
さ
れ
ま
し
だ
。

第
4
1
回

村
民
体
育
祭

競
技
に
参
加
さ
れ
だ
皆
さ
ん
は
、
各

地
区
の
期
待
を
一
身
に
背
負
い
、
真
剣

勝
負
で
種
目
に
挑
ん
で
い
ま
し
だ
。

そ
の
結
果
、
優
勝
は
新
里
、
準
優
勝

は
南
大
島
、
3

位
は
江
口
と
決
ま
り
ま

し
だ
が
、
各
地
区
と
も
大
健
闘
で
し
だ
。

皆
さ
ん
、
あ
疲
れ
さ
ま
で
し
だ
。

▼ポーズ決めて（幼）

7 

▼新アニメ体操（保）

鼻＼．. j 
▼もう少しだよお父さん．I ▼入ったかなぁ～
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▲ヤッター 1 位だ／

~粂嘩参珠葛つてカッ→｀／

第41 回 明和村民体育祭得点競技得点表

\ 種目 嘉 ; 虞 孟井
江 田

<
新 中 梅 JI I 須 大 入 矢

含貫ケ

口 島 里 クロ 原 俣 ブ只9口 輪 クロ 島

1 6 5 2 6 3 3 8 2 7 7 4 8 - 5 4 
-ｷ ｷ ｷ ------------------------------------------"ｷ -------------------

100 Ill 競走 2 3 4 7 2 7 2 5 8 3 6 5 4 8 6 

計 , , , 8 10 2 8 16 5 13 7 , 12 13 10 
400m リレー（小・女） 2 2 1 3 4 4 8 7 8 6 6 3 5 7 5 

400m リレー（小・男） 1 3 7 5 3 4 7 8 6 5 8 2 6 - 2 4 

ペ 夕 ン クー 2 5 2.5 5 5 2 5 5 5 2.5 8 2 5 2 5 2 5 7 8 5 5 5 5 7 

百足競走（女） 5 4 2 1 8 8 1 7 2 7 6 6 4 5 3 3 

百足競走（男） 2 1 8 7 5 2 6 7 1 5 8 3 4 3 4 6 

玉 入 れ 1 1 5 4 7 6 5 5 8 3 1 5 8 2 7 3 6 4 

綱 弓 I き 25 5.5 2 5 5 5 8 2 5 5 5 2.5 2 5 8 2 5 2 5 5 5 2 5 7 7 

400m リレー（一般女） 3 4 2 7 7 3 8 4 6 8 2 5 5 6 

400m リレー（一般男） 4 2 5 6 8 1 6 7 7 3 3 4 8 - 5 

400m リレー（中・女） 4 3 7 6 8 8 5 5 2 3 4 - 6 7 

400m リレー（中・男） 1 2 4 3 7 6 8 2 7 6 3 4 5 8 5 

障害物リレー 1 3 4 7 7 4 8 2 6 1 5 8 6 2 5 3 

カクテルリレー 5 2 7 3 3 1 8 7 4 6 4 2 5 - 8 6 

得 ‘,5 ’’‘ 合 計 36.5 41 5 62 71 85 5 54 89 93 5 65 77 65 57.5 84 5 21 79.5 78 

順 位 15 14 11 8 3 13 2 1 10 7 9 12 4 16 5 6 

岨 ｷ

)

 

角

▼心を 1 つにして応援する新里



衆議院総選挙
l」＼選挙区

新
進
党

長
沼

（
無
効
票

小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
に
選
挙
制
度
が
変
わ
り
、
初
め
て
の
衆

議
院
議
員
総
選
挙
あ
よ
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
が
十

月
二
十
日
に
行
わ
れ
ま
し
だ
。
衆
議
院
議
員
小
選
挙
区
の
票
内
の
投
票

率
は
前
回
を
下
回
り
、
戦
後
最
低
の
六
十
•
三
一
％
で
し
だ
。

本
村
の
投
票
率
は
、
小
選
挙
区
あ
よ
び
比
例
代
表
が
七
十
四·
0
1％

〔
前
回
の
総
選
挙
（
平
成
五
年
七
月
）
に
比
べ
て
九
・
八
九
ポ
イ
ン
ト
減
〕
、

国
民
審
査
ガ
七
十
三
・
一
九
％
で
し
だ
。

開
票
の
結
果
、
当
選
者
は
瞑
内
小
選
挙
区
第
三
区
で
は
、
谷
津
義
男

氏
で
し
だ
。
各
候
補
や
政
党
な
と
の
明
和
村
で
の
得
票
は
、
次
の
と
あ

り
で
す
。

広
（
民
新
）

自
由
民
主
党

三
、
八
三
―
―
―
票

一
、
四
五
二
票

三
五
一
票

一
九
0
票
）

一
、
四
0
四
票

二
、
六
九
六
票

比
例
代
表

政
党
等
別
得
票
数

六
0
八
票

小
選
挙
区

候
補
者
別
得
票
数

裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査

最

畢

（
無
効
票

渋
沢
哲
男
（
共
新
）

(3区）

新
党
さ
き
が
け

最高裁国民審査結果

'1'11,,, 

、

’/ i i i 9 9 i 1 | 

社
会
民
主
党

新
社
会
党

自
由
連
合

有
権
者
数

投
票
総
数

（
有
効
投
票
数

（
無
効
投
票
数

（
持
ち
帰
り

投
票
率

九
二
三
票

四
七
二
票

二
九
四
票

―
二
三
票

五
九
票

五
四
票

四
0
九
票
）

八
、
六
九
三
人

六
、
三
五
八
枚

六
、
0
七
四
枚
）

ニ
八
四
枚
）

四
枚
）

七
三
・
一
九
％

笹
川
博
義
（
進
新
）

慎
重
に
行
わ
れ
た
開
票
作
業9勺

＜

づ
，
＾r

谷
津
義
男
（
自
前
）

裁判官氏名
罷免を可と 罷免を可と
する投票数 しない投票数

福 田 博 338 5,736 

藤井正雄 319 5,755 

尾崎行信 318 5,756 

遠藤光男 311 5,763 

千種秀夫 328 5,746 

河合伸一 311 5,763 

高橋久子 301 5,773 

根岸重治 306 5,768 

井嶋一友 303 5,771 

計 2,835 51,831 

国
審
. 目結果

谷津義男氏が当選

日
本
共
産
党

民
主
党 （

掲
載
は
得
票
順
・
敬
称
略
）

衆議院小選挙区・比例代表行政区別投票結果
地区別 有権者数 投票者数 棄権者数 投票率 順位

斗合田 297 人 223 人 74 人 75.08 % 10 位

下江黒 257 222 35 86.38 2 

上江黒 398 293 105 73.62 12 

千津井 492 384 108 78.05 6 

江 口 479 352 127 73.49 13 

田 島 445 352 93 79.10 5 

南大島 919 681 238 74.10 11 

新 里 1,161 758 403 65.29 16 

中 クロ 886 590 296 66.59 15 

梅 原 734 564 170 76.84 7 

J 11 俣 305 243 62 79.67 4 

須 賀 403 329 74 81.64 3 

大 輪 710 539 171 75.92 8 

入ヶ谷 98 89 , 90.82 1 
矢 島 526 398 128 75.67 , 
大佐貫 583 417 166 71. 53 14 

計 8,693 6,434 2,259 74.01 / 

交通死亡事故抑止緊急特別対策実施中 11 月 1 日（金）から12月31 日（火）までの2 カ月閻 平成 8 年 11 月 10 日（日） (4) 



平
成
9
年
1

月
か
ら
基
礎
年
金
番
号
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

基
礎
年
金
番
号
は
、
2
0
歳
に
な
っ
て
国
民
年
金
に
加
入
し
た

と
き
や
就
職
し
て
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
に
加
入
し
た
と
き

な
ど
、
初
め
て
公
的
年
金
に
加
入
し
た
と
き
に
設
定
さ
れ
ま

す
。
退
職
等
で
加
入
す
る
制
度
が
変
わ
っ
て
も
、
年
金
番
号

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が

で
き
ま
す

今
ま
で
は
、
就
職
や
退
職
な
ど
で
加

入
す
る
年
金
制
度
が
変
わ
る
た
び
に
年

金
番
号
を
使
い
分
け
て
い
ま
し
た
が
、

一
人
ひ
と
り
が
各
制
度
共
通
の
基
礎
年

金
番
号
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
制

度
ご
と
の
年
金
番
号
に
よ
り
行
わ
れ
て

い
た
届
け
出
や
照
会
が
基
礎
年
金
番
号

ひ
と
つ
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
各
制
度
を
通
じ
た
加
入
記
録

が
把
握
で
き
る
こ
と
か
ら
、
年
金
相
談

や
年
金
の
裁
定
が
迅
速
・
確
実
に
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
退
職
等
に
よ
っ
て
国

民
年
金
に
加
入
す
る
と
き
や
届
け
出
を

忘
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
お
知
ら
せ
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
将
来
的
に
は
、

年
金
の
加
入
状
況
や
年
金
の
見
込
額
の

お
知
ら
せ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の

基
礎
年
金
番
号
は
つ
・

あ
な
た
の
基
礎
年
金
番
号
は
、
1
2
月

中
に
社
会
保
険
庁
か
ら
お
知
ら
せ
が
あ

り
ま
す
。

国
民
年
金
ま
た
は
厚
生
年
金
に
加
入

し
て
い
る
人
は
、
現
在
加
入
し
て
い
る

制
度
の
年
金
手
帳
の
記
号
番
号
が
そ
の

平
成

9

年
1

月
か
ら

基
礎
年
金
番
号
が
設
定
さ
れ
ま
す

疇

属

あ
な
た
の
生
活
を
守
る

網

·——·工c T4.. ̂  

ま
ま
基
礎
年
金
番
号
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
ま
た
は
厚
生
年
金
を
受
け

て
い
る
人
は
、
最
後
に
加
入
し
て
い
た

制
度
の
年
金
手
帳
の
記
号
番
号
が
基
礎

年
金
番
号
に
な
り
ま
す
。

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
、
共

済
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、
新
た

に
基
礎
年
金
番
号
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
保
険
年
金

係
6
闘
3
1
1
1

ま
た
は
太
田
社
会
保

険
事
務
所
6
⑬
3
7
1
1

へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

聾

扶
養
親
族
申
告
書
の

提
出
を
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
Q

&
A

Q
私
は
今
ま
で
国
民
年
金
に
加
入

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
年
金
は
2
5年

加
入
す
れ
ば
よ
い
と
聞
い
て
い
る

の
で
、
3
5歳
に
な
っ
だ
ら
考
え
よ

う
と
思
つ
て
い
ま
す
。

A

若
い
う
ち
か
ら
コ
ッ
コ
ツ
と
納

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

の
最
低
の
資
格
期
間
は
2
5
年
で
す

か
ら
、
た
し
か
に
、
2
5
年
完
納
す

れ
ば
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
途
中
で
何
ら

か
の
都
合
で
未
納
に
な
っ
た
ら
年

金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
2
0
歳
か
ら
5
9
歳
ま

で
の
す
べ
て
の
人
が
保
険
料
を
納

め
る
義
務
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
次
の
人
は
、

支
払
わ
れ
る
年
金
か
ら
所
得
税
が
正
し

＜
源
泉
徴
収
さ
れ
る
よ
う
、
扶
養
親
族

申
告
書
を
提
出
し
ま
す
。

こ
の
申
告
書
は
、
1
1
月
中
旬
に
社
会

保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
郵
送
さ
れ
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
1
2
月

5
日
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
6
5
歳
以
上
で
一
七
八
万
円
以
上
の
年

1
1
月
2
6
日
因
午
前
9
時
3
0

分
ー
午
後
3
時
3
0分

◇
会
場
役
場
第
二
会
議
室

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
保
険
年
金

係
6
闘
3
l
l
1

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◇
日
時 各

種
年
金
相
談
が

開
か
れ
ま
す

(5) 平成 8 年11 月 10 日（日）

て
年
金
受
給
者
を
支
え
て
い
く
制

度
で
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
は
4
0
年

間
保
険
料
を
納
め
た
場
合
に
満
額

に
な
り
、
そ
れ
よ
り
不
足
す
る
と

減
額
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
で
す

の
で
、
2
5
年
加
入
の
年
金
額
は

6
0％
程
度
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
国
民
年
金
の
納
付
は
老

齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、
障
害

者
に
な
っ
た
と
き
の
障
害
基
礎
年

金
や
死
亡
し
た
と
き
の
遺
族
基
礎

年
金
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

年
金
も
保
険
料
を
納
め
て
い
な
け

れ
ば
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
必
ず
加
入
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

金
を
受
け
て
い
る
人

◎
6
5
歳
未
満
で
一0
八
万
円
以
上
の
年

金
を
受
け
て
い
る
人 ’ 

みんなで達成“チャレンジ200’' 年間犠牲者を200人以下にしよう。
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ヵいっぱじ走ったよ
ー保育園で親子運動会一

ら。――..g
匁l‘えばりよ•.....

東
・
中
央
・
西
保
育
園
で
は
、
親
子
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
1
0
月
5
日
、

親
子
運
動
会
を
行
い
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
玉
入
れ
、
か
け
っ
こ
、
綱

引
き
の
ほ
か
、
親
子
で
ワ
ッ
シ
ョ
イ
な
ど
約

1
0
種
目
に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
が

力
い
っ
ぱ
い
走
る
姿
に
大
き
な
声
援
を
送
り
、

親
子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

身近な情

せください。

掲載写真は差し上

げます。

役場企画課広報係

ft84-31 

` ｀｀ゞーヽ — ,...,.,.. 

◄

ぼ
く
が
一
等
賞
だ
あ
ー
っ

（
東
保

▲そーれ そーれ もう少し．I （中央保）

I ` .. ..t.坦至 ·~• 
第 4 回瞑和灯袖度日1/＃伝＃ム

群
馬
県
立
近
代
美
術
館
の
移
動
車
に
よ
る
、

移
動
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
利
用
し

た
女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
が
9
月
2
7
日
、
中

央
公
民
館
講
堂
で
開
か
れ
ま
し
た
。

西
洋
美
術
や
日
本
洋
画
な
ど
の
名
作
を
ハ
イ

ビ
ジ
ョ
ン
映
像
で
美
術
鑑
賞
を
行
っ
た
も
の
で

す
。会

場
に
は
、
女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
生
の

は
か
寿
学
級
生
、
一
般
の
か
た
が
た
も
出
席
。

参
加
者
5
0
人
余
り
は
ピ
カ
ソ
な
ど
、
世
界
の
名

作
を
鑑
賞
し
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
ク
リ
ア
な
映

像
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

匡
目
且
·
り
舟
四

地
区
別
敬
老
会
が
9
月
2
6
日
（
西
部
）
、

9
月
3
0
日
（
東
部
）
、
1
0
月
3
日
（
中
部
）

の
3
日
間
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
約
6
4
0
人
の
お
年
寄
り
が
参
加
し
ま

し
た
。

午
前
中
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
お
よ
び

カ
ラ
オ
ケ
大
会
入
賞
者
の
自
慢
の
芸
が
披

露
さ
れ
、
午
後
か
ら
は
歌
手
の
山
崎
洋
子

さ
ん
を
迎
え
て
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ク
I
J
ア
な
映
像
こ
魅
了



利根川の国然を満誤
ー親子ウォークー

村
教
育
委
員
会
で
は
1
0
月
2
6
日
、

親
子
ウ
ォ
ー
ク
「
利
根
川
を
歩
こ

う
」
ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ラ
ブ
事
業
を

約
1
3
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
行
い
、
小
学

生
な
ど
3
1
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

利
根
川
の
自
然
と
歴
史
を
歩
き

な
が
ら
学
ぶ
と
と
も
に
、
親
子
や

友
だ
ち
の
ふ
れ
あ
い
を
図
る
こ
と

が
目
的
で
、
コ
ー
ス
は
明
和
西
小

学
校
を
起
点
に
利
根
大
堰
、
妻
沼

町
（
昼
食
後
、
渡
し
船
で
利
根
川

を
横
断
）
赤
岩
、
西
小
学
校
。

参
加
し
た
親
子
は
、
心
地
よ
い

汗
を
流
し
な
が
ら
、
秋
の
利
根
川

の
自
然
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

大きなサ’’}マ芋に歓声
一幼稚園児一

西
幼
稚
園
で
は
1
0
月
2
2
日
、

園
児
た
ち
が
サ
ツ
マ
芋
掘
り
を

行
い
、
収
穫
の
喜
び
を
味
わ
い

ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
7
月
か
ら
育

て
て
き
た
サ
ツ
マ
芋
を
小
さ
な

ス
コ
ッ
プ
で
掘
り
出
す
と
、
大

き
く
成
長
し
た
芋
が
次
々
と
顔

を
見
せ
、
両
手
で
持
ち
あ
げ
な

が
ら
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

収
穫
し
た
芋
は
、
焼
き
芋
パ

ー
テ
ィ
ー
な
ど
で
味
わ
う
そ
う

で
す
。
な
お
、
東
、
中
央
幼
稚

園
で
も
1
0
月
1
6
日
、
1
1
月
5
日

に
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。

.. 
特産ナシて事故ナシを
ー交通安全街頭指導一

村交通対策協議会では、秋の全国交通安全

運動期間中の 9 月 24 日、田島地内で村の特産

品のナシをドライバーに配布し、シートベル

ト着用など安全運転を呼びかけました。

村安全協会婦人部、館林警察署の協力を得

て、交通安全ナシ（事故ナシ・違反ナシ）と

称して、 160個余りのナシとチラシを配布し、

街頭指導を行ったものです。

百 lごらしい1乍呈こ感動
一県移動美術展一

串芸

中央公民館展示室オープンを記念して、群

馬県移動美術展が 9 月 18 日から 29 日まで同館

で開かれました。

村教育委員会や群馬県などの主催により、

県が所有する優れた美術・書道・写真部門の

30点の作品を巡回展示しました。会場に訪れ

たかたは「すばらしい作品が身近で鑑賞でき

てよかったです」と感動したようすでした。



巡回健康相談を 儘鷹
開催 します 保健センター

8(84)4686 

巡回健康相談日程表

期 日 受付時間 ムュ 場

11 月 26 日（灼 午前10時～ 10時30分 大佐貰農構改善センター

11 月 26 日（火） 午後 1 時30分～ 2 時 中谷住民センター

12 月 4 日（水） 午前10時～ 10時30分 大輪転作促進研修施設

12 月 4 H （水） 午後 1 時30分～ 2 時 ) 11 俣公民館

12月 6 日（金） 午前10時～ 10時30分 矢 島 公民館

12月 6 日（金） 午後 1 時30分～ 2 時 入ヶ谷農構改善センター

12 月 11 日（水） 午前io時～ 10時30分 梅原集落センター

12 月 11 日（水） 午後 1 時30分～ 2 時 田 島 公民館

12月 13 日（金） 午前10時～ 10時30分 斗合田集落センター

12 月 13 日（金） 午後 1 時30分～ 2 時 東部児 童館

12月 17 日（火） 午前10時～ 10時30分 保健センター

Q
 

E
□
 

村
で
は
、
成
人
病
予
防
対
策
の
一
環

と
し
て
、
次
の
と
お
り
巡
回
健
康
相
談

を
開
催
し
ま
す
。

内
容
は
、
検
尿
・
血
圧
測
定
・
健
康

相
談
・
ミ
ニ
講
話
「
成
人
病
を
防
ご
う
」

・
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
実
技
指
導
・
ヘ
ル

シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
試
食
な
ど
で
す
。

健
康
だ
と
思
っ
て
い
る
皆
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
な
が
ら
、
成

人
病
予
防
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

1

本
で
5

分
3
0秒
、
命
が
縮
む

そ
の
一
服
が
、
着
実
に
命
を
む
し
ば

ん
で
い
る

タ
バ
コ
の
煙
に
は
、
約
闊
種
類
も
の

化
学
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
、

知
っ
て
い
ま
す
か
。
し
か
も
そ
の
中
の

約
4
0種
類
は
発
ガ
ン
性
物
質
、
約

2
0
0
種

類
は
発
ガ
ン
促
進
物
質
と
い
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
化
学
物
質
が
、

肺
ガ
ン
や
心
臓
病
の
死
亡
率
を
大
幅
に

引
き
上
げ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
肺

ガ
ン
が
男
性
の
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
の
第

一
位
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
ま
す
ま
す

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

®0働0®O
ガンになりたくない、子とものため、

強い動機に基づいて意志を決定する．／
思いつきではすぐ挫折。

お酒を飲むと、つい手が出てしまう

当面は酒席は遠慮する．I

ストレスがかかると、つい吸いたくなる…

仕事も家庭も、ます楽しい環境に．I

杢示

間食、コーヒー、カレーetc.

脂っこいもの、刺激物の食事は控える／

隠し持っているのは、未練がある証拠。

タバコ、喫煙具はいっさい捨てる．I

身近な禁煙講座に参加したり禁煙の本を読む。

タバコの害をもっともっと学ぶI

吸いたくなったら、からだを動かす。

運動を始め、気分転換を心かける．／

禁煙パイプ、飴、お茶、ガムetc.

口さひしくなったら、数日間は代用物を．／

い
ま
さ
ら
や
め
て
も
仕
方
な
い
と
思

っ
て
い
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
喫
煙
年
数
に
も
よ
り
ま
す
が
、
平

均
し
て
5
年
た
て
ば
、
タ
バ
コ
の
影
響

は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、

1
0年
た
っ
と

肺
ガ
ン
の
死
亡
率
も
非
喫
煙
者
と
ほ
ぱ

同
じ
レ
ベ
ル
ま
で
下
が
り
ま
す
。

今
か
ら
で
も
遅
く
な
い

煙
よ
し

つ

” 

脳・・・・・・・・・・・・脳卒中

ロ腔とのど・・・ロ腔！ガン、喉頭ガン、

咽頭ガン

気管と肺…肺ガン、ぜんそく、

慢性気管支炎

英
国
王
立
医
学
会
で
は
、
タ
バ
コ
ー

本
吸
う
ご
と
に
、
平
均
5

分
3
0秒
命
が

縮
ま
る
と
警
告
し
て
い
ま
す
。
周
囲
の

人
に
ま
で
害
を
与
え
る
煙
を
吐
き
出
し

な
が
ら
、
そ
れ
で
も
あ
な
た
は
、
タ
バ

コ
を
吸
い
続
け
ま
す
か
。

食

膀

こ
幻
い
つ
バ
ロ

` 喫煙がもたらすからだの害

道・・・・・・・・・食道ガン

心臓と動脈・・・・・・心筋梗塞、

狭心症

腕．．．．．．．．．膀腕ガン

平成 8 年11 月 10 日（日） (8) 



前
教
育
長
の
野
木
村
庄
一
さ
ん

は
、
学
校
備
品
等
の
一
部
と
し
て

3
0

万
円
を
1
0月
1
5日
、
村
に
寄
附
さ
れ

ま
し
た
。

村
で
は
高
額
な
寄
附
に
感
謝
申
し

村

に

3
0
万
円
寄
附

野
木
村
庄

さ
ん

農
業
就
業
の
高
齢
化
、
兼
業
化
等
が

進
行
し
、
稲
作
を
中
心
と
す
る
中
核
農

家
が
減
少
し
て
き
て
お
り
、
農
地
の
貸

し
手
農
家
の
増
加
、
耕
作
放
棄
地
の
増

加
等
の
諸
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
村
で
は
耕

作
放
棄
地
の
解
消
、
農
地
の
有
効
利
用

を
図
る
た
め
に
農
地
の
貸
し
借
り
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。
農
地
を
貸
し
た

い
人
、
借
り
た
い
人
は
、
地
区
の
農
業

委
員
さ
ん
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

各
行
政
区
の
農
業
委
員
さ
ん
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

氏
名
行
政
区
電
話
番
号

機
村
昭
一
斗
合
田
⑬

6
1
5
0

荻
野
清
下
江
黒
⑬

8
8
8
7

田金松原川田宇神坂折鈴小北関田野
口子本口村口木谷上原木池島口村木

村
幸竹昭和慶富貞荘和正公
太雄功一登晴一次雄篤六昇夫忠雄一

矢入大大大須川梅中中新南田江千上
ヶ 大津江

島谷輪輪輪賀俣原谷谷里島島口井黒

(84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (73) (73) 
4 3 3 3 2 2 2 2 2 3 3 2 3 2 3 7 
1 0 0 5 0 6 4 4 1 5 0 6 8 9 6 5 
4 8 6 6 0 5 3 7 7 5 4 5 4 6 9 6 
9 1 3 7 1 6 0 5 3 7 2 9 0 6 8 3 

上
げ
る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
の
充

実
の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

こ
。t
 

農
業
者
年
金
加
入
者
の
皆
さ
ん
、
年

金
の
内
容
を
ご
存
知
で
す
か
。
農
業
者

年
金
は
、
経
営
移
譲
年
金
と
農
業
者
老

齢
年
金
の
2

種
類
あ
り
、
な
か
で
も
経

営
移
譲
年
金
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。

0
経
営
移
譲
の
準
備
は
、
大
丈
夫
で
す

、
。
カ

0
後
継
者
は
、
心
配
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〇
保
険
料
は
、
納
付
済
み
で
す
か
。

そ
の
他
、
農
業
者
年
金
の
こ
と
で
い

ろ
い
ろ
個
人
的
に
ご
相
談
し
た
い
か
た

は
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
相
談
員
が
、
皆
さ
ん
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
日
時

1
1月
2
6日
因
午
後
1

時
3
0分
1

3
時
3
0分

館
林
市
役
所
2

階
2
0
1
会
議
室

◇
場
所 農

業
者
年
金

定
例
相
談
会
が

開
か
れ
ま
す

泉
田
和
作
矢
島
闘

3
4
3
7

篠
木
正
一
大
佐
貫
闘

2
0
2
0

借
り
た
い
人
は
こ
相
談
く
だ
さ
い

農
地
を
貸
し
た
い
人

県
で
は
、
血
友
病
以
外
の
病
気
の

治
療
で
非
加
熟
血
液
凝
固
因
子
製
剤

の
投
与
を
受
け
た
か
も
知
れ
な
い
と

思
わ
れ
る
か
た
に
、
な
る
べ
く
早
く

H
I
V

抗
体
検
査
を
受
け
て
も
ら
う

よ
う
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

(
H
I
V
…
…
エ
イ
ズ

一
の
原
因
と
な
る
ウ
ィ
レ

ス
）
J
の

厚
戸
口
謬
:
H
I
[査

感
染
さ
れ
た
か
た
負
検

t
X□[
』
~
い
[
口
体

の
防
止
を
図
る
た
め
、
g

m
ヽ
ノ

投
与
状
況
の
追
跡
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
が
最
因
ス

初
の
感
染
例
か
ら
1
0年
原
ル

以
上
た
っ
て
か
ら
の
調
の

5

査
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ズ
る

ィ
な

エ
と

投
与
を
受
け
た
患
者
が

確
認
で
き
な
い
ケ
ー
ス
（

が
あ
り
ま
し
た

o
v

そ
こ
で
、
調
査
対
象

と
な
っ
た
医
療
機
関
名
ー

を
公
表
す
る
と
と
も
に
、

H

公
表
さ
れ
て
い
な
い
医

療
機
関
を
含
め
て
過
去

に
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
入
院
治

療
を
受
け
た
か
た
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
保

健
所
に
相
談
し
H
I
V

抗
体
検
査
を

受
け
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

1

投
与
の
可
能
性
の
あ
る
時
期

か
ら

昭
和
5
3年

(
1
9
7
8
年
）

昭
和
6
3年

(
1
9
8
8
年
）

2

非
加
熱
製
剤
を
投
与
さ
れ
だ
可
能

性
の
あ
る
疾
病

次
の
よ
う
な
病
気
で
入
院
治
療
を

受
け
た
こ
と
の
あ
る
人

◎
新
生
児
出
血
症
（
新

生
児
メ
レ
ナ
、
ビ
タ

す
ミ
ン
K
欠
乏
症
等
）

の
病
気
で
「
血
が
止

ま
ま
り
に
く
い
」
と
の

指
摘
を
受
け
た
人

し
◎
肝
硬
変
や
劇
症
肝
炎

で
入
院
し
、
出
血
の

著
し
か
っ
た
人

め
◎
食
道
静
脈
疱
の
破
裂

消
化
器
系
疾
患
に
よ

勧
り
大
量
の
吐
下
血
の

あ
っ
た
人

ぁ
◎
大
量
に
出
血
す
る
よ

う
な
手
術
を
受
け
た

を
人
（
出
産
時
の
大
量

出
血
も
含
む
）

診
』
[
‘
公
□
□い

受
汀
の
H
I
V
[
f
t
い

ー
査
は
無
料
匿
名
で
受
け

ら
れ
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

0
自
分
の
か
か
っ
て
い
た
医
療
機
関

〇
館
林
保
健
所
6
⑰
3
2
3
0

0
県
保
健
予
防
課
（
直
通
エ
イ
ズ
l
l
O

番
）
6
0
2
7
2
闘
5
6
5
7

(9) 平成 8 年11 月 10 日（日）



ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

し
た
南
大
島
の
川
合
達
夫
さ
ん
（
日
体

大
助
手
）
は
、
1
0
月
に
開
か
れ
た
第
5
1

回
国
民
体
育
大
会
（
ひ
ろ
し
ま
国
体
）

秋
季
大
会
の
レ
ス
リ
ン
グ
・
成
年
フ
リ

ー
ス
タ
イ
ル

1
0
0
キ
ロ
級
で
3
連
覇
を
達
成

し
ま
し
た
。 -

l汀ロ
ー
）

3
連
覇

ひ
ろ
し
ま
秋
季
国
体

川
合
達
夫
選
手

川合達夫さん
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第
7
回
村
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ル
フ
大
会

優
勝
島
田
彦
一

か
ん
ぼ
健
康
増
進
推
進
事
業

ヽ
，
ヽ

◇
期
日
1
2
月

8
日
旧

◇
会
場
社
会
体
育
館

◇
対
象
村
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の

人
〔
小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
・

一
般
（
高
校
生
を
含
む
）
の
部
〕

◇
申
し
込
み
1
1
月
2
4
日
⑪
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
1
2
月
1
4
日
出
午
前
9
時
3
0
分
ー

1
1
時
3
0
分

◇
会
場
ふ
る
さ
と
の
広
場
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場

◇
講
師
体
育
指
導
委
員

◇
対
象
者
小
学
生
以
上

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み
当
日
午
前
9
時
か
ら
社

会
体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

パ
—
ク
コ
ル
フ
講
習
会

第
3
7回
村
民
卓
球
大
会

ヽ

• ̀.,.9:,.,.,,.,’;,· 、?.’'..心．

t益、.......:.~-'-'-'一心←
優勝した「大輪 A 」

第

5

回
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
ベ
タ
ン
ク
大
会

優勝した島田彦ーさん

（
敬
称
略
）

千
津
井
ク
ラ
ブ

村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
旗
争
奪
リ
ー

グ
戦
が
4
月
2
5日
か
ら
9
月
1
2
日
ま
で

の
夜
間
、
小
・
中
学
校
校
庭
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
8
チ
ー
ム
が
熱
戦
を

展
開
し
た
結
果
、
成
績
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

優
勝 第

1
2
回
村

ボ
ル
協

争
リ
奪

グ会
ソ

フ

戦旗ト

優
勝
大
輪
A

準
優
勝
上
江
黒
A

三
位
新
里
A

準
優
勝
篠
木
俊
子

三
位
寺
島
サ
ッ

四
位
岩
崎
三
枝
子

五
位
江
森
政
美

六
位
折
原
昭
三
郎

◇
A
ブ
ロ
ツ
ワ

優
勝
役
場
職
員
ク
ラ
ブ

準
優
勝
江
東
リ
タ
ー
ン
ズ

◇
B

ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
ひ
ま
わ
り

B

準
優
勝
こ
す
も
す

優勝した「役場職員クラブ、ひまわり B 」

第
1

回
村
民

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優勝した「明和クラブ」

優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

準
優
勝
キ
ャ
ッ
ツ
愛

第
2
6
回

秋
季
バ
レ
—
ボ
—
ル
大
会

優勝した「千津井クラブ」

準
優
勝
大
明
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

三
位
新
里
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

平成 8 年11 月 10 日（日） (10) 



庚
申
ま
つ
り
は
今
で
も
村
内
各
所
で

行
わ
れ
て
い
る
信
仰
で
、
こ
れ
は
一
定

の
日
に
決
め
ら
れ
た
場
所
に
集
ま
り
、

夜
ど
お
し
そ
こ
に
こ
も
っ
て
身
を
清
め
、

ひ
ま
ち

日
の
出
を
拝
む
日
待
信
仰
の
―
つ
で
、

遠
く
平
安
時
代
に
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た

さ
ん
し

道
教
の
三
戸
説
か
ら
起
り
、
江
戸
時
代

に
入
っ
て
か
ら
庶
民
の
信
仰
と
し
て
盛

ん
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
戸
説
で
は
人
の
体
内
に
は
、
三
戸

す

と
い
う
三
匹
の
虫
が
棲
ん
で
い
て
、
庚

申
（
か
の
え
さ
る
）
の
日
の
夜
、
人
の

眠
っ
た
隙
に
抜
け
出
し
天
に
昇
り
、
天

の
神
に
そ
の
人
の
悪
事
を
告
げ
口
す
る

た
め
に
命
が
縮
め
ら
れ
る
と
言
わ
れ
、

庚
申
信
仰
は
そ
れ
を
さ
せ
な
い
た
め
に

徹
夜
す
る
と
い
う
も
の
で
、
地
域
村
落

No.15 

［楽しぎかな庚申まつり］

青面金剛塔

（干津井三島神社境内）

内
の
気
の
合
っ
た
者
や
縁
故
者
に
よ
っ

て
そ
の
講
（
組
）
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

現
在
村
内
に
見
受
け
ら
れ
る
庚
申
塔

は
青
面
金
剛
塔
（
像
塔
、
文
字
塔
）
と

庚
申
文
字
苔
に
大
別
さ
れ
ま
す
が
、
ほ

さ
る
た
叫3
み
こ
と
ひ

か
に
猿
田
彦
命
碑
も
庚
申
塔
と
し
て
立

て
ら
れ
た
も
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

青
面
金
剛
像
苔
は
本
尊
の
青
面
金
剛
像

を
中
心
に
、
加
如
‘
コ
即
‘
『
一
即
が
刻

ま
れ
て
い
る
の
が
一
般
的
の
よ
う
で
す
。

本
村
に
お
け
る
庚
申
塔
は
、
寛
文
十

ぞ
う
り
ゅ
う

二
年
（
一
六
七
二
）
造
立
の
青
面
金
剛

像
塔
を
は
じ
め
、
そ
の
数
は
九
十
二
基

に
及
び
、
こ
れ
は
村
落
共
同
造
立
物
の

約
三
分
の
一
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

ま
ち

庚
申
待
（
ま
つ
り
）
の
一
般
的
な
形

は
、
宿
は
持
ち
回
り
で
庚
申
の
日
に
宿

に
当
っ
た
家
に
集
ま
り
、
庚
申
の
掛
軸

を
掛
け
て
ま
つ
り
、
互
い
に
飲
み
食
い
、

雑
談
な
ど
し
な
が
ら
徹
夜
す
る
も
の
で
、

古
く
か
ら
親
睦
、
社
交
の
場
と
な
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。
最
近
で
は
秋
の
収
穫

の
済
ん
だ
後
の
お
も
に
日
曜
日
（
必
ず

し
も
庚
申
の
日
に
限
ら
ず
）
を
当
て
、

当
日
は
宿
の
家
に
集
ま
っ
て
ま
つ
り
を

済
ま
せ
た
後
、
近
く
の
料
理
屋
に
移
動

し
て
宴
会
を
す
る
と
い
う
組
、
ま
た
宿

の
持
ち
回
り
は
変
ら
ず
、
た
だ
し
当
番

に
当
っ
た
家
だ
け
で
ま
つ
り
を
し
て
次

の
番
の
家
へ
申
し
送
り
を
す
る
と
い
う

簡
略
化
し
た
組
も
あ
る
そ
う
で
す
。
な

お
庚
申
ま
つ
り
の
夜
地
震
が
あ
る
と
、

そ
の
夜
の
ま
つ
り
は
御
破
算
、
そ
の
時

の
宿
に
当
っ
た
家
は
後
日
改
め
て
宿
の

や
り
直
し
と
い
う
習
わ
し
が
あ
り
、
負

担
が
大
き
く
大
変
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ

を
免
れ
る
た
め
に
地
震
が
来
な
い
う
ち

に
と
早
々
と
庚
申
の
掛
軸
を
外
し
て
、

ま
つ
り
を
終
り
（
た
だ
し
宴
会
は
続
行
）

と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
か
。
い
ず
れ

に
し
て
も
楽
し
い
庚
申
講
、
あ
の
怖
い

顔
の
青
面
金
剛
も
内
心
で
は
苦
笑
い
さ

れ
て
お
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員
記
）

] 館林邑楽地区 館 林 地 区 ※◎ 畠
千代田 赤文l 人板倉地区 更科日

休 産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
明和地区 にのは

なにみ 昇
る限.___,,

白沢医院 大神医院 横田（善）医院 小曽根医院 館林地区と 竹越医院 場乙が口 吾ロ療り̂  ク 厚
生

11 月 17 日
合 (72) 1600 ff(62)2200 病fl (72) 4970 fl'(72) 7707 同じです。 合 (84)3137 あ時 院

日 り間 r 

まは 合

大石医院 真中医院 >:
(72) 

11 月 23 日 3 
合 (74)2362 合 (72) 1630 で‘| | 

当 冒 9 4 

゜しで ‘--ノ

土井クリニック 川田医院 安楽岡医院 礫川堂医院 館林地区と 館林地区と てで が
II 月 24 日 かす゚ 担

合（72)8841 合 (72)3724 合（72)0572 合 (74)0184 同じです。 同じです。 ら 当

番 呑ロ乎ノ し
ま

し す
浜野病院 川村医院 堀越医院 永寿堂医院 館林地区と 館林地区と て ゜12 月 1 日
合 (88)5678 ff (72) 1337 合 (73)4151 ff(72)4469 

< ^ 内同じです。 同じです。 だ 科

医
さ
し‘ 孔根岸医院 川田（耳）医院 ゜増田医院 海宝病院 館林地区と 小西医院

12 月 8 日
合 (72)3262 合（72)3314 合（72) 1387 ff (74) 駆0811 合 (86)22.61 喜同じです。

(I I) 平成 8 年11 月 10 日（日）



親子で木エ・しめ縄

づくりを体験しませんか

［館林財務事務所 合(72)4461 -
館林財務事務所では、第12回県民

の日記念事業として、「親子の木エ・

しめ縄づくり体験広場」を開催しま

す。親子で参加してはいかがですか。

◇巳時 11 月 17 日（日）午前10時～午後

3 時

◇会場館林市文化会館広場（旧市

営プールわき広場）

◇参加料無料

◇木エコーナー本立て、状差し、

浴室用腰掛け、小鳥の巣箱づくり

◇しめ縄づくりコーナー しめ縄づ

くり

◇その他先着300名のかたに、記念

品として「ゆうまちゃん」または

「ぐんまちゃん」のぬいぐるみを差

し上げます。

あの感動をもう一度！

「眠る男」地域上映

］館林財務事務所 合(72)4461 こ
館林財務事務所では、県人口200万

人記念映画「眠る男」の作品がモン

トリオール世界映画祭で審査員特別

大賞を受賞したことを記念し、地域

上映を行います。

◇日時 12月 4 日（水）

・受賞記念てい談…午後 5 時30分～

・映画上映…午後 6 時30分～

◇場所館林市三の丸芸術ホール

◇鑑賞料 500円

◇鑑賞券館林市教育委員会文化振

興課、三の丸芸術ホール窓口また

は館林財務事務所でお求めくださ

しヽ。

ユニセフに寄附

ボーイ・ガールスカウト

村民体育祭時に募金活動を行

ったボーイスカウト明和第 1 団

では13,250円、ガールスカウト

群馬第77団では13,614円の浄財

をそれぞれ集め、闘日本ユニセ

フ協会に寄附されました。ご協

力ありがとうございました。

町制施行等のアンケート

調査にご協力ください

］役場企画課 合(84)3111
本村は近年、交通網が整備された

ことにより住宅開発が進み、人口の

増加や都市化の進行など急速に変容

し、町となるべき要件を満たすよう

になりました。また、住民の皆様か
らも町制への移行を求める要望が高

まりつつあるようです。

そこで、町制施行などについて、

住民の皆様の意向を把握し、今後の

検討資料とするため、次のとおりア

ンケート調査を実施することになり

ましたので、ご協力くださるようお

願いいたします。

◇対象者 11 月 1 日現在村内に居住

する 20歳以上のかた全員

◇調査用紙配布日 11 月 20 日（水）頃

◇返送期限 12 月 10 日（灼

「わが家の家計簿•生活

設計」体験談の募集

群馬県貯蓄推進委員会

合0272(23)1111

◇内容家計簿をつけた体験あるい

は生活設計をたてた経験。

◇原稿 B4 判400字詰め原稿用紙 5

枚以内で未発表のもの

◇添付書類 家計簿体験談には支出

内訳表、生活設計体験談には生活

設計表

◇募集期間 12月 1 日（日）～ 2 月 28 日（金）

◇申し込み氏名、住所、郵便番号、

電話番号、職業、年齢、家族構成、

家計簿記帳年数を記入のうえ、群

馬県貯蓄推進委員会 〒371 前橋

市大手町1-1-1 県庁県民生活課

内へ

マーク

ご存知です

ノ I Iゞ｀上＼ヽ‘’^、’ノト 7, ン—-‘ 9 -I‘‘‘ ‘ふ?',_,, I ーベr

：／一村媛無料却いi墓
◇日時＝ 12 月 10 日（火）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝福島弁護士

◇受付＝ 12月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

'じ／；：乃厨＾口＼直；：籠：｀｀:....-A 、ヒ 、 A1,Iレー「/-4、ーく、ノーよ，均i（ピー＼マ召込人

◇日時＝ 12 月 12 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 7年12 月、 8年5 月、 8月生

；ー；：｀｀ー康耐□祗ど鵞19 、 ‘ーノヘャ·, 4 i ̂  l., ¥,9 さ＾ ：ヤ． ）ーA. I J／ぶ▼

◇日時＝ 12月 3 日（火）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター
＼・ー ・. --::、{,;--ニ、ーベ ヘプ，ーン（.-1 ,7,';- ゾ—\ ` "ヽ’‘-(_:,1)'

入権ク；行政疇芦ど祖甑］八4）迄·）べ）ぐさ＇，卜‘ー（＼ーミベ A)9べさ（，:--~-:、一（、、ヘ

◇日時＝ 12月 16 日（月）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

反譴：ー：：書紋韮鵞}‘‘`- 7 

ぷ，＇L 合＼つりl -‘ぶ凸f八 1.L.—八ー了， L 、炉‘-'99`: 

◇日時＝ 12月 19 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

五j_》`＼□禰□巖“;、1
ヽ＿＼ヽ→づ、 9),L --r子べ>-‘‘‘ー人、，） —; ~人 1 ヽ、て

閲群馬県環境衛生営業指導セン ◇日 時＝ 12 月 19 日（木）
ター 合0272(24)1809 午前10時～午後 3 時

標準営業約款は、理 ◇場所＝館林市役所

冒ロロー内｀’~ I J~［：~：〖：＞：：ご：：：ー競：ム：
◇納期限＝ 12月 2 日（月）

・施設や設備の内容 ◇国民年金保険料、水道料金
・事故が発生した場合の賠償内容に ◇納期限＝ 11 月 29 日（伶
ついて正しく表示するものです。

平成 8 年11 月 10 日（日） (12) 



私のまち写真コンテスト・

まちづくり標語懸賞募集

役場都市開発課

合(84)3111

毎年 6 月に開催される「まちづく

り月間運動」の一環として、まちづ

くり月間実行委員会の主催のもとに

写真および標語を募集します。優秀

作品には賞状と記念品が贈られます。

◎私のまち写真コンテスト
◇サイズ 白黒、カラープリントで

キャビネ判以上から四つ切りまで

◇テーマ まちづくりに取り組む人々

の活動、まちづくりによって生ま

れ変わったまちの表情、まちを舞

台とした人々の生活・活動

◇応募上の注意作品の裏には、題

名、撮影場所（国内に限る）、撮影

年月日、作品の意図、氏名、年齢、

性別、住所、電話番号、職業（学

生の場合は、学校名、学年）を必

ず明記してください。

◇送り先 〒113 東京都文京区本郷

2 丁目 15番13号 （初日本交通計画

協会内「私のまち写真コンテスト」

事務局

◇廊募締切平成 9 年 1 月 31 日（鉗

◎まちづくり標語懸賞

◇テーマ魅力あるまちづくりをす

すめ、愛着と誇りのもてるわがま

ちをつくっていくための合言葉

◇応募上の注意ハガキ 1 枚につき

作品は 1 点限りとし、住所、電話

番号、氏名、年齢、性別、職業（学

生の場合は、学校・学年）応募部

門を明記してください。

◇送り先 〒102 東京都千代田区紀

尾井町 3 -32 闘都市計画協会内

まちづくり月間実行委員会標語募

集係

◇応募締切 12月 31 日因

◎応募されるかたは、県庁都市計画

課合0272(23) 1111 または役場都市

開発課までお問い合わせください。

冬
参
空のつ
加者

県立東毛少年自然の家

合0277(78)5666

◇期日 1 月 11 日（士）～ 12 日（日） 1泊2 日

◇会場 県立東毛少年自然の家

◇対象および募集人員 小学 3 年生
から 6 年生 80人

◇内容星座・星雲についての話・

星の観察・野外炊事など

◇費用 2,600円（食事 3 食分・傷害

保険代等）

◇申し込み 12月 1 日（日）～ 27 日（釦ま

でに県立東毛少年自然の家へ電話

またはファックスで申し込みくだ

さい。定員になり次第締め切りま

す。 FAX0277 (78) 7322 

知
最

つ ますか

賃金

群馬労働基準局

合0272(3 1) 4516

群馬県最低賃金が、 10 月 1 日から

改正されました。

0 1 日 4,830円

0 1 時間 606円

事業主の皆さん、労働者の皆さん、

もう一度最低賃金をよく確かめてく

ださい。

年末調整等説明会

館林税務署

合(72)4373

源泉所得税の年末調整等説明会が

開かれます。

◇日時 11 月 19 日（灼午前10時～

◇会場 中央公民館視聴覚室

源泉徴収義務者は必ず出席してく

ださい。

平
保

成 9 年

育圏児募

度
集

l 役場福祉課 合(84)4926
◇募集期間 11 月 11 日（月）～ 30 日（士）

◇募集人員東保育園60人、中央保

育園90人、西保育園60人

◇保育時間午前 8 時30分～午後 4

時（母親の勤務等により延長を希

望する場合は、午前 7 時50分から

午後 5 時30分まで）

◇対象児就学前の児童

◇入園資格村内の住民で、母親が

働いていたり、病気などで児童の

保育に当たれる人がなく、家庭で

保育に欠けると認められる世帯の
1日立
ノし旦旦

◇申し込み福祉課（老人福祉セン

ター内）へ

国内体験航洒 B&G

少年の船参加者募集

明和海洋センター

合(84)5511 

体験航海と寄港地沖縄での海洋性

スポーツ等の研修を通じ、規律正し

い団体生活の下に、協調と連帯の精

神を培い、友情を深め、豊かな人間

性を養うことなどを目的に実施され

ます。

◇実施期間 3 月 26 日（水）から 4 月 1

日伏）までの 6 泊 7 日

◇寄港先沖縄

◇参加対象小学校 5 • 6 年生およ

び中学生の男女（ただし、平成 9

年度の新 5 年生可）
せん

◇募集人数 明和村での推薦人数は

1 人です。（全体で450人）

◇参加費 1 人68,000円

◇使用船舶 新さくら丸 (19,811 トン）

◇申し込み 12 月 10 日（火）までに明和

海洋センターへ

今
年
も
1
1月
9

日
か
ら
1
5
日
ま
で
、

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
こ
れ
か
ら
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
、
国
民
一
人

ひ
と
り
の
防
火
意
識
を
向
上
さ
せ
、
火

災
に
よ
る
死
傷
事
故
や
財
産
の
消
失
を

防
ご
う
と
す
る
も
の
で
す
。

「
便
利
さ
に
慣
れ
て
忘
れ
る
火

の
こ
わ
さ
」

こ
れ
を
機
会
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
自
分
の
と
こ
ろ
か
ら
火
事
を
出
さ

な
い
よ
う
、
次
の
点
に
注
意
し
火
災
予

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◇
「
火
の
用
心
」
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
。

②
寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

を
し
な
い
。

③
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場

を
離
れ
な
い
。

④
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な

¥

o

 

し

⑤
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

で
遊
ば
せ
な
い
。

⑤
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ
足

配
線
は
し
な
い
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
‘
燃
え
や
す
い
も
の

を
近
づ
け
な
い
。

協予秋

力防の

く運全

だ動国

さに火

し9 こ 災

(13) 平成 8 年11 月 10 日（日） 地域くるみで初期消火1こ協力を！ 粉末消火器を無償貸与します。



文化祭

コ
ミ
ア
レ
悌

揚
寸
季1

な か
田島ソフト愛好会

代表新井勝美

ま⑤

こ

墓
近
き
径
に
群
れ
咲
く
よ
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

っ
ち地

の
血
汐
の
噴
き
出
て
し
ご
と

江
森

ほ
ろ
ぎ
短
歌

政
美

自
転
車
を
押
し
つ
つ
版
を
上
り
下
り

稲
穂
の
は
び
く
畔
道
に
出
づ

瀕
下

一
江

会

富
士
山
頂
に
ご
来
光
見
む
と
人
の
列

わ
か
来
し
道
を
追
い
登
り
来
る立岡

正
夫

タ
オ
ル
を
首
に
暗
き
嘴
段
軋

a

せ
て

峡
の
湯
窟
の
風
呂
に
下
り
ゆ
く柿沼

a

っ

私
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
始
め

た
の
は
東
小
学
校
の
P
T
A

球

技
大
会
か
ら
で
し
た
。
長
男
が

小
学
一
年
生
の
時
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
も
う
あ
れ
か
ら
十
五
、

六
年
の
月
日
が
流
れ
、
明
和
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
歴
史
を
感
じ

ま
す
。
私
が
田
島
ソ
フ
ト
に
入

部
し
た
頃
は
、
ど
の
地
区
に
も

二
、
三
チ
ー
ム
で
き
る
く
ら
い

部
員
が
い
て
、
最
高
に
燃
え
て

い
た
時
期
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん

田
島
ソ
フ
ト
の
部
員
も
二
、
三

チ
ー
ム
で
き
る
く
ら
い
お
り
、

勝
っ
た
り
負
け
た
り
い
ろ
い
ろ

な
事
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は

十
三
名
の
部
員
で
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
ス
ポ
ー
ツ

の
多
様
化
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

に
入
部
す
る
人
が
少
な
い
と
聞

き
ま
す
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通

じ
て
地
域
と
交
流
し
、
仲
間
も

た
く
さ
ん
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

田
島
ソ
フ
ト
で
は
、
中
年
若

年
関
係
な
く
、
部
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
是
非
と
も
入
部
を

お
願
い
し
ま
す
。

憂
き
こ
と
は
す
べ
て
忘
れ
て
眠
ら
む
と

バ
ラ
の
花
柏
の
毛
布
に
変
え
ぬ

奈
良
思
き
く
の

,.9••• 名やや今今• 4,·r 今•今ペ・ペ今今：今今今や今令今←必柘今今・チ今→今今→へ→や•今：式にが炉••••とヽ

:i 村の人口と世帯 10月の救急車出動回数 : 
11 月 1 日現在

む；←

ぞ← 世帯数 3 I 19 2戸 ●交通事故 6 件ぺ：
む； 人口総数 l l,456人 :> : 男 5,781 人・女 5,_675人 ; ●急病 13 件<}

,{, (10 月中の動き） •その他 2 件 ｷ} 

ぐ 出生 6人・死亡 4人 •} 

土： 転入 29人・転出 35人
●計 21 件→？

丘ュ；～ •~ ＋岱や～や·心. ·~，炉士，や士～士...:;=ｷ-.t= ·~；；ょ心·，やや：ゃーペゃヤヤや：ぺ；ぶ士ょや～士ギ→ギ心、やや：士→—→:;,ゃ，ぷi

来
お
く
や
み
米

氏
名
年
齢
世
帯
主

梁
瀬
い
と

8
8
朝
一

梁
瀬
朝
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8
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忠
興

久
保
庭
と
も
9
3

武

小
田
木
ス
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裕
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1
0
月
に
親
子
ウ
ォ
ー
ク
「
利
根
川
を
歩
こ
う
」

の
取
材
中
、
赤
岩
の
渡
し
船
に
乗
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
利
根
大
堰
上
流
の
た
め
、
川
岸
ま

で
一
面
に
水
を
た
た
え
た
川
の
中
央
か
ら
の
眺

め
は
、
と
て
も
雄
大
で
し
た
。
何
事
も
視
点
を

変
え
て
み
る
と
、
新
た
な
発
見
に
つ
な
が
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
®

み
な
さ
ん
は
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
を
ご
存
じ

で
す
か
。
1
1
月
号
で
ご
紹
介
し
よ
う
と
思
っ
た

の
で
す
が
、
紙
面
の
都
合
で
ボ
ツ
に
な
り
ま
し

た
。
広
報
同
様
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
が
な
く
て

は
、
自
主
番
組
は
で
き
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
ぜ
ひ
答
え
て
く
だ
さ
い
ネ
I

．
お
願
い
し
ま

す
。
©
紅
葉
の
時
季
も
終
わ
り
、
本
格
的
に
冬
が
や

っ
て
き
ま
す
ね
。
こ
の
時
季
は
や
は
り
、
こ
た

つ
に
み
か
ん
で
ぬ
く
ぬ
く
と
過
ご
し
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
そ
う
も
い
か
な
い
よ
う
で
す
。
年

末
が
近
づ
く
と
、
広
報
も
オ
フ
ト
ー
ク
（
放
送
）

も
忙
し
く
な
り
『
ぬ
く
ぬ
く
』
と
過
ご
す
の
は

ち
ょ
っ
と
無
理
か
な
。
⑭

柴
田
本
澤 薯

あ
め
で
だ
羮

氏
父
母
名
性
別延行

昌
子

信美
奈
子

金
雄
敦
子

英
昭
香
誉
子

博
幸
春
江

利
之
幸
子

男 男

堀 奥
澤

飯
島

清
水

喜：澪；尉扉：塁：、・麗3 名

男 女

矢

男

新

女

新新斗斗地蔽 中梅南

里里畠畠区嘉谷原点島里口区
% % % % ]喜一 % % % % % ％閥

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

江 j:也 （
敬
称
略
）

平成 8 年11 月 10 日（日） (14) 
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に
＿
＿
―
ぶ

1
―
フ

の
一
環
と
し
て
、
パ
ン
ジ
ー
の
苗
を
先

着
2
0
0
名
の
か
た
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
ほ

か
、
笠
地
蔵
な
ど
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

上
映
会
や
ベ
ビ
ー
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

祭
り
に
彩
り
を
添
え
る
菊
花
展
も
並

行
し
て
開
か
れ
、
丹
精
し
て
育
て
ら
れ

た
美
し
く
咲
き
誇
る
花
が
、
訪
れ
た
人

た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

3
日
に
は
、
健
康
ま
つ
り
が
保
健
セ

）
ン
タ
ー
で
、
商
工
祭
が
同
館
駐
車
場
で

りつ
開
か
れ
、
来
場
者
は
健
康
・
歯
科
相
談
、

体
力
測
定
、
E
M
菌
の
配
布
、
バ
ザ
ー

ま康健
模
擬
店
、
特
産
品
の
販
売
、
ペ
ッ
ト
ボ

／
．
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
製
作
な
ど
多
彩
な
催
し

.
5を
楽
し
み
ま
し
た
。
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／
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明
和
村
文
化
祭
が
1
1
月
2
日
か
ら
4
舞
、
カ
ラ
オ
ケ
、
八
木
節
、
和
太
鼓
な
一

日
ま
で
の
3
日
間
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
ど
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
が
披
露
さ
れ
：
じ
く
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児
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の
絵

て
楽
い



文
化
祭
と
並
行
し
て
開
ガ
れ
、
訪
れ
だ

人
だ
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
だ
菊
花
展
の
表
老
人
ク
ラ
ブ
の
部

彰
式
が
1
1月
4
日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化

｀
5
[口
：
と
あ
り
で
す
。
◎
大
輪
の
部
出
品
者

8
8人
鉢
数
祀
点
ん
'
5
宮
｀
ロ
ロ
ロ
[
-
"
)
レ
ジ
、
ノ
、
”
[

（
敬
称
略
）
翰
蟷
吉
永
年
雄
芦

9
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▲
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•

グ
＇
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文
化
協
会
園
芸
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の
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最
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関
本
評
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、
吉
永
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三
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関
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政
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、
新
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二
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岡
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菊
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塁
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ノ4

健康食を考案する推進員

公
平
委
員
会
制
度
四
十
五
周
年

記
念
自
治
大
臣
表
彰
が
十
月
三
十

日
、
九
段
会
館
で
行
わ
れ
、
村
公

平
成
八
年
度
全
国
食
生
活
改
善
大
会

が
、
十
一
月
七
日
香
川
県
で
行
わ
れ
、

村
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
（
会
長

横
塚
純
江
さ
ん
）
が
厚
生
大
臣
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
は
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
社
会

の
組
織
活
動
に
よ
っ
て
、
栄
養
お
よ
び

食
生
活
の
改
善
を
行
い
、
地
域
住
民
の

厚
生
大
臣
表
彰
に

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

、f ` 

蓮見正吉さん

平
委
員
会
委
員
長
の
蓮
見
正
吉
さ
ん
（
南

大
島
）
が
自
治
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

蓮
見
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
一
年
五
月

か
ら
現
在
ま
で
十
年
も
の
永
き
に
わ
た

り
、
公
平
委
員
会
委
員
と
し
て
公
正
な

人
事
行
政
の
確
立
に
尽
力
さ
れ
、
地
方

公
共
団
体
の
行
政
の
民
主
的
か
つ
能
率

的
な
運
営
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
高
く

評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し

こ
。t
 

自
治
大
臣
表
彰
に

蓮
見
正
さ
ん

吉

ご

ざ
い
ま
す

受
賞
お
め
で
と
う

石田真由美さん (3年）

「
あ
な
た
の
税
で
自
然
と
文
化
が
生

き
る
街
」

小牧良充君(3年）

「
税
金
で

確
か
な
福
祉
」

税
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
関

東
信
越
国
税
局
主
催
で
行
わ
れ
た
税
に

関
す
る
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
（
中
学
生
対

象
）
で
、
本
村
か
ら
次
の
四
人
の
か
た

が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

館
林
税
務
署
長
賞

生
き
る
喜
び

館
林
財
務
事
務
所
長
賞

税
に
関
す
る

標
語
コ
ン
ク
ー
ル

明
る
い
健
康
的
な
生
活
習
慣
の
実
現
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

優
良
団
員
ら
を
表
彰

消
火
・
防
火
活
動
に
貢
献 斎藤晴美さん (l 年）

大野西唐薗小
津本郡沢部林 館

林
地
区
消
防
組
合

消
防
団
長
表
彰

南
大
島
婦
人
消
防
隊
（
隊
長

キ
子
）

新
里
婦
人
消
防
隊
（
隊
長

子
）

角
田
せ
つ

森
尻
卜

「
消
費
税

祉
」

豊
か
な
福

明
和
消
防
団
副
団
長

島
田
高
志
（
南
大
島
）
団
員
歴

1
0年

租
税
教
育
推
進

協
議
会
長
賞

機村昌代さん (3年）

館
林
地
区
消
防
組
合

管
理
者
表
彰

明
和
消
防
団
団
長

関
口
章
夫
（
江
口
）
団
員
歴
1
5
年

「
税
金
の
し
く
み
を
理
解
し

正
し
く
納
め
て

平
成
八
年
館
林
地
区
消
防
組
合
消
防

隊
秋
季
点
検
が
十
一
月
十
日
、
明
和
中

学
校
校
庭
で
行
わ
れ
、
そ
の
席
上
で
本

村
か
ら
次
の
か
た
が
た
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
（
敬
称
略
）

〔
優
良
団
体
表
彰
〕

〔
優
良
団
員
表
彰
〕

功
一
（
田
島
）
団
員
歴
6

年

哲
也
（
上
江
黒
）
団
員
歴
8
年

浩
一
（
南
大
島
）
団
員
歴
6
年

孝
夫
（
中
谷
）
団
員
歴
6

年

哲
男
（
大
輪
）
団
員
歴
4
年

信
裕
（
矢
島
）
団
員
歴
8
年

明
和
村
長

協
力
を
」

賞

〔
精
勤
章
表
彰
〕

〔l氷
年
勤
続
功
労
章
表
彰
〕

群
馬
県

消
防
協
会
長
表
彰

平成 8 年12 月 10 日（灼 (4) 



堀口茉希さん

群
馬
県
民
の
日
記
念
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
の
入
賞
者
が
1
0
月
2
3
日
に

発
表
さ
れ
、
中
学
校
書
写
の
部
で

本
村
の
堀
口
茉
希
さ
ん

(
1年
）
が
最

高
賞
の
「
知
事
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

県
民
の
日
の
普
及
と
郷
土
に
対
す
る

関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
内

の
中
学
校
お
よ
び
特
殊
教
育
諸
学
校
（
中

学
部
）
の
生
徒
か
ら
作
文
、
書
写
（
毛

筆
）
、
ポ
ス
タ
ー
の
作
品
を
募
集
。

受
賞
作
品
は
、
題
材
の
中
か
ら
「
相

互
理
解
」
の
文
字
を
選
び
、
夏
休
み
の

宿
題
と
し
て
提
出
し
た
結
果
、
知
事
賞

に
輝
い
た
も
の
で
す
。

知
事
賞
に
堀
口
茉
希
さ
ん

県
民
の
日
記
念
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

（
西
小
3
)

平
成
8
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
村
審
査

を
パ
ス
し
た
2
0
点
が
県
審
査
に
臨

み
、
9
月

2
7
日
の
県
審
査
で
、
こ

の
ほ
ど
入
賞
者
が
発
表
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

応
募
総
数
は
県
内
で
、
小
・
中

•
高
校
の
部
を
合
わ
せ
て
1
3
,

6
2
2
点
で
し
た
。
本
村
の
入
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

◎
小
学
校
の
部

優
秀
▽
植
田
馨

植田 馨君

優
秀

歳末たすけあい運動

12 月 1 日～31 日

地域でささえあう

あったかじお正月

皆さんのご協力を

あ願いいだします。

みんなの
二l
r--.1 

: ` ら

佳
作
▽
駒
宮
秀
憲
（
西
小

1
)
▽
白
間

大
陸
（
西
小
1
)
▽
本
澤
美
幸
（
西

賞
に
植
田
馨
君

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

植田君の作品

小
4
)

入
選
▽
澤
浦
薫
（
西
小

1
)
▽
二
瓶

梢
（
西
小

1
)
▽
多
田
昌
代
（
東

小
4
)

◎
中
学
校
の
部

入
選
▽
田
邊
美
由
紀
（
中
2
)

農
業
経
営
改
善
計
画
の
認
定
書
交

付
式
が
1
0月
3
0
日
、
役
場
会
議
室
で

行
わ
れ
1
2
人
の
農
業
経
営
者
に
斎
藤

村
長
か
ら
認
定
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

こ
の
計
画
の
認
定
制
度
は
、
村
の

基
本
構
想
で
示
さ
れ
た
農
業
経
営
の

目
標
に
向
け
て
、
自
ら
の
創
意
工
夫

に
基
づ
き
農
業
経
営
の
改
善
を
計
画

的
に
進
め
よ
う
と
す
る
者
を
、
村
が

将
米
に
わ
た
る
農
業
経
営
の
担
い
手

と
し
て
認
定
し
、
農
業
経
営
者
に
対

し
て
、
関
係
機
関
が
農
地
利
用
や
資

金
、
税
制
な
ど
の
支
援
を
行
う
も
の

で
す
。

今
回
、
初
め
て
1
2
人
か
ら
認
定
申

請
が
あ
り
審
査
の
結
果
、
全
員
が
意

欲
の
あ
る
農
業
者
と
し
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
斎
藤
村
長
は
「
自
分
の
目

標
の
実
現
達
成
の
た
め
、
他
の
模
範

と
し
て
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
ま
た
、
館
林
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
1

次
長
、
村
議
会
議
長
な
ど
来

賓
の
か
た
か
ら
も
激
励
の
こ
と
ば
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

認
定
者
は
次
の
か
た
が
た
で
す
。

（
敬
称
略
）

▽
千
津
井
…
野
本
敏
夫
、
野
本
進
、

野
本
貴
義
、
横
塚
寛
▽
江
口
…
秋

山
茂
好
、
高
橋
慎
▽
南
大
島
…
島

田
明
、
小
池
清
▽
新
里
：
•
堀
口
武

徳
▽
梅
原
…
恩
田
勝
彦
、
黒
澤
泰

幸
▽
入
ヶ
谷
…
金
子
功

な
お
、
認
定
を
受
け
る
要
件
と
し

て
は
、
原
則
と
し
て
村
内
に
住
所
を

有
し
、
6
0
歳
未
満
で
経
営
改
善
の
意

志
が
あ
る
か
た
で
す
。
詳
し
く
は
、

役
場
経
済
課
闘
3
1
1
1
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

意
欲
あ
る
農

担
い
手

業
経
営
の

を
認

定

(5) 平成 8 年12 月 10 日（火）



冬の県民交通安全運動

◇運動期問

12月11 日（水）～31 日（火）

◇スローガン

マナーアップ・くんま

「あなだが主役 I 交通安全」

◇運動の重点

〇飲酒運転など無謀運転の追放

0 「止まって確かめる」運動の推進

0 シートベルト着用の徹底

交通ルールを守り、正しい交通マナー

を身につけ、交通事故をなくしましょう。

ゆ
と
り
を
も

忘
立
公
条
1
』
,
i
_

っ
た
運
転
と

安
全
最
優
先
の
歩
行
を

会
年
も
あ
と
わ
す
か
。
社
会
全
体
が
慌
だ
だ
し
く
動
く
年
末
は
車
や

人
の
流
れ
が
ふ
だ
ん
よ
り
多
く
、
交
通
事
故
も
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
平
成
七
年
の
全
国
の
月
別
交
通
事
故
死
者
数
を
み
る
と
、
十
ー
十

二
月
が
＿
力
月
当
り
干
人
を
超
え
て
お
り
、
特
に
十
二
月
は
＿
年
の
う

ち
で
最
も
多
い
干
七
十
四
人
で
し
だ
。
先
を
急
く
あ
ま
り
、
ド
ラ
イ
バ

ー
は
無
理
な
追
い
越
し
や
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
を
、
歩
行
者
は
信
号

無
視
や
無
理
な
横
断
を
し
が
ち
で
す
。
ゆ
と
り
を
も
つ
だ
運
転
と
安
全

最
優
先
の
歩
行
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

仕
事
の
関
係
な
ど
で
時
間
的
、
精
神

的
に
焦
り
が
あ
る
と
き
ほ
ど
事
故
は
発

生
し
や
す
い
も
の
。
ス
ピ
ー
ド
は
控
え

め
に
し
、
車
線
を
守
り
、
ま
た
車
間
距

離
も
十
分
に
と
っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

ゆ
と
り
が
な
い
と
き
は
、
逆
に
運
転
を

控
え
る
く
ら
い
の
心
構
え
で
い
ま
し
ょ

゜

、
つ

時
間
的
に
も
精
神
的

に
も
ゆ
と
り
の
あ
る

運
転
を
心
掛
け
る

ド
ラ
イ
バ
ー
の
注
意
点

横
断
歩
道
の
な
い
と
こ
ろ
で
の
飛
び

出
し
や
車
の
直
前
、
直
後
の
横
断
は
非

常
に
危
険
で
す
。
た
と
え
急
い
で
い
テ

も
、
安
全
を
最
優
先
し
ま
し
ょ
う
。

道
路
を
横
断
す
る
と
き
は

遠
回
り
で
も
必
す
横
断

歩
道
や
歩
道
橋
を
渡
る

歩
行
者
の
注
意
点

統
計
に
よ
る
と
、
乗
車
中
の
事
故
で

死
亡
し
た
人
の
う
ち
約
七
割
は
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
う
ち
の
約
四
割
の
人
が
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
し
め
て
い
れ
ば
助
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
も

ち
ろ
ん
、
車
に
乗
っ
た
全
員
が
正
し
く

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

年
末
は
ク
リ
ス
マ
ス
や
忘
年
会
な
ど

お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
「
少

し
の
お
酒
な
ら
大
丈
夫
」
と
考
え
る
こ

と
自
体
、
す
で
に
正
し
い
判
断
能
力
を

失
っ
て
い
る
証
拠
で
す
。

だ
と
え
少
量
で
も

あ
酒
を
飲
ん
だ
ら

絶
対
に
運
転
し
な
い

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

必
す
し
め
る

Q •=]一凸， • 酔
っ
ぱ
ら
っ
て
道
路
を
フ
ラ
フ
ラ
歩

く
こ
と
は
非
常
に
危
険
で
す
。
お
酒
を

飲
ん
で
外
出
す
る
場
合
は
特
に
、
車
の

動
き
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

あ
酒
を
飲
ん
で
い
て
も

道
路
を
歩
く
と
き
は

気
持
ち
を
引
き
締
め
て

横
断
中
で
も
安
全
を
確
か
め
な
が
ら

渡
り
ま
し
ょ
う
。

横
断
歩
道
を
渡
る

と
き
で
も
左
右
の

安
全
を
確
認
す
る

平成 8 年12 月 10 日（火） (6) 



青
少
年
に
有
害
な
図
書
や
低
俗
な
成

人
向
け
ビ
デ
オ
テ
ー
。
フ
な
ど
は
、
未
熟

な
子
ど
も
た
ち
に
悪
い
影
響
を
及
ほ
し
、

非
行
へ
と
走
ら
せ
る
大
き
な
原
因
に
な

っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
県
内
各
市
町
村
で
、
こ
れ
ら

の
有
害
図
書
、
成
人
向
け
ビ
デ
オ
テ
ー

フ
‘
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
員
カ
ー
ド

な
ど
の
自
動
販
売
機
が
、
相
次
い
で
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
地
の
提
供
者
は
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

の
自
動
販
売
機
を
設
置
す
る
も
の
と
思

有
害

業
者
と
契
約
さ
せ
ら
れ

い
こ
ま
さ
れ
、

て
い
ま
す
。

青
少
年
を
健
全
に
育
成
す
る
た
め
の

よ
り
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
は
、
地
域

住
民
が
自
ら
行
い
、
守
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

次
の
こ
と
に
つ
い
て
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
青
少
年
に
有
害
な
図
書
や
低
俗
な
成

人
向
け
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
自
動
販
売

機
に
は
、
土
地
を
貸
さ
な
い
、
提
供

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

土
地
を
貸
さ
な
い

図
書

. 

②
青
少
年
の
健
全
育
成
を
阻
害
す
る
恐

れ
の
あ
る
雑
誌
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な

ど
を
「
買
わ
な
い
•
読
ま
な
い
・
持

ち
込
ま
せ
な
い
・
見
な
い
・
見
せ
な

い
・
見
さ
せ
な
い
」
よ
う
に
し
ま
し

よ
、
つ
。

置
か
せ
な
い

な
ど
を
追
放
し
よ
う

上
江
黒
団
地

2

戸

村
で
は
、
村
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

◇
入
居
資
格
（
原
則
と
し
て
、
下
記
に

該
当
す
る
人
）

l
、
村
内
に
住
ん
で
い
る
か
勤
め
て

い
て
、
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

2
、
同
居
家
族
（
予
定
で
も
可
）
の

い
る
人

南
大
島
新
田
団
地

7

戸

3
、
住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

4
、
決
め
ら
れ
た
日
ま
で
に
、
申
込

者
と
同
等
の
収
入
の
あ
る
村
内
在
住

の
保
証
人
を
付
け
ら
れ
る
人

5
、
申
し
込
み
の
日
に
お
い
て
、
家

族
の
合
計
所
得
が
基
準
の
範
囲
内
（
上

下
限
あ
り
）
で
あ
る
こ
と

◇
募
集
し
て
い
る
住
宅

上
江
黒
団
地
…
…
家
賃
は
月
額
2

万

円
、
2

万
3

千
円

南
大
島
新
田
団
地
…
…
家
賃
は
月
額

8

千
円
、
1

万
円

※
詳
し
く
は
、
建
設
課

6
闘
3
1
1
1

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
し
て
い
ま
す

村
営
住
宅
の
入
居
者
を

畠雫総選挙の投票
成績優良地区表彰

総選挙行政区別投票状況

行政区名 有権者数 投票者数 投票率 悶
罷](H5.7.18)鑓尉譴

投票率比較増滅

斗合田 297 223 75.08 10 90.20 • 15.12 
下江黒 257 222 86.38 2 91. 51 • 5.13 
上江黒 398 293 73.62 12 86.65 • 13.03 
千津井 492 384 78.05 6 86. 42 • 8.37 
江口 479 352 73.49 13 84.10 • 10.61 
田島 445 352 79.10 5 89. 53 • 10.43 
南大島 919 681 74.10 11 86.53 • 12.43 
新里 1,161 758 65.29 16 76.70 • 11. 41 
中谷 886 590 66.59 15 75.10 • 8 51 

梅原 734 564 76.84 7 85.13 • 8.29 
川俣 305 243 79.67 4 86. 26 • 6 59 
須賀 403 329 81.64 3 88.13 • 6.49 
大輪 710 539 75.92 8 83. 41 • 7.49 
入ヶ谷 98 89 90.82 1 92. 78 •1. 96 

矢島 526 398 75.67 9 86. 23 • 10.56 
大佐貫 583 417 71. 53 14 80.53 • 9.00 
合計 8,693 6,434 74.01 83.90 • 9.89 

1 位

2位

3位

入ヶ谷

下江黒

須賀

10 月 20 日に行われた衆議院議員

総選挙の投票成績優良地区表彰式

（村内行政区単位）が11 月 22 日、 16

行政区の区長ら 20人ほどが出席し

て中央公民館会議室で開かれました。

投票率第 1 位＝入ヶ谷、第 2 位＝

下江黒、第 3 位＝須賀の区長に、

原口選挙管理委員会委員長からそ

れぞれ表彰状と記念品代の金一封

が贈られました。

さらに、そのほかの区長にも記

念品代として、それぞれ金一封を

贈り労をねぎらいました。

また、前回の投票率を上回った

行政区に贈られる努力賞は、該当

ありませんでした。

(7) 平成 8 年12月 10 日（灼



好評を博した体験談
村民文化大学

見事なばちさばき
咎勤

村民文化大学教養講座のトップを切って 10 月 3 日、漫才師

の内海好江さんが「泣いて笑って女の人生」と題して、波乱

万丈の人生経験を講演。聴講生は、ユーモアに富んだ講演に

感動していました。

また、 11 月 13 日には三味線演奏家の高橋竹与さんが「高橋

竹与の世界 津軽三味線の演奏とトーク」と題して、 10曲余り

を演奏。聴講生は、歌と三味線の音色に酔いしれていました。

さらに、 11 月 29 日には歌手の橋幸夫さんが「お母さんは宇
ちほう

宙人」と題して、老人性痴呆症となった実母の介護問題につ

いて、体験を交えた講演を行い好評を博しました。

忍

9 レ
戸る恥情
せください。

* 

掲載写真は差し. 
げ

役

愛情あふれる体験談

昔の遊びって楽しじね
ふるさとふれあい活動

売1:金は在宅福祉資金に
福祉バザー

第
1
5
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
福
祉
バ
ザ
ー

が
1
1月
2
3
日
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ

大
勢
の
村
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
バ
ザ
ー
は
、
村
民
の
か
た
が
た

か
ら
の
温
か
い
心
尽
く
し
の
品
物
を
提

供
し
て
も
ら
い
販
売
し
、
売
上
金
を
社

会
福
祉
活
動
の
資
金
と
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
衣
類
、
日
用
品
、
食
品
、

野
菜
な
ど
約
2
,
6
0
0
点
が
市
価
の

半
値
ほ
ど
の
格
安
な
値
段
で
販
売
さ
れ
、

会
場
内
は
大
盛
況
で
し
た
。

売
上
金
は
、
8
5
万
6
,
9
2
7

円

で
全
額
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉
仕
銀

行
）
に
寄
附
さ
れ
、
在
宅
福
祉
資
金
と

し
て
介
護
用
ベ
ッ
ト
購
入
な
ど
に
充
て

ら
れ
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

西
小
学
校
で
は
1
1月

1
7日
、
各
地
区

の
公
民
館
な
ど
で
5
.
6

年
生
の
児
童

を
対
象
に
、
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
昔
か
ら
郷
土
に
伝
わ

る
竹
と
ん
ほ
や
竹
馬
、
お
手
玉
、
わ
ら

鉄
砲
、
正
月
用
し
め
縄
作
り
な
ど
を
地

域
の
お
年
寄
り
か
ら
真
剣
に
学
び
な
が

ら
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
児
童
と

童
心
に
返
っ
た
お
年
寄
り
た
ち
は
、
一

緒
に
な
っ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

ま
た
、
作
り
終
え
た
後
に
は
、
食
生

活
改
善
推
進
員
協
議
会
の
皆
さ
ん
の
協

力
に
よ
り
、
手
作
り
の
食
事
を
囲
ん
で

ふ
れ
あ
い
を
一
層
深
め
ま
し
た
。

平成 8 年12 月 10 日（火） (8) 



平和の尊さを後世に
戦没者追I‘卓式

明
和
村
戦
没
者
追
悼
式
が
1
1
月
8
日
、
中
央

公
民
館
で
遺
族
を
は
じ
め
関
係
者
な
ど
約

4
0
0
人

が
参
列
し
て
、
し
め
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
追
悼
式
は
、
先
の
大
戦
で
祖
国
の
た
め

に
若
き
命
を
さ
さ
げ
た

3
0
0
余
名
の
村
内
戦
没
者

に
対
し
、
村
民
あ
げ
て
追
悼
の
誠
を
表
す
た
め
、

菊
薫
る
こ
の
時
季
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
戦
没
者
の
霊
」
と
記
さ
れ
た
墓
標
を
前
に
、

斎
藤
村
長
は
「
平
和
の
尊
さ
を
後
世
に
引
き
継

い
で
い
き
、
心
を
新
た
に
福
祉
の
増
進
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
知
事
、
村
議
会
議
長
、
村
遺
族
会
長

が
追
悼
の
こ
と
ば
を
さ
さ
げ
、
最
後
に
参
列
者

一
人
ひ
と
り
が
霊
前
に
進
み
出
て
菊
一
輪
を
献

花
し
、
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
し
た
。

全校生礎で

盛O.t|ゴた文化祭

1
1
月
8
日
、
中
学
生
が
待

ち
に
待
っ
た
明
中
文
化
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
、

天
気
は
雨
で
し
た
が
、
そ
の

ぶ
ん
校
舎
の
中
で
自
分
達
で

作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
文
化

祭
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

午
前
中
は
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
や
英
語
暗
唱
な
ど
の
ス
テ

ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
、
午
後

は
お
化
け
屋
敷
や
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
各
ク
ラ
ス

と
も
工
夫
を
こ
ら
し
た
催
し

物
で
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

村
長
と
ひ
ざ
t
交
え
て

寿
学
級

女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー

明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
1
1
月
1
9
日
、
村

内
の
幼
稚
園
児
を
対
象
に
「
ア
ク
ア
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
体
験
教
室
を
初
め
て
同
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
B
&
G

財
団
が
健
康
支
援
シ
ス
テ

ム
の
一
っ
と
し
て
、
開
発
し
た
幼
児
期
か
ら
学

齢
期
の
健
康
・
運
動
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
「
水
泳
能

力
向
上
」
重
視
か
ら
「
人
間
形
成
と
体
力
向
上
」

重
視
が
狙
い
。

園
児
た
ち
5
2
人
は
、
東
京
海
洋
セ
ン
タ
ー
の

ス
イ
ミ
ン
グ
コ
ー
チ
の
指
導
に
よ
り
、
プ
ー
ル

の
中
で
音
楽
に
合
わ
せ
て
の
体
操
や
宝
探
し
、

床
け
り
、
ビ
ー
ト
板
バ
タ
足
な
ど
を
元
気
い
っ

ぱ
い
楽
し
そ
う
に
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

痔
学
級
と
女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
の
合
同

学
習
会
「
村
長
と
語
る
」
が
1
1
月
2
6
日
、
中
央

公
民
館
で
開
か
れ
、
学
級
生
4
9
人
が
参
加
し
ま

し
た
。こ

れ
は
、
例
年
村
教
育
委
員
会
が
婦
人
学
級

・
高
齢
者
教
室
の
一
環
と
し
て
開
か
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

斎
藤
村
長
か
ら
、
「
村
の
現
状
と
今
後
の
計
画
、

将
来
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
」
の
講
話
の
後
、

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
ひ
ざ
を
交
え
て
和
や
か

な
雰
囲
気
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

水
中
で
音
楽
体
操
t
体
膜

(9) 平成 8 年12 月 10 日（灼



東
京
電
力
株
式
会
社
群
馬
支
店
館
林

•—

A t
 

館
林
商
工
高
等
学
校
の
文
化
祭
実
行

委
員
会
は
1
0
月
2
5
日
、
社
会
福
祉
増
進

の
た
め
に
、
文
化
祭
（
翔
光
祭
）
の
益
金

7
2

、

4
4
5

円
を
村
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

寄
附
金
は
、
1
0
月

5
、
6
日
に
行
わ

れ
た
文
化
祭
で
、
P
T
A

の
バ
ザ
ー
と

生
徒
の
販
売
実
習
の
売
上
金
。
地
元
の

か
た
が
参
加
し
買
っ
て
い
た
だ
い
た
お

礼
と
し
て
、
実
行
委
員
長
の
石
川
里
恵

子
さ
ん
か
ら
斎
藤
村
長
に
寄
附
金
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
村
で
は
寄
附
に
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
京
電
力
圏
館
林
営
業
所

防
犯
灯

5

基
村
に
寄
附

営
業
所
（
所
長
・
金
子
富
夫
さ
ん
）
は
、

1
1月
8

日
、
平
成
8

年
度
ふ
れ
あ
い
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
村
に
防

犯
灯
5
基
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
電
力
杓
で
は
、
昭
和
3
0
年
頃
か

ら
サ
ー
ビ
ス
旬
間
を
続
け
て
お
り
、
こ

の
よ
う
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
際
に
同
営

業
所
か
ら
防
犯
灯
の
寄
附
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

今
回
寄
附
い
た
だ
い
た
5
基
は
、
新

里
地
区
2
ヵ
所
、
矢
島
地
区
3

ヵ
所
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

館
林
商
工
高
文
化
祭
実
行
委

社
会
福
祉
に
と
村
に
寄
附

瀧火 9目 1913万金
館林地区消防組合 秋季点検

毒ガス発生を想定した救助訓練

毎
年
、
郡
内
の
身
体
障
害
者

の
か
た
が
た
が
集
ま
り
行
わ
れ

て
い
る
邑
楽
郡
身
体
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
、
今
年
は
明
和

一
村
の
社
会
体
育
館
で
1
1
月
8
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
よ
そ
1
0
0
人
余
り
の
選

手
が
、
め
い
め
い
の
参
加
種
目

に
熱
心
に
と
り
く
ん
で
い
ま
し

こ
。t
 スポ

ー
ツ
を
通
し
て
、
ど
ん

ど
ん
交
流
を
深
め
て
い
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

郡
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

み
ん
な
童
心
に
返
っ
た
よ
う
に
…

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の

1
1
月
1
0
日
、
館
林
地
区
消
防
組
合
消
防

隊
の
秋
季
点
検
が
明
和
中
学
校
校
庭
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
点
検
は
、
消
防
隊
ら
の
姿
勢
服

装
や
消
火
活
動
に
必
要
な
機
械
器
具
な

ど
の
点
検
を
行
い
、
志
気
を
高
め
る
こ

と
が
目
的
。
消
防
団
員
や
婦
人
消
防
隊
、

消
防
職
員
約
S
o
o
人
が
、
斎
藤
村
長
や
来

賓
の
皆
さ
ん
か
ら
点
検
を
受
け
ま
し
た
。

会
場
で
は
救
急
救
助
訓
練
や
消
火
訓

練
な
ど
が
行
わ
れ
消
防
団
員
ら
は
、
き

び
き
び
と
し
た
動
作
で
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

ま
た
、
点
検
後
、
消
防
職
団
員
ら
に

各
種
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

姿
勢
服
装
や
消
防
ポ
ン
プ
車
を

点
検
す
る
管
理
者
ら

平成 8 年12 月 10 B （火） (10) 



過
日
実
施
し
ま
し
た
健
康
ま
つ
り
に

お
い
て
、
今
年
は
食
品
添
加
物
に
つ
い

て
特
集
し
ま
し
た
。

着
色
料
の
検
出
実
験
結
果
等
を
展
示

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
「
こ
ん
な
に
た
く
さ

ん
の
着
色
料
が
入
っ
て
い
る
の
に
は
、

驚
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
安

全
な
食
品
を
選
ん
で
あ
げ
た
い
で
す
ね

.

.

.
。
」
「
見
た
目
に
と
ら
わ
れ
ず
、
材
料

表
示
を
よ
く
見
て
食
品
を
選
ば
な
く
て

は
、
こ
わ
い
で
す
ね
。
」
な
ど
と
言
う
声

が
ず
い
ぶ
ん
聞
か
れ
ま
し
た
。
実
際
に

実
験
し
た
私
た
ち
も
、
ま
っ
白
な
毛
糸

が
子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
ジ
ュ
ー
ス

や
お
菓
子
で
、
た
ち
ま
ち
鮮
や
か
な
ピ

ン
ク
や
ブ
ル
ー
、
紫
色
等
に
染
ま
っ
た

の
に
は
、
大
変
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
か
ら
だ
へ
の
影
響
を
考
え
る

と
背
筋
が
寒
く
な
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
米
所
で
き
な
か
っ
た
皆
様

の
た
め
に
特
集
を
組
み
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

食 こ

ゎ
'
,
i
J

品
添
加
物

鱈塵
保健センター
8(84)4686 

食品添加物の種類、からだに与える影響

種 類 含まれる食品

赤色 3 号、 40号、 105号（着色料） 食品の色づけ、ジャム、イチゴゼリー、菓子顆など

カラギーナン（増粘安定作用）
人造イクラ、ソース、ジャム、プリン、ゼリー、

発 ハム、ソーセージ、マーガリンなど

OPP 、 TBZ （防かび剤） 柑橘類（輸入レモン等）、バナナなど
が

ソルビン酸（保存料）
ハム、ソーセージ、かまほこ、ちくわ、しヽかく
ん製、佃煮、ジャム、あん類、クリーム類など

ん
ステビア成分（甘味料） 低カロリー甘味料、飲料水、キャンディなど

性
亜硝酸塩（発色剤） ハム、ソーセージ、ベーコン、イクラ、筋子など

過酸化水素（殺菌、漂白） かずのこ

：変贋ロ
亜硝酸（発色剤） ハムなどの加工食品

コチニール（発色剤） イチゴゼリー、イチゴ牛乳、紅かまほこなど

赤色104号、 105号（着色料） 食品の色づけ

マラソン、スミチオン、ダイオキシン（農薬） 野菜、除草剤などの残留した食品など

ネ目見のカイ障氏害T 有機リン剤（農薬） お茶、野菜、果物などの残留した食品など

不妊症 ステビア（甘味料） ダイエット飲料水など

下 痢 D-‘ノルビット（甘味料） カステラ、菓子パン、羊かん、ハム、ソーセージなど

アトピー 有機リン剤（農薬） お茶、野菜、果物などの残留した食品など
性皮膚炎、
じんま疹 黄色 4 号（着色料） 食品の色づけ

筋緊張消失 グリシン（保存料）
コンピニで売られているおにぎ l) 、弁当の米
など

Q
食
品
添
加
物
は
、
な
ぜ
い
け
な
い
の
。

A

安
全
性
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

Q
食
品
添
加
物
は
、
何
の
た
め
に
使
う

の
。

A
食
品
を
製
造
、
加
工
、
保
存
す
る
た

め
に
使
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
た
ら

こ
に
お
い
し
そ
う
な
色
を
つ
け
る
、

清
涼
飲
料
水
に
香
り
を
つ
け
る
、
ハ

ム
や
減
塩
タ
イ
プ
の
み
そ
な
ど
食
品

の
保
存
性
を
高
め
る
た
め
に
も
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

基食

品
添
加
物
の

礎
知
識

何
か
ら
作
ら
れ
る

Q
食
品
添
加
物
は
、

の
。

A

化
学
的
合
成
品
と
そ
れ
以
外
の
天
然

物
が
あ
り
ま
す
。
天
然
物
の
食
品
添

加
物
に
は
、
な
ん
と
な
く
安
全
な
イ

メ
ー
ジ
を
も
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

天
然
物
は
安
全
性
の
テ
ス
ト
を
す
る

必
要
が
な
い
の
で
、
私
た
ち
の
か
ら

だ
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か

わ
か
ら
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
す
。

Q
食
品
添
加
物
の
人
体
へ
の
影
響
は
。

A
①
発
が
ん
性
が
あ
る
も
の
も
あ
る
。

②
遺
伝
子
を
傷
つ
け
た
り
、
遺
伝
子

を
狂
わ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、

こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
子
や
孫
に

解毒作用のある栄養素と主な食品

栄養素 解毒作用 食 品

ビタミン 発ガン物質や突然変 大根の葉 ホウレン草

C 異物質の生成を抑制 ピーマン等の緑黄色野

する。 菜イチゴ夏ミカン

サツマイモ

食物繊維 タール色素の毒性を ゴポウ等の根菜類 イ

弱める。 モ類豆類 ヒジキや

海藻に含まれる食物 ワカメなどの海藻類

繊維（アルギン酸）は、 タケノコ コンニャク

カドミウムの毒性を リンゴ キウィフルー

防止する働きがある。 ツ等の果物類

果物に含まれる食物

繊維（ペクチン）は、

PCBの排泄を促進。

含硫 水銀の排泄を高める 卵白

アミノ酸 ほか、有害化学物質 ※ビタミン比が豊富

を肝臓で解毒するた な食品は、卵、レバー、

めにも必要。その際 牛乳など

ビタミン比なども必

要なので、合わせて

取るようにする。

安
全
な
生
活
の
だ
め
に

私
だ
ち
に
で
き
る
こ
と

ま
で
悪
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
。

③
カ
ル
シ
ウ
ム
の
利
用
を
阻
害
す
る
。

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

①
表
示
を
み
て
食
品
添
加
物
の
数
が
少

な
い
も
の
を
選
ぶ
。

②
解
毒
作
用
の
あ
る
食
品
を
積
極
的
に

食
べ
る
。
（
左
の
表
）

③
加
工
食
品
を
使
わ
ず
手
づ
く
り
に
す

る
。

④
輸
入
食
品
に
注
意
す
る
。

国
内
で
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
食
品

添
加
物
や
、
ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト
農

薬
（
収
穫
後
に
ま
く
農
薬
）
が
使
わ

れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

⑤
野
菜
は
必
ず
皮
を
む
い
た
り
、
よ
く

洗
っ
て
使
う
。
（
残
留
農
薬
が
減
ら
せ

る
。
）

か
ま

湯
通

⑥
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
な
ど
は
、

ゆ
で
こ
ぽ
し
て
、
ス
ー
プ
は
別
の
お

湯
で
作
る
。
（
合
成
保
存
料
が
ゆ
で
汁

の
中
に
溶
け
出
る
。
）

⑦
油
あ
げ
、
ハ
ム
、
ベ
ー
コ
ン
、

ほ
こ
等
の
練
り
製
品
な
ど
は
、

し
す
る
等
。

(11) 平成 8 年12 月 10 日（灼
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1
1
月
2
4
日
、
B
&
G

財
団
明
和
海
洋

セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
が
、
平
成
6
年
6

月
に
オ
ー
プ
ン
以
来
2
年
5
ヵ
月
余
り

利
用
者
が

2
0万
人
突
破

明
和
洒
洋
セ
ン
タ
ー

で
、
2
0
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

2
0
万
人
目
と
な
っ
た
板
倉
町
の
鈴
木

か
つ
江
さ
ん
閲
、
お
よ
び
そ
の
前
後
に

な
っ
た
村
内
新
里
の
細
沼
一
彦
さ
ん
闘
、

板
倉
町
の
鈴
木
美
里
さ
ん
⑦
が
、
お
祝
い

の
く
す
玉
を
割
り
、
斎
藤
村
長
か
ら
3

人
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
大
変
好
評
で
、
村
内

は
も
と
よ
り
村
外
か
ら
も
多
く
の
人
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
親
子
し
て
3
0
回

目
の
来
場
で
幸
運
を
手
に
し
た
鈴
木
さ

ん
は
、
「
と
て
も
う
れ
し
い
」
と
喜
び
を

隠
し
き
れ
な
い
よ
う
す
で
し
た
。

今
後
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
健
康
づ
く

り
な
ど
の
た
め
に
大
い
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◇
期
日
平
成
9
年
1
月
1
9
日
⑪

◇
会
場
ふ
る
さ
と
の
広
場
周
辺

◇
対
象
村
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者

◇
部
門
距
離

・
小
学
生
1
.
2
年
…
…
…
…
…
1
k
m
5
 

•
小
学
生
3
.
4
年
…
…
…
…
…
．
k
m

ー

・
小
学
生
5
.
6
年
…
…
…
…
…
2
k
m

•
中
学
生
（
男
）
…
…
…
…
•
•
…
•
5
k
m

・
中
学
生
（
女
）
…
…
…
•
…
…
•
•
3
k
m

・
一
般
男
子
（
高
校
生
以
上
）
…
5
k
m

•
一
般
女
子
（
高
校
生
以
上
）
…
3
k
m

．
壮
年

(
4
0歳以
上
）
…
…
…
…
3
k
m

・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
戦
「
1

チ
ー

ム
5
人
（
一
般
男
女
）
」
に
よ
る
団
体

第

1
8

回
新
春

村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
2
回
明
和
村
近
県
親
善
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
1
0
月
2
7
日
、
1
1
月
1
0
日
の

2
日
間
、
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
主

催
に
よ
り
、
利
根
川
総
合
運
動
場
な
ど

で
開
か
れ
ま
し
た
。

近
県
市
町
村
と
の
親
善
交
流
を
深
め
、

健
康
増
進
と
体
力
向
上
を
図
る
目
的
で
、

県
内
東
毛
地
域
を
は
じ
め
、
埼
玉
、
栃

木
、
茨
城
の
各
県
か
ら
3
0
チ
ー
ム
約
6
0
0

第
2

回
明
和
村
近
票

親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ス
キ

果） 教
室

戦
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
•
3
k
m

・
健
康
マ
ラ
ソ
ン
（
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア

ル
）
一
般
男
女
…
…
•
…
…
…
•
•
3
k
m

※
申
し
込
み

l

月
8
日
困
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
期
日
平
成
9
年
2
月
2
日
⑪
・
2

月

2
3日
佃

◇
場
所
宝
台
樹
ス
キ
ー
場
（
水
上
町
）

◇
募
集
人
数
各
8
0
人

◇
対
象
者
村
内
在
住
者
（
小
学
生
以

下
に
つ
い
て
は
父
兄
同
伴
の
こ
と
）

◇
参
加
費
1
人
3
,
0
0
0
円
（
バ

ス
代
、
保
険
料
）

※
申
し
込
み
1
2
月
2
2
日
⑪
午
前
9
時

か
ら
社
会
体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

邑
楽
支
部
予
選
会
で
優
勝

明
和
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

各
市
町
村
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
チ
ー

ム
が
参
加
し
た
こ
の
大
会
に
、
本
村
か

ら
は
千
津
井
ク
ラ
ブ
が
出
場
し
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
1
回

戦
で
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
優
勝
は
、

東
本
町
親
和
会
（
伊
勢
崎
市
）
で
し
た
。千津井クラブ代表者による選手宣誓

第
2
2
回
春
季
選
抜
少
年
野
球
大
会
邑

楽
支
部
予
選
会
の
決
勝
戦
が
1
1
月
3
日

大
泉
町
で
開
催
さ
れ
、
本
村
か
ら
出
場

し
た
明
和
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
が
優
勝

し
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
、
来
春
に
開
か
れ
る
群

馬
県
選
抜
少
年
野
球
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
少
年
た
ち
の
活
躍
を
期
待
し

ま
す
。

エー寧
優勝した「南大島」

優
勝
南
大
島

準
優
勝
梅
原

B

三
位
須
賀

第
9

回
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

◇
決
勝

明
和
西
少
年
2
東
小
ウ
ィ
ン
グ

|

2

 

野
球
ク
ラ
ブ
ー
ス
（
邑
楽
町
）

優勝した「明和西少年野球クラブ」

平成 8 年12 月 10 日（灼 (12) 



斗
合
田
橋
の
右
手
前
に
は
地
元
の
人

た
ち
が
一
様
に
「
阿
弥
陀
様
」
と
い
っ

て
敬
っ
て
い
る
供
養
碑
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
阿
弥
陀
様
は
い
つ
の
頃
か
ら
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
長
い
間
谷
田
川
の
底

に
眠
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ

が
あ
る
時
（
明
治
の
初
め
か
、
中
頃
か
）

魚
取
り
を
し
て
い
た
地
元
の
阿
部
と
い

う
家
の
人
の
網
に
か
か
っ
て
引
き
上
げ

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
当
時
地
元

の
人
た
ち
は
大
し
た
関
心
も
な
く
、
し

ば
ら
く
の
間
川
岸
に
上
げ
ら
れ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
そ
の
後
こ
の
地
区
に
伝
染
病
が
流
行

っ
た
年
が
あ
り
、
人
々
は
、
こ
れ
は
あ

の
阿
弥
陀
様
を
放
り
っ
ぱ
な
し
に
し
て

お
い
た
「
た
た
り
」
に
ち
が
い
な
い
と
、

No.16 

［川ーの底からお出ましの鹸叫

斗合田の「阿弥陀様」

早
速
場
所
を
決
め
て
こ
こ
に
ま
つ
り
祈

願
し
た
と
こ
ろ
伝
染
病
が
お
さ
ま
っ
た

の
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
そ
の
お
礼
と

し
て
毎
年
五
月
三
日
、
七
月
三
日
、
九

月
三
日
を
阿
弥
陀
様
の
日
と
し
て
、
各

地
域
ご
と
に
だ
ん
ご
を
つ
く
っ
て
供
え

て
ま
つ
り
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
と

い
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
こ
の
阿
弥
陀
様
の
ご
正
体

は
と
い
う
と
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時

代
の
終
り
頃
ま
で
に
仏
の
供
養
に
立
て

ら
れ
た
「
板
碑
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で

す
。
板
碑
の
名
称
は
板
状
の
形
か
ら
、

ま
た
叩
田
立
f
L
て
秩
父
地
方
か
ら
産
出

す
る
緑
泥
片
岩
が
主
に
使
用
さ
れ
た
こ

あ
お
い
し
と
う
ば

と
か
ら
「
青
石
塔
婆
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

本
村
に
お
け
る
板
碑
は
破
片
を
含
め

三
十
八
基
（
う
ち
一
基
は
現
存
確
認
不

能
）
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
形
状
、
時
代
的
特
色
、
保
存
の
状
態

等
か
ら
矢
島
の
「
阿
弥
陀
三
尊
板
碑
（
秋

野
利
三
郎
氏
所
蔵
）
」
、
田
島
の
「
正
和

の
板
碑
（
青
木
実
氏
所
蔵
）
」
が
村
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
梅
原
の
光
明
寺
境
内
の
「
釈
迦
三

尊
板
碑
」
も
注
目
さ
れ
て
い
る
も
の
の

―
つ
で
す
。

斗
合
田
の
阿
弥
陀
様
は
「
一
尊
種
子

阿
弥
陀
如
来
板
碑
」
と
い
わ
れ
る
も
の

で
、
年
代
は
弘
安
七
年
（
―
二
八
四
）

と
村
内
に
現
存
す
る
板
碑
の
中
で
一
番

古
い
も
の
で
す
。
つ
い
で
は
正
応
六
年

（
―
二
九
三
）
の
「
阿
弥
陀
三
尊
板
碑
（
斗

合
田
梁
瀬
一
利
氏
所
蔵
）
で
、
斗
合

田
に
あ
る
板
碑
の
中
で
は
比
較
的
に
原

型
を
保
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

と
も
あ
れ
川
の
底
か
ら
お
出
ま
し
に

な
っ
た
阿
弥
陀
様
が
地
区
の
人
た
ち
か

ら
大
事
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

大
変
結
構
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員

已
）
=-l-n 

コ
館林邑楽地区 館 林 地 区 ※◎ 言

千代田 赤冬i 人板倉地区 更科日

休 産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
明和地区 にのは

なにみ 胃
る限一

12 月 15 日
小西医院 小倉医院 田内医院 永寿堂医院 井上医院 館林地区と

;’J 厚
云（86)2261 云（72)0606 云（72)3855 云（72)4469 云（82) 1131 同じです。 生

12 月 22 日
真中医院 大神医院 多々良診療所 岡田医院 増田医院 竹越医院 灯悶閂 病

日
云（72) 1630 四（62)2200 云（ 72) 3060 云（72)3163 云（82)2255 云（84)3137 院

大塚医院 最上医院
r 

12 月 23 日 まは 合
云（72)0176 云（74)3763

］よ (72) 

横田（婦）医院 川田（耳）医院 神尾医院 新橋病院 館林地区と 館林地区と 3 
12 月 29 日 云（72)0255 云（72)3314 云（75) 1288 云（75)3011 同じです。 同じです。 で‘l I 

確時 4 

当 12 月 30 日
ゆたか医院 川島脳外科 認ま

゜云（73)7308 云（75)5511 しで ‘--/ 

橋田クリニック 小曽根医院 てで が
12 月 31 日 かす 担

云（72)0001 四（72) 7707 ら゜ 当

番 1 月 1 日
記念病院 慶友病院 呑ロ戸ク し
合 (72)3155 云（72)6000 ま

し す

1 月 2 日
後藤（内）医院 岡田医院 て ゜
云（72)0134 云（72)3163 < ^ 内

1 月 3 日
上野医院 最上医院 だ 科

云（72)3330 云（74)3763 さ

医 し‘ 外
1 月 5 日

浜野病院 川村医院 森下医院 海宝病院 館林地区と 館林地区と ゜ 科
合 (88)5678 ft (72) 1337 云（73)7776 四（74)081 I 同じです。 同じです。

1 月 12 日
白沢医院 川田医院 菅沼医院 礫川堂医院 館林地区と 小西医院 産

云（72) 1600 合（72)3724 云（72)9090 合 (74)0184 同じです。 合 (86)2261 婦

(13) 平成 8 年12 月 10 日（灼



二：

農業委員選挙人

名簿への登録を

村選挙管理委員会（役場総務課内）
合(84)3111

毎年 1 月 1 日現在で農業委員会委

員の選挙人名簿が作成されます。
選挙権を有する人で10アール以上

の農地を耕作している人などは、必

ず登録をしましょう。

④選挙権を有する人＝村内に住所が

あり、平成 9 年 3 月 31 日現在満20

歳以上で10アール以上の農地を耕

作している人、または、その配偶

者や同居の親族で年間60 日以上耕

作に従事している人

④登録申請＝登録申請書は、各地区

の区長さんを通じて配布しますの

で、必要事項を記載して提出して

くださしヽ。

年末年始の水道故障は

村指定の水道業者に

「役場建設課 合(84)3111 -
12 月 29 日（日）島田設備合（84)3282

12 月 30 日（月）高田設備合 (84)3736 

12 月 31 日（火）冨塚水道合（84)3247

1 月 1 日（水）松本水道合 (84)2839 

1 月 2 日（木）石崎水道合（84)4147

1 月 3 日（金）大川工業合（73)0721

1 月 4 日（士）金子水道合 (84)2148 

1 月 5 日（日）島田設備合（84)3282

1 月 12 日（日）高田設備合（84)3736

1 月 15 日（水）冨塚水道合 (84)3247

水道管にも冬じだくをしましょう。

1 月 10 日は110番の日
安心をつなくかけ橋 110番

「館林警察署 合(75)0110 こ
110番は、みなさんの安全を守る緊

急電話です。

あなたが、事件・事故の被害者ま

たは加害者となったとき、事件・事

故を見たり、聞いたりしたとき、不

審者や事件に関することを知ったと

き、その他、警察官にすぐ米て欲し

いときには、素早く•あわてずに「110

番」してください。

そのほか、困りごと・悩みごと等

の相談や警察に対する要望・ご意見

・苦情等がありましたら合0272(24) 

8080 にご連絡ください。

一般家庭の自動車用
バッテリーと焼却灰を取集

「役場環境保健課
合(84)4686

村では、今回電池メーカーの協力

が得られたため、一般家庭の使用済

み自動車用バッテリーの収集を行い

ます。

また、一般家庭から出る焼却灰の

収集については、休日を除いて午前

9 時から午後 5 時までの間に随時引

き取りをしていますが、今回併せて

収集を行います。

◇日時 12月 22 日（日）午前 9 時～正午

◇場所保健センター駐車場

※焼却灰は、村指定のごみ袋に入れ

て持ち出してください。

工業に関する統計調査

にご協力ください

「役場経済課 合(84)3111
12 月 31 日現在で製造業を営む事業

所を対象に「工業統計調査」「石油等

消費構造統計調査（従業者30人以上

の事業所）」が全国一斉に実施されま

す。

また、今回は県内事業所の海外進

出状況を把捏するため「海外進出企

業実態調査」も同時に実施されます。

調査方法は、知事から任命された

調査員が事業所を直接訪問して、調

査票の記入をお願いし、記入した調

査票を回収する調査員調査です。
年末年始のご多忙なときですが、

皆さんのご協力をお願いします。

くんまの農業農村物語

フォトコンテスト

県庁農政部農政課

合0272(23)1111

◇テーマ

・農業生産部門 ・農村景観部門

・農村文化部門

◇廊募方法

・応募作品は県内の農業農村を題材

に撮影し、規格はカラー写真四つ

切

・作品裏面に応募票を添付

◇応募期限 1 月 31 日（釘

◇応募先 県農政課フォトコンテス

卜係 〒371 前橋市大手町1-1-

1 または最寄りのカメラ店ほか

注玖因無滋羞律祖襲
◇日時＝ 1 月 10 日（命

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝丸山弁護士

◇受 付＝ 1 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

ヽ‘\·、い--,,r,·_ -''.,::'・ 1 : -(`  7'_  1 ヤ‘(.

-9J_じ：：］晨□]\..I..＼［編：レ：：イノ扉／し＼：
◇日時＝ 1 月 9 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 8年1 月、 8年6 月、 9月生

”]直三ー□楓□瓢
◇日時＝ 1 月 7 日（火）、 16 日（木）

午前9時30分～ 10時30分受付

◇場所＝保健センター
I..,―\’／シニfペ プシr マ‘’’て｀、→ -ヽ＇，イfィ） 1 

勾紀行政直渾迄ど相談］］バら〉べ＼ペーさ＇1/'- ＇ー（＼ーミ／ー、入） ＼さ 1(:: 、 9 ―`

1 月はお休みさせていただきます。

J‘｀｀万ぷ \.c\ ＇、 V) ぐ'(~')ぷ T WI ぐ，

］交通渭互幻扁鵞ぷ，＇L.✓- ＼言．）―'卜‘, f八＇ム—八‘\T, L 、,\)亡一ノ．，＼←：

◇日時＝ 1 月 16 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

洋）と：：、／人三金□互：禰口巖：へ＼
て ―ィ、一‘';...、I→ ::](J- ....,, \r-4、ぷ：プヽ ;入） （レづ―｀己：

◇日時＝ 1 月 16 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
、9'/9 -)、•;^-1 ヽ く心） ( ー 1'. 、 I 一｝‘,,.. ＇，ヽ ，ヽ") 1 』心）で

畜喜ーベ月：｀＼寸の言納：9：□税言こ‘ムゞ1I I-•ー：：もふ（口言‘公イ）ふ—..J)-. ノ｝｝（レノ＼矢‘

◇村県民税、国民健康保険税、国民

年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 12 月 25 日（水）

平成 8 年12 月 10 日（火） (14) 



の
事

始
仕

年
の

．
等

末
場

場

年
役
役
·
ー

合(84)3111

役場の一般事務は、 12 月 28 日（士）か

ら 1 月 5 日（日）まで休みとなります。

村民のみなさんと関係の深い窓口

事務やゴミの収集などは次のとおり

になりますので、手続きや届け出等

は、早めに済ませましょう。

役場窓口事務

出生届や死亡届、婚姻届などの届

け出は、休みの期間中でも受け付け

します。

老人福祉センタ

ティサービスセンター

・年末 12 月 27 日（鉗まで

・年始 1 月 5 日（日）から

中
社

央

会

公
体

民
育

・年末 12 月 28 日（士）まで

・年始 1 月 4 日（士）から

館
館

ふるさと産業文化館

図書館

・年末 12月 27 日（鉗まで

・年始 1 月 5 日（日）から

B&G財団

明和海洋センター

・年末 12月 22 日（日）まで

・年始 1 月 7 日（灼から

※年末年始の休みに合わせて、プー

ルの塗装補修工事を行いますのでご

協力ください。

コ ミ の収集

・年末 12 月 30 日（月）まで

・年始 1 月 6 日（月）から

※ゴミは、指定された袋で決められ

た日時に指定場所へお願いします。

し尿のくみ取り

・年末 12 月 30 日（月）の午前中まで

・年始 1 月 6 日（月）から

※詳しくは、（有）大拙興業云（73)4186ヘ

［役場福祉課
合(84)4926

◇日時 12 月 19 日（木） 午後 1 時30分

～午後 2 時30分受付

◇会場 明和村保健センター

◇内容 医学診断（耳鼻咽喉） ・補

装具給付要否判定等

館林高等看護学院

学生募集

l 館林高等看護学院
合(73)7175

◇応募資格 高等学校卒業または卒

業見込みのかた（矯正視力0.8以上）

◇募集人員 40人（男女）

◇修業年限 3 年

◇試験期日
0 第 1 次平成 9 年 1 月 27 日（月）

0 第 2 次平成 9 年 2 月 4 日（火）

◇会場館林嵩等看護学院講堂
◇出願書類 入学願書、健康診断書、

受験票、高等学校の調査書、返信

用封筒（80円切手貼付）、写真 2 枚

（名剌型）

◇受験料 5,000円（郵便為替）

◇申し込み平成 9 年 1 月 6 日（月）か
ら 1 月 20 日（月）までに同学院(〒374

館林市成島町262-1) へ出願書類

を持参または郵送してください。

医療関係従事者は

届出をしてください

［館林保健所

◇届出対象者

①12月 31 日現在で国内に住所があり、

日本の医籍・歯科医籍に登録され

ている医師、歯科医師および薬剤

師名簿に登録されている薬剤師

②12月 31 日現在で業務に従事してい

る歯科衛生士、歯科技工士、保健

婦（士）、助産婦、看護婦（士）、

准看護婦

◇提出期限平成 9 年 1 月 15 日（水）

◇提出先

①に該当するかたは、住所地を管

轄する保健所（施設等でとりまと

める場合は、施設所在地を管轄す

る保健所でも可）

②に該当するかたは、就業地を管

轄する保健所

合(72)3230

群馬交響楽団

ファミリーコンサート

l ふるさと産業文化館合(84)5555 -
◇日時 2 月 9 日（日） 午後 2 時開演

◇会場 明和村ふるさと産業文化館

◇入場料全自由席

・大人（大学生含む）…前売1,000円

・小中高校生•••前売500円

◇チケット発売開始 12月 22 日（日）

午前 8 時30分からふるさと産業文

化館窓口で販売します。

◇演奏曲目 バイオリン協奏曲「四

季」（ビバルディ）ほか

年賀状はあ早めに

農業所得の雇人費等

控除は 1 月10日までに

l 役場税務課 合(84)3111 こ
平成 8 年中に雇人費、小作料を支

払った人および新しく大農具（トラ

クター、コンバインなど）を購入後

申告をしていない人は、平成 9 年 1

月 10 日までに役場税務課に領収書と

印鑑を持参のうえ申告してください。

申告しませんと、農業所得の標準

外経費として控除することができま

せんので、必ず申告をしてください。

両毛交流スタンプラリー
PART4 

l 役場企画課 合(84)3111 -
◇日時 1 月 14 日（灼午後 1 時30分

◇場所桐生市立中央公民館

◇賞品 0特賞・・ハワイ旅行ペア (1

本） 0 金賞・・グアム旅行ペア (2

本） 020市町村賞ほか

※当日会場にご来場されたかたの中

から抽選で記念品を差しあげます。

l 川俣郵便局 合(84)3120-
郵便局では、 12 月 15 日から年賀状

の受け付けを開始します。 12 月 24 日

までに差し出さないと、元旦に配達

できない場合もあります。

郵便番号と住所は正しく、はっき

りと書きましょう。

(15) 平成 8 年12 月 10 日（火）
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砂
賀
久
美
子

食
べ
き
れ
ぬ
茄
子
を
輪
切
り
に
干
す
母
を

よ
ふ
し
く
見
つ
む
日
射
，

U

の
庭
に野

口

こ

ほ
ろ
ぎ
短
歌

会
タ
カ

ち
ゃ
ぼ

一
羽
に
て
老
い
ゆ
く
矮
鶏
に
抱
か
し
め
し
卵

爵
化
リ
ぬ
雛
の
声
す
る

篠
本

向
き
雲
羅
き
増
し
つ
つ
ゆ
っ
く
り
と

十
五
夜
の
月
を
ひ
と
峙
か
く
す

野
村
初
枝

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
の

親
睦
団
体
と
し
て
発
足
し
た
上

江
黒
昭
和
会
で
す
が
、
最
近
会

員
の
高
齢
化
と
会
員
の
減
少
に

大
き
な
悩
み
を
抱
え
て
お
り
ま

す
。
か
つ
て
会
員
数
6
0余
名
の

全
盛
時
に
は
、
地
区
活
動
に
カ

を
注
ぎ
、
納
涼
祭
や
旅
行
会
な

ど
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
時
と

と
も
に
、
さ
さ
や
か
な
活
動
へ

と
変
化
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
現
在
9
月
の
敬
老
の

日
に
、
子
ど
も
会
育
成
会
、
P

T
A

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て

”
ミ
ニ
運
動
会
“
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
お
年
寄
り
や
子
ど

も
が
ペ
タ
ン
ク
で
汗
を
流
し

た
後
、
会
員
が
打
つ
そ
ば
、

う
ど
ん
を
食
べ
な
が
ら
、
世

代
間
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま

す
。引

き
続
き
、
上
江
黒
に
住

ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
よ
う
、
区
や
関
係
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
、
小
さ
な

地
区
活
動
で
す
が
、
全
力
を

あ
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

よ
，
U

あ
し
た
や
し
ろ

や
や
冷
ゆ
る
胡
社
の
回
廊
に
手
枕
に

寝
ね
る
老
爺
の
独
り

清
書
せ
し
習
宇
の
作
品
は
ら
び
を
リ

急
逝
せ
し
あ
に
の
机
の
上
に

始
沢
良
子

人
気
は
き
利
根
の
河
思
の
黄
昏
に

穂
す
す
き
五
本
採
り
て
急
ぎ
ぬ立

川
ツ
ヤ
子

前
を
麦
る
尾
燈
の
み
見
て
下
り
ゆ
く

霧
た
ち
こ
む
る
碓
水
峠
を

立
川

ふ
か
＇
J
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＇
．
守

ふ
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位
あ
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で
だ
位

氏
村
田

藤
野

高
澤

南会久＜名
希き美み

宇宇上青杉蓮木関
田田野山田見村ロ
川川正 な

美み美み 国隆汀彩な祐閃元とる
脚紗さ翼i奈な太tこ芽め貴き哉ゃみ

昌

樹 女女 男

梅川川

女 男 女 男 男

梅新須新新

女女女

江川 大

父
母
名
性
別

啓義美 美 範泰栄 玲 公忠絵正け秀秀和ナ義
昭昭健治 い ツ

子明香 香 江弘子 子 代宏理明子一美也子行

米
あ
く
や
み
米

氏
名
年
齢
世
帯
主

蘭
部
福
子

8
0
健
夫

森
尻
重
作
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富
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芳
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ゆ
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た
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広
報
を
担
当
し
て
い
る
と
取
材
や
編
集
、
原

稿
締
切
り
に
追
わ
れ
な
が
ら
毎
月
が
目
ま
ぐ
る

し
く
過
ぎ
て
し
ま
い
、
す
で
に
師
走
を
迎
え
ま

し
た
。

今
年
も
取
材
先
で
多
く
の
か
た
が
た
と
の
出

会
い
が
あ
り
、
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
年
が
皆
様
に
と
っ

て
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
®
◎
⑭

千川梅江川梅入南南地薮
津 ヶ大大
井俣原口俣原谷島島区嘉原俣俣原里賀里里口俣輪区
% o/z3 ％％凶漏％渥％琵一凶％ % % % % % % % ％睾り塁

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

士也 （
敬
称
略
）

平成 8 年12月 10 日伏） (16) 
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年頭の

誇り

こ、あいさつ

と愛着のもてる

ふるさとづく りを

村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
師
か
し
い
平
成
九

年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
村
政
の
各
分
野
に
わ
た
り

多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
本
村
の
振
興
、
発
展
に
微
力
を
尽

く
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
皆

様
か
ら
の
ご
支
援
の
た
ま
も
の
と
心
か

ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
我
が

国
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
内
外

と
も
に
き
わ
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
長
引
く
景
気
の
低
迷
に
加
え
、

薬
害
エ
イ
ズ
や
住
専
問
題
、
0
1
5
7

被
害
、
新
制
度
で
初
の
衆
議
院
議
員
総

選
挙
な
ど
激
動
の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
化
、
国
際
化
、
高
度
情

報
化
の
進
展
や
地
方
分
権
の
取
り
組
み

な
ど
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
も

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
本
村
は
、
幸

い
議
会
を
は
じ
め
村
民
皆
様
の
ご
支
援

ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
建
設
や
ふ
る
さ
と
産
業
文
化

館
・
図
書
館
の
竣
工
に
伴
う
文
化
活
動

の
振
興
、
小
学
校
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

教
室
導
入
事
業
、
防
災
施
設
等
の
整
備

お
よ
び
従
来
か
ら
の
諸
事
業
を
総
合
計

画
に
沿
っ
て
順
調
に
執
行
し
、
次
の
世

代
に
向
け
て
の
基
盤
づ
く
り
を
着
実
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
し
く
迎
え
た
平
成
九
年
は
、
二
十

一
世
紀
初
頭
の
＂
ま
ち
づ
く
り
I
t
を
念

頭
に
お
き
、
第
四
次
総
合
計
画
を
基
に

村
民
だ
れ
も
が
豊
か
さ
と
生
き
が
い
を

感
じ
、
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
住
民

と
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
「
住
ん
で
よ

か
っ
た
」
「
住
ん
で
み
た
く
な
る
」
よ
う

な
魅
力
あ
る
ま
ち
を
築
く
た
め
、
積
極

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。今

年
新
た
に
取
り
組
む
事
業
お
よ
び

明和村長

斎 藤 憲

r̀
 

卜
令
ぶ

主
要
事
業
は
、
国
道
―
二
二
号
を
含
む

幹
線
道
路
の
都
市
計
画
道
路
決
定
の
推

進
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
う

給
食
内
容
の
充
実
と
運
営
の
効
率
化
、

保
育
園
・
幼
稚
園
の
統
廃
合
に
向
け
て

の
推
進
、
情
報
化
社
会
に
対
応
し
た
小

学
校
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
導
入
事

業
の
推
進
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
を

図
る
た
め
ふ
る
さ
と
総
合
整
備
事
業
の

推
進
、
国
際
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
の
推
進
な
ど
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
村
道
整
備
等
の
都
市
基
盤

の
整
備
、
ふ
る
さ
と
農
道
緊
急
整
備
等

の
産
業
の
振
興
、
生
活
環
境
の
整
備
、

健
康
•
福
祉
の
向
上
、
教
育
文
化
の
向

上
、
行
政
基
盤
の
強
化
な
ど
積
極
的
に

取
り
組
む
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
、

一
層
皆
様
の
創
意
と
英
知
を
結
集
し
て

「
未
来
を
創
造
す
る
明
和
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
し
、
勇
断
と
情
熱
を
も

っ
て
心
の
通
っ
た
村
政
執
行
に
当
た
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
村
民
の
皆
様
の
温
か

い
ご
理
解
と
限
り
な
い
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
が
た
の
ご
健
康
と
ご
繁
栄
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

平成 9 年 1 月 10 日（企 (2) 



新年のこ｀あいさつ

村民に信頼される議会を

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。平

成
九
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
村
議

会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
謹
ん
で
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
薙
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

い
つ
も
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
格
別

な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
衷
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
人
事
案
件
等
に
お
き
ま
し
て
、

村
民
の
皆
様
方
に
大
変
ご
心
配
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
日
本
も
戦
後
五
十
余
年
を
経

過
し
、
高
齢
化
、
国
際
化
、
少
子
化
等

の
進
展
に
よ
り
、
社
会
経
済
は
著
し
く

変
貌
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
対
応
す
べ
く
、

議
会
本
来
の
使
命
を
全
う
す
べ
く
、

議
会
の
原
点
に
戻
っ
て
、
頑
張
り
ま
す

の
で
、
本
年
も
よ
り
い
っ
そ
う
の
ご
理

解
と
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
村
民
の
皆
様
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

一
、
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
村
政

一
、
無
駄
を
は
ぶ
く
村
政

一
、
村
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会

村
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
、
次
の
三
点

を
目
標
に
村
政
の
推
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

』
'

村議会議長

石村 嘉男

本
紙
を
も
っ
て
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議

（
副
議
長
除
き
、
議
席
順

員 員 員 員 員 員 員 員 員 員

迎
春

海
老
原
金
平

関
根
恨
市

原
口

昭

森
尻

茂

石
崎
榮

新
井
順

松
本

功

岡
安
今
朝
雄

大
津
孝
男

泉
田
和
作

副
議
長
蘭
部

本
年
も
よ
ろ
し
く

明

明
和
村
議
会

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

(3) 平成 9 年 1 月 10 日（金）



第
四
回
村

-12月定例議会から一

第
四
回
村
議
会
定
例
会
は
、
十
二
月
十
六
日
か
ら
十
八
日

ま
で
の
会
期
三
日
間
で
開
か
れ
、
村
長
提
出
議
案
九
件
お
よ

び
議
員
提
出
議
案
三
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
い
す
れ

も
原
案
と
あ
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
だ
。
そ
の
主
な
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

圏
既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
五
五
七
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
四
四
億
一
、
三
八
六
万
四
千
円
に
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
執

行
に
伴
う
経
費
の
補
正
で
す
。

〔
歳
入
〕
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
地
方
交
付
税
二

0
万
円
（
九
億
ニ

0
万
円
）

◇
県
支
出
金
五
三
七
万
円
（
一
億
五
、

八
九
九
万
一
千
円
）

〔
歳
出
〕
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
総
務
費
五
五
七
万
円
（
八
億
五
、

二
三
八
万
九
千
円
）

亜
既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
三
九
一
万
七
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
四
四
億
一
、
七
七
八
万
一
千
円

に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
主
に
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ

＜
給
与
改
定
、
四
月
に
実
施
し
た
人
事

異
動
並
び
に
特
別
職
の
未
設
置
に
よ
る

給
与
費
の
増
減
、
お
よ
び
共
済
費
の
掛

金
率
の
改
定
、
東
毛
広
域
ふ
る
さ
と
市

町
村
圏
基
金
出
資
金
の
滅
、
老
人
保
健

l

特
別
会
計
繰
出
金
の
追
加
、
団
体
営
水

会平
成
八
年
度
般

計
補
正
予
算

議
会
定
例
会

田
営
農
活
性
化
基
盤
整
備
事
業
の
追
加

な
ど
に
伴
う
補
正
で
す
。

〔
歳
入
〕
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
分
担
金
及
び
負
担
金
一
五
万
円
（
四
、

二
五
八
万
八
千
円
）

◇
国
庫
支
出
金
一
六
二
万
八
千
円
（
一

億
五
、
九
一
五
万
円
）

◇
県
支
出
金
一
、
六
九
七
万
五
千
円

（
一
億
七
、
五
九
六
万
六
千
円
）

◇
財
産
収
入
一
七
二
万
九
千
円
（
一
、

九
四
四
万
三
千
円
）

◇
寄
附
金
三
七
万
二
千
円
（
三
七
万

三
千
円
）

◇
繰
入
金
一
、
五
六
九
万
七
千
円
滅

（
七
億
八
、
ニ
ニ
八
万
四
千
円
）

◇
諸
収
入
二
六
万
円
（
二
億
五
、
六

二
―
万
五
千
円
）

◇
村
債
一
五

0
万
円
減
（
一
億
八
、

六
八
0
万
円
）

〔
歳
出
〕
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
議
会
費
三
二
万
九
千
円
（
七
、
七

一
八
万
三
千
円
）

◇
総
務
費
四
、

0
0

一
万
九
千
円
減

（
八
億
一
、
二
三
七
万
円
）

◇
民
生
費
六
八
七
万
一
千
円
（
六
億

三
、
八
四
五
万
六
千
円
）

◇
衛
生
費
一
〇
一
万
七
千
円
減
（
三

億
一
、
三
四
三
万
三
千
円
）

◇
農
林
水
産
業
費
一
、
九
三

0
万
六

千
円
（
三
億
九
、
八
一
五
万
六
千
円
）

◇
商
工
費
九
一
万
六
千
円
（
三
、
八

二
三
万
三
千
円
）

◇
土
木
費
八

0
二
万
一
千
円
（
六
億

四
、
八
八
三
万
八
千
円
）

◇
教
育
費
九
四
三
万
三
千
円

(
1
0

億
五
、
0

一
七
万
七
千
円
）

◇
諸
支
出
金
七
万
七
千
円
(
-
五
二

万
三
千
円
）

明
和
村
総
合
農
政

推
進
資
金
融
通

措
置
条
例
の
一
部
改
正

職
員
の
結
与
に
関
す
る

条
例
の
部
改
正

行
政
手
続
法
は
、
行
政
運
営
に
お
け

る
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上
を
図

り
、
も
っ
て
国
民
の
権
利
、
利
益
の
保

護
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ

た
も
の
で
す
。
本
村
に
お
い
て
も
本
条

例
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の

地
方
分
権
の
推
進
に
応
じ
ら
れ
る
行
政

体
制
整
備
を
図
る
た
め
制
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
施
行
は
平
成
九
年
四
月
一
日
か

ら
で
す
。

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員

の
給
与
改
定
（
改
定
率
一
．
―
二
％
）

に
伴
う
条
例
改
正
で
、
主
な
内
容
は
一

般
職
員
の
給
与
お
よ
び
諸
手
当
の
改
定

で
す
。
〔
平
成
八
年
四
月
一
日
適
用
（
一

部
除
く
）
〕

こ
れ
に
よ
り
改
正
後
の
初
任
給
（
一

般
行
政
職
）
は
、
高
校
卒
｀
…
一
四
万
三
、

八
0
0

円
、
短
大
卒
…
一
五
万
四
、
七

0
0

円
、
大
学
卒
…
一
六
万
六
、
九
〇

0
円
と
な
り
ま
す
。

群
馬
県
総
合
農
政
推
進
資
金
融
通
措

置
要
綱
の
改
正
に
伴
い
改
正
す
る
も
の

行
政
手
続

条
例
の
制
定

平成 9 年 1 月 10 日（金） (4) 



既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
九
、
二
三

0
万
円
を
追
加
し
総

額
を
七
億
―
一
七
万
三
千
円
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
医
療
給
付
費
の
追
加
補
正

で
す
。

〔
歳
入
〕
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
支
払
基
金
交
付
金
六
、
四
七

0
万

円
（
四
億
五
、
九
五
七
万
一
千
円
）

◇
国
庫
支
出
金
一
、
八
四

0
万
円
（
一

億
四
一

0
三
万
一
千
円
）

◇
県
支
出
金
四
六

0
万
円
（
三
、
五

1
0
万
一
千
円
）

◇
繰
入
金
四
六

0
万
円
（
三
、
五
三

一
万
五
千
円
）

〔
歳
出
〕
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
医
療
諸
費
九
、
二
三

0
万
円
（
六

億
六
、
八
五
八
万
三
千
円
）

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
四
、
六
九
0
万
円
を
追
加
し
総

額
を
五
億
七
、
三
二
三
万
二
千
円
に
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
療
養
給
付
費
の
追
加
補
正

平
成
八
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
八
年
度
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算

で
、
資
金
内
容
の
見
直
し
に
よ
り
、
農

村
生
活
環
境
整
備
資
金
は
、
融
通
措
置

の
対
象
か
ら
削
除
し
ま
し
た
。
な
お
、

施
行
は
平
成
九
年
一
月
一
日
か
ら
で

す
。

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
施
設
の

設
置
及
ひ
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

平
成
八
年
度
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算

で
す
。

〔
歳
入
〕
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
国
庫
負
担
金
一
、
三
八
八
万
四
千

円
（
一
億
七
、
四
ニ
―
万
二
千
円
）

◇
繰
入
金
一
六

0
万
円
（
一
、
八
七

八
万
五
千
円
）

◇
繰
越
金
三
、
一
四
一
万
六
千
円
（
六
、

五
八
六
万
四
千
円
）

〔
歳
出
〕
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
保
険
給
付
費
四
、
六
九

0
万
円
（
四

億
三
、
三
四
四
万
八
千
円
）

既
定
の
予
算
総
額
に
収
益
的
支
出
、

一
八
万
三
千
円
を
追
加
し
、
一
億
五
、

三
九
六
万
一
千
円
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給

与
改
定
に
伴
う
補
正
で
す
。

〔
支
出
〕
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
水
道
事
業
費
用
一
八
万
三
千
円
（
一

億
五
、
三
九
六
万
一
千
円
）

行
政
情
報
の
広
報
の
手
段
、
地
域
防

災
の
情
報
伝
達
施
設
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
た
め
、
回
線
使
用

料
を
無
料
で
使
用
で
き
る
期
間
を
、
さ

ら
に
一
年
間
延
長
し
ま
し
た
。
ま
た
、

新
規
の
取
付
工
事
費
用
も
住
民
の
加
入

促
進
を
図
る
た
め
、
全
額
村
負
担
と
し

ま
し
た
。

猶
予
措
置
延
長
の
た
め
早
急
に
労
働

基
準
法
を
改
正
す
る
こ
と
。
現
行
特
例

措
置
の
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
。
特
例

措
置
対
象
業
種
の
範
囲
拡
大
の
た
め
労

働
基
準
法
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

政
府
に
強
く
要
望
し
ま
す
。
（
概
要
）

中
小
企
業
の
労
働
時
間

法
制
に
係
る
意
見
書

館
林
保
健
所
の
存
続
と

機
能
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

道
路
特
定
財
源
の
堅
持

に
関
す
る
意
見
書

第
十
一
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の

完
全
達
成
を
図
る
た
め
、
道
路
特
定
財

源
を
堅
持
し
、
一
般
財
源
を
大
幅
に
投

入
す
る
と
と
も
に
地
方
の
道
路
整
備
財

源
を
充
実
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

道
路
の
整
備
促
進
の
た
め
ガ
ソ
リ
ン

税
、
軽
油
引
取
税
、
自
動
車
取
得
税
等

道
路
特
定
財
源
諸
税
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
税
率
を
堅
持
す
る
こ
と
を
政
府
に

強
く
要
望
し
ま
す
。
（
概
要
）

厚
生
省
は
、
全
国
に
あ
る
保
健
所
を

医
療
法
に
基
づ
く
「
医
療
圏
」
に
一
ヵ

所
と
し
、
群
馬
県
で
は
館
林
保
健
所
の

廃
止
・
支
所
化
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
当
局
は
、
邑
楽
館
林
地
域
の
実
情

を
拝
察
の
う
え
、
館
林
保
健
所
を
存
続

す
る
と
と
も
に
、
機
能
を
拡
充
し
、
現

行
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
、
向

上
を
県
に
強
く
要
望
し
ま
す
。
（
概
要
）

加
入
促
進
期
間

2
月
1

日
i

4
月
3
0日

番
組
内
容
は

加
入
は
お
済
み
で
す
か

オ
フ
ト
ー
ク
通
信

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
と
は

村
で
は
、
住
民
の
皆
様
へ
の
情
報

伝
達
手
段
と
し
て
、
平
成
六
年
一
月

か
ら
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
行
政
情
報
、
地
域
情
報
等

の
各
種
情
報
を
即
時
に
各
家
庭
へ
伝

達
す
る
と
と
も
に
、
火
災
等
の
災
害

発
生
時
に
は
緊
急
情
報
を
放
送
し
て

い
ま
す
。

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
シ
ス
テ
ム
は
、

各
家
庭
の
電
話
回
線
を
使
用
し
、
電

話
の
使
わ
れ
て
い
な
い
空
き
時
間
を

利
用
し
て
、
通
信
セ
ン
タ
ー
（
役
場

内
）
か
ら
加
入
者
の
皆
様
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
お
伝
え
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
の
加
入
者
促
進

を
図
る
た
め
、
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い

な
い
か
た
を
対
象
に
加
入
促
進
期
間

を
設
け
ま
し
た
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

役
場
企
画
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

9

_

J
 

2

月
1

日
士
ー
ヽ

◇
加
入
促
進
期
間

4

月

3
0日
困

◇
加
入
対
象
者
村
内
の
一
般
世
帯
、

法
人
事
業
所
（
一
世
帯
、
一
事
業

所
に
一
台
）

◇
設
備
現
在
使
用
の
電
話
に
、
宅

内
接
続
装
置
と
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設

置
し
ま
す
。

◇
費
用
設
備
取
付
工
事
費
は
、
全

額
村
で
負
担
し
ま
す
。

◇
申
し
込
み
方
法
印
鑑
を
持
参
の

う
え
、
役
場
企
画
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◇
1

チ
ャ
ン
ネ
ル
定
時
放
送
（
行

政
・
学
校
・
警
察
署
・
消
防
署
・

農
協
・
商
工
会
等
か
ら
の
お
知
ら

せ
）

◇
2
チ
ャ
ン
ネ
ル
定
時
放
送
の
再

放
送

◇
3

チ
ャ
ン
ネ
ル
定
時
放
送
と
自

主
番
組

◇
4
チ
ャ
ン
ネ
ル

F
M
再
送
信

こ
の
ほ
か
に
、
役
場
・
消
防
署
・

学
校
な
ど
か
ら
随
時
に
一
斉
放
送
や

緊
急
放
送
、
各
地
区
か
ら
の
お
知
ら

せ
を
行
い
ま
す
。

(5) 平成 9 年 1 月 10 日（金）



村の現状と展望について語る斎藤村長

寿
学
級
と
女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
の
合
同
学
習
会

r

村
長
と
語
る
L

が
十
一
月
二
十
六
日
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
だ
。
講
師
に
斎
藤

村
長
を
招
い
て
r

村
の
現
状
と
今
後
の
計
画
、
将
来
の
展
望
な
と
に
つ

い
て
L

の
講
話
と
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
五
十
人
ほ
と
の
参
加
者
は
、

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
だ
。
講
話
の
要
旨
を

ご
紹
介
し
ま
す
。 寿

学
級
生

明
和
村
は
昭
和
三
十
年
に
三
村
が
合

併
し
、
当
時
の
人
口
は
約
一
万
人
、
世

帯
数
は
約
一
、
六
五
0
世
帯
で
し
た
が
、

四
十
一
年
目
を
迎
え
て
人
口
約
一
万
一
、

四
五
0
人
、
世
帯
数
は
合
併
時
の
二
倍

約
三
、
二
0
0

世
帯
と
す
ば
ら
し
い
進

展
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
先
人
の

努
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
明
る
い
平
和

な
村
が
築
け
た
も
の
で
、
先
輩
の
皆
様

に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
四
三

億
円
、
特
別
会
計
（
老
人
保
健
、
国
民

健
康
保
険
、
水
道
事
業
）
を
含
め
る
と

約
六
0
億
円
と
な
り
ま
す
。

平
成
八
年
度
の
主
要
事
業
は
、
西
小

学
校
北
側
に
鉄
骨
平
屋
建
て
約
八
八
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

. 

村
長
と
ひ
さ
を
交

を
建
設
し
て
お
り
、
来
年
四
月
か
ら
の

完
全
給
食
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の

施
設
は
、
P
T
A

、
学
校
長
、
議
員
、

区
長
、
各
種
団
体
の
長
な
ど
約
七
十
五

人
の
検
討
委
員
会
に
諮
問
し
て
、
こ
の

委
員
会
で
将
来
の
こ
と
を
検
討
し
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
、
自
校
方
式
で
な
く
セ

ン
タ
ー
方
式
に
し
よ
う
と
い
う
結
論
を

答
申
い
た
だ
き
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
建

設
し
て
い
る
も
の
で
す
。
ま
た
幼
稚
園

と
保
育
園
の
統
廃
合
問
題
に
つ
い
て
も

こ
の
委
員
会
で
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一

園
に
し
よ
う
と
い
う
結
論
を
答
申
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

小
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
に
つ

い
て
は
、
国
の
方
針
に
よ
り
、
空
き
教

室
を
利
用
し
て
設
置
す
る
た
め
、
今
年

度
空
き
教
室
が
で
き
た
西
小
学
校
へ
導

入
し
、
平
成
九
年
度
に
は
東
小
学
校
に

も
空
き
教
室
が
で
き
る
た
め
、
導
入
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
町
制
施
行
等
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
村
内
に
居
住
す
る
二
十

歳
以
上
の
方
に
お
願
い
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
自
分
で
思
う
よ
う
な
回
答
を
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
推
進
委
員
会
で

女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
生

え
て
懇
談

審
議
さ
れ
、
整
備
を
進
め
て
き
た
ふ
る

さ
と
産
業
文
化
館
が
今
年
完
成
し
、
平

成
四
年
度
か
ら
推
進
し
て
き
た
ふ
る
さ

と
の
広
場
整
備
事
業
は
、
す
べ
て
完
成

し
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
や

図
書
館
は
多
く
の
方
に
利
用
い
た
だ
い

て
お
り
、
今
後
も
、
教
養
を
高
め
る
な

ど
の
た
め
に
大
い
に
利
用
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
海
洋
セ
ン
タ

ー
は
平
成
六
年
六
月
に
開
館
以
来
、
平

成
八
年
十
一
月
二
十
四
日
に
入
場
者
が

二
十
万
人
に
達
成
し
、
多
く
の
方
に
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、
市
街

化
区
域
を
固
む
よ
う
な
形
で
、
村
の
将

来
の
発
展
に
必
要
と
思
わ
れ
る
国
道
一

二
二
号
を
主
体
と
し
た
路
線
で
現
在
関

係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

大
地
震
に
対
応
す
る
た
め
、
防
災
面

` 
建設が進む学校給食センター

真剣に聞き入る学級生

に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
火
水
槽
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
場
合

区
長
さ
ん
な
ど
に
申
請
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

本
村
の
地
盤
沈
下
に
つ
い
て
は
、
昭

和
五
十
年
に
観
測
以
来
三
十
五
セ
ン
チ

ほ
ど
総
体
的
に
沈
下
し
て
お
り
、
被
害

は
で
て
い
ま
せ
ん
が
憂
慮
し
て
い
ま
す
。

平
成
九
年
度
か
ら
は
、
千
代
田
町
で
利

根
川
か
ら
取
水
し
た
表
流
水
と
元
来
の

水
道
水
を
混
合
し
て
、
各
家
庭
へ
給
水

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
関
係
で
は
、
近
い
将
来
本
村
に

お
い
て
も
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
整

備
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
初
め
て
行
っ
た
地
区
座
談
会

は
、
村
民
の
希
望
も
強
く
あ
り
、
村
の

活
性
化
に
役
立
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
の
で
、
平
成
九
年
度
も
実
施

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成 9 年 1 月 10 日（金） (6) 



梅
澤
義
雄
さ
ん

人
権
擁
護
委
員
に

南
大
島
の
本
澤
萬
吉
さ
ん
闘
に
、
こ

の
ほ
ど
農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

本
澤
さ
ん
は
、
農
業
経
営
統
計
調
査

農
家
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
積
極
的

に
調
査
に
協
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

本
村
の
人
権
擁
護
委
員
に
須
賀
の

梅
澤
義
雄
さ
ん
闘
が
十
二
月
一
日
付

け
で
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

こ
。t
 この

人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
は
、

梅
澤
さ
ん
の
よ
う
な
誠
実
な
人
柄
で
、

人
格
識
見
と
も
高
く
、
社
会
的
信
望

も
厚
い
人
に
適
し
て
お
り
、
梅
澤
さ

ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

人
権
問
題
や
日
常
生
活
上
の
問
題

な
ど
で
お
困
り
の
か
た
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

群
馬
県
農
業
機
械
技
術
競
技
大
会
が

農
業
機
械
化
協
会
長
賞
に

野
雄

大

吉

さ
ん

----二

左から田口副会長、坂上会長、柴崎副会長

共
同
募
金
運
動
五
十
周
年
記
念
全
国

社
会
福
祉
大
会
が
十
一
月
十
五
日
、
日

比
谷
公
会
堂
で
行
わ
れ
、
村
老
人
ク
ラ

ブ
連
絡
協
議
会
（
会
長
坂
上
若
栄
さ

ん
）
が
社
会
福
祉
法
人
中
央
共
同
募
金

会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
多

年
に
わ
た
り
国
民
た
す
け
あ
い
共
同
募

金
運
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
社
会
福

祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
て
き
た
功
績
が

高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

に
—

（
中
学1
年
）

館
林
警
察
署
管
内
の
平
成
8

年
度
非

行
防
止
の
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
本
村
で
は
次
の
か
た
が
特
選
に

な
り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

◇
標
語
の
部

特
選
有
田
妃
才
子
（
中
学

1

年
）

流
さ
れ
な
い
で
自
分
ら
し
く
自
分

の
道
を

◇
ポ
ス
タ
ー
の
部

特
選
田
日
陽
子

田口陽子さん 有田妃才子さん

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

本
澤
萬
吉
さ
ん

｀
芍
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一
受
賞
お
め
て
と
う
一

一
｛一
ご
ざ
い
よ
す
一

一C
5

 

m
"
.
'

t
.
‘
J
r
.
,
d
.
9・d

農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状

中
央
共
同
募
金

会
長
表
彰
に

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
協

非
行
防
止
の
標

五
ロ

———
-R 

1
1
月
2
7
日
、
農
林
大
学
校
で
開
か
れ
、

本
村
か
ら
出
場
し
た
大
野
雄
吉
さ
ん
（
矢

島
）
が
群
馬
県
農
業
機
械
化
協
会
長
賞

（
優
良
賞
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
を

主
体
と
し
た
農
業
機
械
の
適
正
な
取
扱

や
作
業
技
術
精
度
の
向
上
等
に
関
す
る

技
術
大
会
で
、
農
業
機
械
利
用
技
能
者

の
資
質
の
向
上
と
農
業
機
械
の
効
率
利

用
の
推
進
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

確
定
申
告
を
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
多
く
は
所
得
税
の
還
付
を
受
け
よ

う
と
す
る
か
た
で
す
が
、
そ
の
申
告

書
の
提
出
は
1

月
か
ら
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
期
間

(
2月
1
6
日1
3

月

1
7
日
）
は
、
税
務
署
の
窓
口
が
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で
、
所
得
税
の
還
付

を
受
け
る
か
た
は
、
源
泉
徴
収
票
を

も
ら
っ
た
ら
早
め
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は
、
毎

月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源
泉
徴

収
さ
れ
、
年
末
調
整
で
清
算
さ
れ
ま

す
。
こ
の
年
末
調
整
に
よ
っ
て
大
部

分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
そ
の
年
の

納
税
が
完
了
し
ま
す
の
で
、
改
め
て

確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
や
、
確
定
申
告
の
必
要
の
な
い

人
で
も
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

還
付
申
告
に
必
要
な
申
告
書
用
紙

は
、
館
林
税
務
署
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。
早
め
に
書
い
て
提
出
し
ま
し

ょ
う
。 所

得
税
の
還
付
申
告
は

1

月
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

確
定
申
告

(7) 平成 9 年 1 月 10 日（金）



笑いを運ぶ審席芸能

い
林家木久蔵さんによる落語

近な情

せください。

掲載写真は差し上
げます。

役場企画課広報係

ff 84-31 

文
化
庁
移
動
芸
術
祭
寄
席
芸
能
公

演
が
1
2
月8
日
⑪
、
ふ
る
さ
と
産
業

文
化
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

わ
が
国
の
優
れ
た
伝
統
芸
能
な
ど
を

低
料
金
で
多
く
の
か
た
が
た
に
鑑
賞

し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
目
的
で
誕

生
し
た
も
の
で
す
。

今
回
の
寄
席
芸
能
公
演
は
、
落
語

の
橘
家
園
蔵
さ
ん
、
林
家
木
久
蔵
さ

ん
、
柳
家
さ
ん
喬
さ
ん
、
橘
家
蔵
之

助
さ
ん
、
林
家
久
蔵
さ
ん
、
漫
オ
の

す
ず
風
に
ゃ
ん
子
さ
ん
・
金
魚
さ
ん
、

太
神
楽
の
鏡
味
仙
之
助
さ
ん
・
仙
三

郎
さ
ん
が
次
々
と
登
場
し
、
出
演
者

の
熱
演
に
会
場
い
っ
ぱ
い
盛
ん
な
拍

手
が
送
ら
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

¥ 

^ 橘家圃蔵さんによる落語

歌って踊って

楽しいひととき
村
で
は
1
2
月
1
0
日
、
ひ
と
り
暮
ら
し
老

人
や
寝
た
き
り
老
人
、
重
度
心
身
障
害
者

な
ど
を
対
象
に
、
「
み
ん
な
で
明
る
い
お
正

月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
」
と
恒
例
の
在
宅
者

歳
末
慰
問
を
行
い
ま
し
た
。

村
長
を
は
じ
め
関
係
職
員
が
3
班
に
分

か
れ
て
2
3
6
人
の
家
庭
を
訪
問
し
、
慰
問
品

や
見
舞
金
、
介
護
慰
労
金
を
贈
り
激
励
し

ま
し
た
。

訪
問
先
で
斎
藤
村
長
ら
か
ら
「
お
元
気

で
す
か
。
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
」

と
声
を
か
け
ら
れ
、
お
年
寄
り
は
「
毎
年
あ

り
が
た
い
で
す
ね
」
と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

外
で
は
風
も
吹
き
、
寒
さ

が
身
に
し
み
る
1
2
月
6
日
に
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
芸

能
発
表
会
が
行
わ
れ
、
多
く

の
参
加
者
が
楽
し
い
4
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
内
で
は
、
会
場

に
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
観
客

を
前
に
、
9
9
人
の
名
踊
り
手
、

名
歌
手
が
チ
ャ
ン
チ
キ
お
け

さ
を
は
じ
め
1
7
種
の
踊
り
と

2
4
曲
の
唄
を
見
事
に
披
露
し
、

好
評
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
て
明
る
り
お
正
月
を

在
宅
者
歳
末
慰
問

平成 9 年 1 月 10 日（金） (8) 



ゎぁ私もまる0だ～L1/
東幼稚園もちつき大会

野
本
久
雄
さ
ん

会
長
就
任
激
励
会

お
正
月
と
い
え
ば
、
お
。
も
・
ち
。

東
幼
稚
園
で
は
、
ひ
と
足
先
に
(
1
2

月
1
3
日
）
恒
例
の
お
も
ち
つ
き
を
行

い
ま
し
た
。

も
ち
つ
き
は
初
め
て
で
は
な
い
そ

う
で
す
が
、
子
ど
も
は
み
ん
な
大
は

し
ゃ
ぎ
。
た
だ
、
も
ち
を
つ
く
の
は

簡
単
で
も
、
丸
め
る
の
が
う
ま
く
で

き
ず
、
か
な
り
奮
闘
し
て
い
ま
し
た
。

お
も
ち
は
、
大
福
と
き
な
こ
の
も

ち
と
お
雑
煮
の
3
種
類
を
作
り
、
味

も
自
分
達
で
作
っ
た
せ
い
か
、
大
満

足
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ち
な
み
に
、

作
っ
た
お
も
ち
の
中
で
人
気
蜘
1

は

お
雑
煮
で
し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

日本花き生産協会長就任激励

社
団
法
人
日
本
花
き
生
産
協
会
の
会

長
に
こ
の
ほ
ど
就
任
さ
れ
た
野
本
久
雄

さ
ん
（
千
津
井
）
の
会
長
就
任
激
励
会

が
1
2
月
4
日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

で
行
わ
れ
就
任
を
祝
い
ま
し
た
。

主
催
者
の
斎
藤
村
長
は
「
野
本
さ
ん

は
永
年
の
技
術
を
も
っ
て
花
き
の
振
興

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
日
本
の
ト

ッ
プ
と
し
て
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
。
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
記
念
品
贈
呈
、

石
村
村
議
会
議
長
の
激
励
の
辞
が
述
べ

ら
れ
た
後
、
野
本
さ
ん
が
「
2
1
世
紀
に

向
け
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

産
地
育
成
等
に
つ
い
て
全
力
で
組
織
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

しめ飾り作りに挑戦

-
9- -•ヽ—·

デ；芯ご三至全三三｀字：

大規模災害に備え

防災倉庫設置

村
で
は
、
こ
の
ほ
ど
大
地

震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
備

え
、
社
会
体
育
館
南
側
の
敷

地
に
防
災
倉
庫
を
設
置
し
ま

し
た
。

倉
庫
は
間
日
6
•
O
O
M
、

奥
行
2
.
4

以
、
高
さ
2
.

3
5
2
い
の
ア
ル
ミ
製
で
、
万
一

の
災
害
の
た
め
に
非
常
食
や

浄
水
装
置
、
移
動
炊
飯
器
な

ど
を
備
蓄
し
て
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
家
庭
で
も
、
消

火
用
具
と
非
常
持
ち
出
し
品

な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

す
が
す
か
し
い
気
持
ち
で
お
正

月
を
迎
え
て
も
ら
お
う
と
、
し
め

飾
り
教
室
が
1
2
月
2
2
日
、
中
央
公

民
館
で
開
か
れ
、
家
族
連
れ
な
ど

6
5
人
が
挑
戦
し
ま
し
た
。

講
師
に
村
内
の
7

人
の
お
年
寄

り
を
迎
え
、
6
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
た
参
加
者
は
、
わ
ら
の
束
ね
方
、

縄
の
な
い
方
な
ど
を
手
取
り
足
取

り
で
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
最

後
に
松
、
南
天
、
昆
布
、
榊
、
み

か
ん
な
ど
を
添
え
て
出
米
上
が
り
。

参
加
者
は
、
苦
労
し
て
仕
上
げ
た

手
作
り
の
し
め
飾
り
を
眺
め
な
が

ら
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

(9) 平成 9 年 1 月 10 日倹



春風亭小朝さん

記

郵便往復はがき

図回□□□□
往信

入

明
和
村
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
落
成

記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、
N
H
K

公

開
録
画
「
ふ
る
さ
と
愉
快
亭
1

小
朝
が

参
り
ま
し
た
1

」
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
観
覧
希
望
の
か
た
は
、

次
の
と
お
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
3

月
6
日
困
開
場
午
後

5
時

3
0分
、
開
演
6
時
1
0分
、
終
演

予
定
8
時

明
和
村
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

し
ゅ
ん
ぶ
う
て
し
こ
あ
さ

春
風
亭
小
朝
ほ
か

1
0
0
歳
コ
ー
ナ
ー
（
県
内
の
1
0
0

歳
）

前
橋
市
元
総
社
町一

八
九

N
日

K
前
橋
放
送
局

「
ふ
る
さ
と
愉
快
亭

小
朝
が
参
り
ま
し
た
」

公
開
係

方

会
場

出
演

法

く
だ
さ
い

伺
も
書
か
な
い
で

申
し
込
み
往
復
は
が
き
に
、
住
所
・

氏
名
・
郵
便
番
号
・
電
話
番
号

（
返
信
面
に
は
、
住
所
・
氏
名
・

郵
便
番
号
）
を
明
記
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
、

入
場
整
理
券

(
1枚
1

名
様
）

を
お
送
り
し
ま
す
。

郵便往復はがき

国 □□□□□
返信 ご

自
分
の
名
前

ご
自
分
の
住
所

郵
便
番
号

住
所

氏
名

電
話
番
号

観
覧
希
望

観
覧
希
望
者
は

申
し
込
み
が
必
要

〒
3
7
1
前
橋
市
元
総
社
町
1
8
9

N
H
K

前
橋
放
送
局
「
ふ
る
さ

と
愉
快
亭
1

小
朝
が
参
り
ま
し

た
ー
」
公
開
係

問
い
合
わ
せ

N
H
K

前
橋
放
送
局

9

ー
J

6
0
2
7
5
1
1
7
1
2
 

n
2
 

明
和
村
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

6
闘
5
5
5
5

宛
先

ー
小
梢
が
参
り
よ
し
た

S

ふ
る
さ

と
愉
快
亭

令
忍
条
令
令
令
舟
令
令
令
条
令
令
令
ふ
ぶ
令
令
条
令

李
豪

牽

N
H
K

公
開
録
画
矛

牽
豪

令
令
ふ
令
ふ
条
条
令
令
令
条
令
必
令
令
条
必
ふ
ふ
令

様

受
付
は

平
成
9
年
3
月
ま
で

だ
だ
い
ま
特
例
届
出
を
受
付
中
で
す

届
出
が
ま
だ
あ
済
み
で
な
い
か
だ
へ

国
民
年
金
の
第
3

号
被
保
険
者
の

国
民
年
金
の
第
3

号
被
保
険
者
の

届
出
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
ま
だ
届

出
を
出
さ
れ
て
い
な
い
か
だ
は
確
認

の
う
え
、
急
い
で
特
例
届
出
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者

で
あ
る
第
2
号
被
保
険
者
、
い
わ
ば

I
I

職
場
の
年
金
“
に
加
入
し
て
い
る

か
た
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
を

第
3

号
被
保
険
者
と
い
い
ま
す
。
こ

の
第
3

号
被
保
険
者
は
、
保
険
料
を

納
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

届
出
を
し
て
確
認
を
受
け
な
け
れ

ば
、
第
3
号
被
保
険
者
と
し
て
扱
わ

れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る
と
将
来
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
滅
額

さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

届
出
を
し
て
い
な
い
か
た
、
ま
た

遅
れ
て
届
け
出
た
か
た
に
対
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
に
も
2
年
間
だ
け
さ

か
の
ほ
り
第
3

号
被
保
険
者
の
期
間

と
認
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ

よ
り
以
前
の
期
間
は
「
未
届
出
期

間
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
平
成
6

年
の
国
民
年
金
法
の
改

正
で
期
間
限
定
の
特
例
届
出
の
制
度

が
定
め
ら
れ
、
平
成
7
年
4
月
か
ら

平
成
9
年
3
月
に
特
例
届
出
が
あ
っ

た
も
の
だ
け
、
昭
和
6
1
年
4

月
以
降

の
未
届
出
期
間
が
第
3

号
被
保
険
者

の
期
間
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。

扶
養
し
て
い
る
配
偶
者
が
再
就
職

し
た
り
、
自
営
業
か
ら
会
社
勤
め
に

な
っ
た
り
し
て
国
民
年
金
の
種
別
変

更
が
あ
っ
た
か
た
な
ど
は
要
注
意
で

す
。
い
ま
一
度
届
出
が
済
ん
で
い
る

か
ど
う
か
確
認
の
う
え
、
ま
だ
お
済

み
で
な
い
か
た
は
期
間
中
に
ぜ
ひ
特

例
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
種
別
変

更
届
、
特
例
届
の
提
出
、
ま
た
不
明

な
点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
役
場

住
民
課
保
険
年
金
係

6
闘
3
1
1
1

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

平成 9 年 1 月 10 日（金） (IO) 



か 塁
ひきはじめに

せ 予防
儘願
保健センター
8(84)4686 

ねぎとにんにく
入り梱干し湯

①ねぎ（白） 10cm はみじ

ん切り。にんにく I 片は

降ろし器ですりおろす。

梅干し 1 個は種子を取り、

半分にさく。

②温めた茶わんに①を入れ
て熱湯を注ぎ、ふたをして

5 分おき、熱いうちに飲む。

新
年
早
々
、
か
ぜ
を
ひ
い
て
い
る
人
が
目
立
つ
て
ま
い
り
ま
し
だ
。

か
ぜ
は
体
調
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
だ
と
き
に
か
か
り
や
す
い
も
の
で

す
。
体
調
の
崩
れ
を
治
し
、
体
力
を
つ
け
る
滋
養
・
強
壮
効
果
の
あ
る

食
べ
物
を
か
ら
だ
が
温
ま
る
よ
う
に
調
理
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
す
、
か
ぜ
か
な
と
思
つ
だ
ら
、
①
栄
養
の
あ
る
食
べ
物
を
食
べ
、

②
か
ら
だ
を
温
か
く
し
て
、
③
ゆ
っ
く
り
と
休
む
（
寝
る
）
の
三
つ
が

大
切
で
す
。

か
ぜ
の
ひ
き
は
じ
め
に
は

し
ょ
う
が
湯
と
梅
干
し
湯

寒
気
が
し
て
鼻
が
詰
ま
る
、
か
ら
だ
し
ょ
う
が
湯
も
梅
干
し
湯
も
肝
心
な

が
だ
る
い
な
ど
の
か
ぜ
の
初
期
症
状
に
こ
と
は
、
熱
い
う
ち
に
飲
ん
だ
ら
す
ぐ

は
、
か
ら
だ
を
温
め
、
発
汗
作
用
の
あ
床
に
入
り
、
肩
ま
で
布
団
を
か
ぶ
っ
て

る
し
ょ
う
が
湯
と
梅
干
し
湯
が
お
す
す
保
温
す
る
こ
と
で
す
。
し
ば
ら
く
す
る

め
で
す
。
と
発
汗
し
て
き
ま
す
の
で
、
肌
着
を
取

し
ょ
う
が
湯
は
、
ひ
ね
し
ょ
う
が
一
り
か
え
て
、
さ
ら
に
も
う
一
杯
飲
み
寝

片
を
す
り
お
ろ
し
、
長
ね
ぎ
を
刻
ん
だ
ま
す
。
こ
の
と
き
も
汗
を
か
い
た
ら
肌

も
の
と
い
っ
し
ょ
に
茶
わ
ん
に
入
れ
、
着
は
こ
ま
め
に
着
替
え
ま
し
ょ
う
。

熱
湯
を
注
ぎ
ま
す
。

か
ぜ
の
予
防
に
は

一度に 3 回は

ガラガラペッ

をさせる。

巴

区

大根はよく洗い、皮

つきのまま I cm角に切

る。広口びんの 8 分目

まで大根を入れ、水あ

めをヒタヒタにかけ、

ふたをして 2 ~ 3 日冷

暗所におく。大根がし

ぼみ、透明な液が出て

きたら、その液をスプ
ーンです〈って飲む。

の
ど
の
痛
み
や
子
ど
も
の

扁
桃
炎
に
は
大
根
あ
め

く
し
ゃ
み
が
出
た
り
、
の
ど
が
痛
か

っ
た
り
、
せ
き
が
出
た
り
す
る
か
ぜ
の

特
効
薬
と
い
わ
れ
て
い
る
の
が
大
根
あ

め
で
す
。

材
料
の
大
根
は
冬
大
根
の
方
が
効
き

目
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

用
い
方
は
、
か
ぜ
の
ひ
き
初
め
で
な

い
と
効
か
な
い
よ
う
で
す
か
ら
、
か
ぜ

か
ぜ
の
予
防
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
ビ

タ
ミ
ン

A
や
C

、
タ
ン
パ
ク
質
を
充
分

に
取
り
、
粘
膜
や
皮
膚
に
抵
抗
力
を
つ

け
さ
せ
て
お
く
こ
と
で
す
。
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
に
心
が
け
て
く
だ
さ

、
。
し

薄
着
や
乾
布
摩
擦
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

か
な
と
思
っ
た
と
き
に
大
き
な
ス
。
フ
ー

ン
で
一
ー
ニ
杯
飲
み
ま
す
。
甘
み
は
強

く
な
く
、
む
し
ろ
お
い
し
い
甘
み
で
す
。

せ
き
が
出
る
か
ぜ
の
ひ
き
は
じ
め
や
、

子
ど
も
の
扁
桃
炎
な
ど
に
も
よ
く
効
く

と
い
い
ま
す
の
で
、
作
り
置
き
し
て
お

く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

(11) 平成 9 年 1 月 10 日（金）



一斉にスタートを切る選手たち

◇女子200m個人メドレー（中学生以

上10歳代） 柿沼由紀 3 分 5 秒01

◇男子200m個人メドレー（中学生以

上10歳代） 島田伸隆 2 分40秒99

◇女子25mバタフライ（小学生 5.

6 年） 吉田奈央 18秒80

◇女子25m背泳ぎ（小学生 1 • 2 年）

柏原裕希 26秒19 (3 • 4 年）

斎藤真理子 30秒26 (5 • 6 年）

島田玲子 25秒76

◇男子25m背泳ぎ（小学生 3 • 4 年）

飯塚徹 28秒07 (50歳代）

笠井成泰 22秒88

◇女子25m平泳ぎ（小学生 1 • 2 年）

金子佳代 31秒72 (3 • 4 年）

関口亜矢 24秒24 (5 • 6 年）

本澤舞 21秒73

◇男子25m平泳ぎ（小学生 1 • 2 年）

吉永敦郎 25秒83 (3 • 4 年）

松島悟 24秒51 (5 • 6 年）

新井俊光 24秒12 (40歳代）

近藤力 20秒49 (50歳代）

笠井成泰 26秒00

第
2

回
村
民
水
泳
大
会

1

位
入
賞
者
（
敬
称
略
）
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◇女子25m 自由形（小学生 1 • 2 年）

金子佳代 24秒01 (3 • 4 年）

関口亜矢 19秒28 (5 • 6 年）

倉持唯 18秒64

◇男子25m 自由形（小学生 1 • 2 年）

吉永敦郎 20秒46 (3 • 4 年）

松島悟 18秒80 (5 • 6 年）

荻野整ー 17秒56 (40歳代）

近藤力 16秒48 (50歳代）

笠井成泰 16秒28

◇女子50mバタフライ（中学生以上

10歳代）須永由佳 39秒59

◇男子50mバタフライ（中学生以上

10歳代）丸山洋右 34秒61

◇女子50m背泳ぎ（中学生以上10歳

代）松本真由 37秒37

◇女子50m平泳ぎ（小学生 5 • 6 年）

倉持唯 49秒22 （中学生以上

10歳代）高瀬琴未 40秒83 (20 

歳代）小泉裕子 52秒17

◇男子50m平泳ぎ（中学生以上10歳

代）江森聖弥 36秒59

◇女子50m 自由形（小学生 5 • 6 年）

吉田奈央 41秒28 （中学生以上

10歳代）栗原木美佳 32秒97 (20 

歳代）小泉裕子 40秒47

◇男子50m 自由形（小学生 1 • 2 年）

吉永敦郎 48秒25 (3 • 4 年）

野本和寛 49秒64 (5 • 6 年）

荻野整ー 29秒62 （中学生以上

10歳代）斎藤亮太 28秒30 (50 

歳代）梅津定ー 50秒46

◇男女混合100mバタフライ（中学生

以上10歳代）斎藤美映子 1 分32

秒44 堀日修平 1 分21秒46

◇男女混合100m背泳ぎ（中学生以上

10歳代）松本真由 1 分21秒03

吉永博彰 1 分27秒73

◇女子100m平泳ぎ（中学生以上10歳

代）森田芳枝 1 分48秒42

◇男子100m平泳ぎ（中学生以上10歳

代）江森聖弥 1 分19秒86

◇女子100m 自由形（中学生以上10歳
代）野本有里 1 分27秒62

◇男子100m 自由形（中学生以上10歳

代）島田伸隆 1 分03秒01

◇
シ
ン
グ
ル
ス

〔
小
学
生
男
子
の
部
〕

優
勝
橋
本
崇

準
優
勝
坂
上
慶
太

三
位
鑓
田
規
人

三
位
酒
井
大
輔

〔
小
学
生
女
子
の
部
〕

優
勝
小
松
原
聡
美

準
優
勝
関
日
亜
矢

三
位
田
中
絹
恵

〔
中
学
生
男
子
の
部
〕

優
勝
張
谷
明
広

準
優
勝
橋
本
彰
夫

三
位
春
日
敦
史

〔
中
学
生
女
子
の
部
〕

優
勝
田
口
友
香

準
優
勝
木
村
智
映

三
位
木
村
久
美
子

〔
一
般
男
子
の
部
〕

優
勝
原
秀
一

準
優
勝
星
良
雄

優勝した皆さん

第
3
7回
村
民
卓
球
大
会

（
敬
称
略
）

第
6

回
協
会
杯

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝

準
優
勝

三
位
四
位

千
津
井
A

田
島

大
輪
B

矢
島
B

`̀̀ ‘‘ ‘` ‘`• 

優勝した「大輪 D 」

三
位
小
松
原
義
男

〔
一
般
女
子
の
部
〕

優
勝
大
津
由
紀
子

準
優
勝
小
松
原
順
子

◇
ダ
ブ
ル
ス

〔
一
般
男
子
の
部
〕

優
勝
小
松
原
義
男
•
原

準
優
勝
星
良
雄
・
木
村

三
位
林
正
幸
•
島
田

〔
一
般
女
子
の
部
〕

優
勝
木
村
智
映
・
森
尻
佐
知
子

準
優
勝
木
村
久
美
子
・
新
井
祐
子

三
位
田
口
友
香
・
安
井
友
紀

第

1
6
回
老
人
ク
ラ
ブ

ベ
タ
ン
ク
大
会

優
勝
大
輪

D

準
優
勝
下
江
黒

c

三
位
大
輪

A

和秀
誠彦一

平成 9 年 1 月 10 日（命 (12) 



力
石
は
そ
の
昔
力
試
し
、
力
く
ら
ベ

に
使
わ
れ
た
石
で
、
今
の
よ
う
に
娯
楽

や
ス
ポ
ー
ツ
等
の
少
な
か
っ
た
時
代
で

は
、
若
者
達
の
体
力
の
向
上
等
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

力
く
ら
べ
と
い
え
ば
力
持
ち
、
力
持
あ
ま

ち
の
話
で
は
神
話
の
中
に
出
て
く
る
天

た
の
ぢ
か
ら
お
の
み
―
lと
あ
ま

手
力
男
命
と
い
う
力
持
ち
の
神
様
が
天

い
わ
ど
い
ず
も

の
岩
戸
を
引
き
開
け
た
話
、
ま
た
出
雲

の
国
（
今
の
島
根
東
部
地
方
）
を
大
き

や
っ
か
の
み
ず
お
み
つ
の
の
み
-
)
と

く
広
げ
よ
う
と
、
八
束
水
臣
津
野
命
と

い
う
神
様
が
海
の
む
こ
う
に
浮
ぶ
陸
地

に
綱
を
か
け
て
国
引
き
を
し
た
話
（
出

ふ
ど
き

雲
風
土
記
）
な
ど
、
こ
れ
は
ほ
ん
の
一

例
で
、
ほ
か
に
も
超
人
的
な
力
持
ち
の

伝
説
が
全
国
各
地
に
残
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

今
の
よ
う
に
科
学
の
発
達
と
機
械
力

No.17 

[ 謡への回想 ] 

の
恩
恵
の
な
か
っ
た
そ
の
昔
に
あ
っ
て

は
、
荷
物
の
積
み
下
ろ
し
、
運
搬
等
に

個
々
の
人
の
持
つ
力
の
果
た
す
役
割
は

非
常
に
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
は
米
、
麦
等
の
入
れ
物
も
袋
と
な

っ
た
た
め
見
か
け
な
く
な
っ
た
俵
、
昔

は
農
家
の
力
仕
事
で
米
俵
を
担
ぐ
こ
と

が
で
き
て
は
じ
め
て
人
並
み
と
言
わ
れ
、

若
者
達
は
機
会
あ
る
ご
と
に
そ
の
力
を

競
い
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

本
村
に
現
存
す
る
力
石
は
、
江
口
の

諏
訪
神
社
境
内
に
文
政
二
年
(
-
八
一

九
）
奉
納
の
四
拾
貫
と
、
年
号
不
明
、

二
拾
九
貫
余
の
も
の
、
田
島
の
徳
蔵
院

の
境
内
に
年
号
不
明
、
参
拾
貫
の
い
ず

れ
も
自
然
石
三
個
が
確
認
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
新
里
の
菅
原
神
社
の
境
内
に
も

自
然
石
で
そ
の
形
状
か
ら
力
石
と
推
定

さ
れ
る
も
の
が
一
個
あ
り
ま
す
。

昔
の
こ
と
は
想
像
の
域
を
出
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
ら
の
石
を
め
ぐ
っ
て
ど
の
よ

◄

諏
訪
神
社
（
江
口
）
の
力
石

▲徳蔵院（田島）の力石

う
に
力
く
ら
べ
が
行
わ
れ
た
か
、
力
持

ち
の
番
付
な
ど
あ
っ
た
か
、
興
味
深
い

こ
と
で
す
が
記
録
も
な
く
、
石
も
ま
た

黙
し
て
語
ら
ず
残
念
な
こ
と
で
す
。

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員
記
）

` 
館林邑楽地区 館 林 地 区 千代田

; g t ̀ 板倉地区
明和地区

更科日

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
にのは

休 なにみ! 
る限り '--" 

1 月 15 日
清河堂医院 新橋病院 ; i 畠ff(72)3070 合(75)3011

日
あ院
り―

土井クリニック 小倉医院 安楽岡医院 永寿堂医院 井上医院 館林地区と まは 合

1 月 19 日
合 (72)8841 合 (72)0606 合 (72)0572 合（72)4469 合 (82) I 131 同じです。 >] (72) 

3 
で 1 I 

当 落合医院 大神医院 横田（善）医院 川島脳外科 増田医院 竹越医院 塁 9 4 

゜1 月 26 日 しで ‘-J 

ff(72)3160 合 (62)2200 合 (72)4970 ff(75)551 I 合 (82)2255 合 (84)3137
てで が

かす゚ 担

根岸医院 川田（耳）医院 大石医院 小曽根医院 館林地区と 館林地区と ら 当

2 月 2 日 三；；戸又ｷ̂ ク し

番 合 (72)3262 合 (72)3314 合 (74)2362 合 (72)7707 同じです。 同じです。 ま
し す
て ゜

小西医院 川村医院 堀越医院 慶友病院 館林地区と 館林地区と < ^ 灯2 月 9 日 だ

医
合 (86)2261 合 (72) 1337 合 (73)4151 合 (72)6000 同じです。 同じです。 さ

し‘ ;] ゜
増田医院 海宝病院

2 月 II 日
合 (72) 1387 合 (74)0811 喜

(13) 平成 9 年 1 月 10 日（金）



村税等の納付は

便利な口座振替で

農家の皆さん

「埋め立て」は慎重に I

l 役場税務課 合⑥Q釘リ― l 村農業委員会（経済：霜4)3111
村民税、固定資産税などの村税は、 ◇農地は残土の処分場ではありませ

金融機関（銀行・農協・信用金庫）

のあなたの預金口座から振替納税す

る制度があります。

この制度を利用するとあなたの預

金口座から自動的に引き落としされ

ますので、納め忘れがなくなり納税

のため金融機関に出向く必要がなく

なります。

手続きは、預金口座にご使用の印

鑑と口座番号が確認できる通帳など

を持参のうえ、取引先の金融機関か

税務課へ「預金口座振替申出書」を

提出してください。

なお、村税以外の水道料金、国民

ん。

田・畑などへの建設残土等による

埋め立てにより、多くの問題が発生

しています。隣地等の冠水、道水路

の破損、用排水の不良、さらには汚

染物質等の混入の恐れもあり、農作

物、生活環境に重大な悪影響を及ぽ

すことが懸念されます。

◇埋め立てを行うには農地法の許可

等が必要です。
無許可の埋め立ては、地権者にも

責任があり、現状回復命令などの法

的措置もとられますから安易な埋め

立ては、絶対に行わないでくださ

年金保険料の納付も合わせてこの制 I い。

度を利用しましょう。

税理士による
還付申告無料相談

［館林税務署
合（72)4373

2 月 1 日（土）から 15 日（土）までの間、

税理士事務所において少額な還付申

告相談および申告書の作成を無料で

行いますので、最寄りの税理士事務

所へ事前に電話連絡のうえ、お出か

けください。

なお、ご相談の内容によりまして

は低額な料金となることもあります

ので、事前連絡の際に担当税理士に

お確かめくださるようお願いします。

l 県緑化センター 合(88)7188 _ 
家庭緑化を進めるため、 2 月は「庭

木・草花の新種について」をテーマ

として開催します。

◇日時 2 月 20 日（杓午前10時～正午

◇場所県緑化センター（邑楽町）

◇講師緑の相談員飯塚博久先生

◇募集人員 50名

◇参加費無料

◇申し込み群馬県緑化センターへ

※このほかにも、毎週木曜日午前10

時から午後 3 時まで「緑の相談室」

を開設して相談に応じています。

冬期間の水道故障は
村指定の水道業者に

［役場建設課 合(84)3111
1 月 19 日（日）松本水道合 (84)2839 

1 月 26 日（日）石崎水道合（84)4147

2 月 2 日（日）大川工業合（73)0721
2 月 9 日（日）金子水道合（84)2148

2 月 16 日（日）島田設備合（84)3282

2 月 23 日（日）高田設備合（84)3736

水道管の凍結防止は万全ですか．I

第2回ファミリーテー

参加者募集

「県立金山青年の家合(22)7956 -
◇期日 2 月 9 日（日） 午前 9 時受付

◇会場 県立金山青年の家

◇対象 県内在住の家族（子どもだ

けの参加は小 4 以上）

◇内容家族でウッドクラフト、ペ

ーパーウェイトの作成

◇募集人員 30人（先着順）

◇費用 1 人300円（材料費）

◇申し込み 住所・氏名・年齢・性

別・電話番号を明記のうえ、はが

き、電話、ファックスのいずれか

で申し込む

◇申込期間 1 月 18 日（士）～ 31 日（金）

◇申し込み先 県立金山青年の家

〒373 太田市熊野町39-34

FAX (22) 7727 

：、（和が黛五法露桓麗
◇日時＝ 2 月 10 日（月）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝蓮見弁護士

◇受 付＝ 2 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

只扉：：万麗ノ~}}1置尋：］麓ミ：）
◇日時＝ 2 月 13 日（杓

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 8年2 月、 7 月、 10月生

霞<)'--\t，□硯：：］イ｛麟i
◇日時＝ 2 月 4 日（火）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

八直）1J-r［表甚記喜蘊属
r /, -,,、\, 9, =I ヽ／メ｀ （ 1 ．-,、人、＼，＼ i ：：：：/、//` (I. ( 

◇日時＝ 2 月 17 日（月）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

:i羹直直：箪硯麗ィ
◇ B 時＝ 2 月 13 日（杓

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

洋］］：：雀：、ノ：□-］、ー：：
ミノ／ 1 ,9 へ 、 —/ / 1 .,ヘ

◇日時＝ 2 月 20 日（杓

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

：、王国口翌□祠パ見
◇国民年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 1 月 31 日（金）

平成 9 年 1 月 1OH （命 (14) 



公正取引委員会

消費者モニター募集

公正取引委員会事務総局

合03(358 1)1754 

◇応募資格 20歳以上の一般消費者

◇役割 モニター研修会（年 2 回）

に出席すること、年数回のアンケ

ート調査に回答すること、 日常の

生活経験に照らした消費者として

の意見や情報を提供すること

◇任期平成 9 年 4 月～ 10年 3 月末

◇募集人数群馬地区13名（全国で

1,000名程度）

◇募集期間 1 月 10 日面～ 2 月 7 日

倫（当日消印有効）

◇廊募方法 宛先明記の返信用封筒

(80円切手貼付）を同封し、〒100

東京都千代田区霞が関1-1-1 中

央合同庁舎第 6 号館 B棟公正取

引委員会取引部消費者取引課にお

申し込みください。折り返しお送

りします。

親と子のつとい
「春をさがそう」

県立東毛少年自然の家

云0277(78) 5666 

◇日時 2 月 22 日（む～ 23 日（日） 1泊2B

◇会場 県立東毛少年自然の家

◇内容春の七草摘み、野鳥観察、

七草のお好み焼きづくりなど

◇対象 小・中・養護学校の児童・

生徒とその保護者

◇定員 120人（先着順）

◇費用 1 人2,600円（食事代など）

◇申込期限 l 月 31 日倹
◇申し込み 電話またはファックス。

住所、氏名、学年、性別、電話番

号をお知らせください。

FAX 0277(78)7322 

在宅の看護婦さん

カムバック

l 役場環境保健課 合(84)4686 -
群馬県では、看護婦不足に対処す

るために、保健婦、助産婦、看護婦、

准看護婦の資格を持っているかたで、

現在家庭にいたり、資格を活用して

いないかたにナースバンクヘの登録

をお願いしています。

登録されますと、就職相談、再教

育講習などが無料で受けられます。

登録を希望されるかたは、村環境保

健課へご連絡ください。

NHI< 学園通信講座
受講生募集

「 NHK学園 合0425(72)3151
NHK学園では、生涯学習講座

（通信講座）の受講生を募集してい

ます。

◇生涯学習講座教養と趣味を深め

るための書道、俳句、短歌など80

講座があります。‘

◇申し込み 随時受け付けています。

※詳しくは、 NHK学園へ

歯科無料相談

l 館林邑楽歯科医師会 ー
合(73)8818

館林邑楽歯科医師会では、歯の無

料相紙を行います。

◇日時 1 月 19 日（日） 午前 9 時～ 11

時30分（毎月第 3 日曜日）

◇場所館林邑楽歯科医師会館
◇内容歯に関するあらゆる相談

電線の近くでタコあげはやめましょう．グ

電線などに「タコ」が

ひっかかっても、電柱や

鉄塔にのほらないで、す

ぐにお近くの東京電力へ

お知らせください。

東京電力への連絡先

館林営業所合(72)4340

とうもう伝統芸能

大会が開かれます

東毛広域市町村圏振興整備組合

事務局 合(45)8181

◇日時 1 月 19 日（日）午後 1 時開演

◇場所大泉町文化むら大ホール

◇内容 東毛広域各市町村に伝わる

郷土芸能、かぐら、ひょっとこ、

八木節など

◇入場料無料

◇その他 アトラクション、抽選会

ひとりで悩ます早めに
親と子の教育相談

村教育委員会

教育相談専用 合0120-845665

小学生、中学生の皆さんやお父さ

ん、お母さん等を対象に教育相談事

業を開設していますのでご利用くだ

さい。

◇相談内容 いじめ、登校拒否等に

かかわる悩み

◇相談方法

0 電話相談合（フリーダイヤ）以）0120-845665

月～金曜日、午前 8 時30分～午後

5 時（時間外は留守番電話が受付）

〇来所（面接）相談

日時毎月第 2. 第 4 水曜日、午

後 1 時～ 3 時

場所 中央公民館

なるべく事前に電話（フリーダイヤ

ル0120-845665) で申し込みください。

※学校と連携を取りながら行います。

また、秘密を守りますので安心して

ご相談ください。

( 

在日外国人こころの

健康づくり講演会

l 館林保健所 合(72)3230
外国籍を持つ住民の精神的問題に

ついて関係者や地域住民に関心を広

めてもらうため開催します。

◇日時 2 月 4 日因午後 1 時3(Y分～

3 時30分

◇会場大泉町文化むら

◇内容 演題「日系ブラジル人のメ

ンタルヘルス」 講師 Dr. ltiro 

Sh irakawa （サンパウロ連邦大学

教授）

◇費用無料

◇申し込み 1 月 29 日（水）までに大泉

町保健センター合 (62) 2121へ

(15) 平成 9 年 1 月 10 日徐



山
下
ふ
て

フ
グ
鍋
や
枯
レ
広
か
る
恨
来
て

母
の
顔
父
の
声
あ
り
夢
始
め

リ
ょ
う
せ
ん

風
荒
れ
て
稜
線
正
す
初
赤
城

荒
井
み
ね
子

日
名
子
春
実

高
橋
三
重
子

か
た
く
わ
は
じ

S

碩
く
は
に
守
る
老
の
手
鍬
姥

野
沢
芳
子

松
本
夜
詩
夫

寄
せ
鍋
や
囲
む
と
云
う
も
一
一
人
き
り

江
原
さ
い

山
下
富
治

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
と
し
て
、

発
足
以
来
2
0
年
に
近
い
年
月
を
数
え

ま
す
が
、
地
域
と
の
連
携
と
仲
間
相

互
の
親
睦
に
大
き
な
力
と
な
っ
て
今

日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
数
年
前
よ

り
ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
化
に
併
せ
て
、

ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー
、
ボ
ー
リ
ン
グ
等
、

気
軽
に
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
事

か
ら
平
成
5

年
4

月
よ
り
会
の
名
称

も
江
口
愛
好
会
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
会
員
は
3
8名
で
す
が
、
2
0
代

か
ら

6
0代
と
年
齢
層
も
広
く
ユ
ー
モ

ア
を
話
す
会
員
が
結
構
い
る
の
で
、

四
季
を
と
お
し
て
ス
ポ
ー
ツ
や
行
事

マラおよ）：な？汐

¥ 

御
神
油
の
五
臓
に
し
み
る
初
詣

を
楽
し
む
時
な
ど
そ
れ
は
も
う
賑
や

か
な
も
の
で
す
。
無
茶
苦
茶
に
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
ル
ー
ル
を

無
視
す
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

私
ど
も
江
口
愛
好
会
は
、
一
人
で

も
多
く
何
等
か
の
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
プ
レ
ー
を
楽
し
む

こ
と
に
よ
っ
て
体
力
の
維
持
、
あ
る

い
は
ス
ト
レ
ス
の
解
消
な
ど
体
力
づ

く
り
を
目
標
に
し
て
い
る
会
で
す
。

ぜ
ひ
一
度
会
員
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

う
だ
っ
え
ん
の
し
ゅ
ぐ

冬
構
卯
建
こ
け
む
す
海
野
窟

注
連
張
っ
て
神
閉
じ
込
め
る
村
や
し
ろ

明
和
徘
句
会

文

芸

江口愛好会

代表新井登志雄

,.....→～ベー

村の人口と世帯
12月25日現在（対前月比）

世帯数 3, 195戸(- 3) 

人口総数 I I,456人(- I I) 

男 5,779人・女 5,677人

(12月中の動き）

出生 5人・死亡

転入 6人・転出

7人

15人

12月の救急車出動回数

●交通事故

●急
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％
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％
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
「
広
報
め
い
わ
」
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
1

月
分
か
ら
、
村
の
主
な
行
事
や
交

通
安
全
標
語
な
ど
を
一
っ
に
ま
と
め
た
「
め
い

わ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
毎
月
発
行
し
、
広
報
紙
に

折
り
込
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
家
庭
で
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
が
明
る
い
希
望
に
満
ち
た
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
。
®

す
ば
ら
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。私

の
家
で
は
、
昨
年
の
暮
れ
か
ら
風
邪
を
ひ

い
て
し
ま
い
さ
ん
ざ
ん
で
し
た
。
今
年
は
特
に
、

健
康
に
注
意
し
て
広
報
・
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
と

頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
年
も
皆
様
方

の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ｩ
 

広
報
の
裏
ペ
ー
ジ
も
新
年
に
合
わ
せ
て
、
モ

デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
た
。
気
に
入
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
か
。

昨
年
は
ま
だ

1

年
目
で
あ
た
ふ
た
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
も
っ
と
落
ち
着
い
て
ス

ム
ー
ズ
に
仕
事
が
は
か
ど
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
。
⑭

田
口

拓を光←和達含茜岳名
海み希き寛知哉ゃ

男 男 男 男 女

中 士也 （
敬
称
略
）
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町制施行等に関する

アンケート調査結果

町制施行についての賛否

無回答 77人 1.5%
わか

◇
賛
成3

,
4
4
5

人

(
6
4
.
9
%
)

◇
反
対1

,
1
6
9

人
(
2
2
.
0
%
)

7
フ
人

(
1
.
5
%
)

町
制
施
行
に
つ
い
て
は
、
「
賛
成
」
が

6
4
.
9
％
と
「
反
対
」
の
2
2
.
0
%

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

1

町
制
施
行
に
つ
い
て

問
あ
答
え
く
だ
さ
い
。

◇
わ
力
ら
な
い

6
1
4

人

(
1
1
.
6
%
)

◇
無
回
答

反

対
_ 

一_ 
一. 
〇
貯

賛

成

六
四. 
九
貯

年齢別回収結果

町
制
施
行
に

年齢 発送数 回収数 回収率

20歳代 1,483 737 49.7% 

30歳代 1,223 775 63.4% 

40歳代 2,047 1,211 59.2% 

50 歳代 1.410 860 61.0% 

60歳代 1,272 870 68.4% 

70歳以上 1,234 779 63.1% 

年齢不詳 73 

計 8,669 5,305 61.2% 

村
民
の
意
向
は

町
制
施
行
に
つ
い
て
村
民
皆
さ
ん
の
意
向
を
把
握
す
る
だ
め
、

区
長
さ
ん
は
じ
め
皆
様
の
ご
協
力
を
い
だ
だ
き
、
昨
年
十
＿
月
に

町
制
施
行
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
だ
。

対
象
は
、
村
内
に
居
住
す
る
二
十
歳
以
上
の
か
だ
八
、
六
六
九

人
で
す
。
回
答
は
、
五
、
三
0
五
人
の
か
だ
か
ら
い
だ
だ
き
、
六

一
・
ニ
％
の
回
収
率
で
し
だ
。

こ
の
ほ
と
、
そ
の
分
析
、
集
計
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
だ
の
で

そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
だ
。

地区別回収結果

地区名 発送数 回収数 回収率

斗合田 297 171 57.6% 

下江黒 253 156 61.7% 

上江黒 402 202 50.2% 

千津井 479 285 59.5% 

江 口 489 319 65.2% 

島
、ト

57.1% 田 445 254 

南大島 912 548 60.1% 

新 里 1,146 740 64.6% 

中 谷 881 514 58.3% 

梅 原 743 424 57.1% 

JI I 俣 324 232 71.6% 

須 賀 358 255 71.2% 

大 輪 734 451 61.4% 

入ヶ谷 100 57 57.0% 

矢 島 532 325 61.1% 

大佐貫 574 315 54.9% 

地区名不詳 57 

計 8,669 5,305 61.2% 

平成 9 年 2 月 10 日（月） (2) 



賛成者(3,445人）の実施時期 その他 163人
4.8% 

平成10年 2.471 人 71.7% 
平成12年

762人

22.1% 無回答 49人
1.4% 

町
制
施
行
の
実
施
時
期
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

◇
平
成
1
0年
に
実
施

2
,
4

フ
1

人
（
フ
1

・
フ
％
）

◇
平
成
1
2年
（
西
暦2
,
0
0
0

年
）
に

実
施

7
6
2

人
(
2
2
.
1
%
)

◇
そ
の
他

1
6
3

人
(
4
.
8
%
)

問
1

で
賛
成
と
答
え
だ

か
だ
の
み
お
答
え
く
だ

2
 さ

い
。

問

◇
無
回
答

4
9

人
(
1
.
4
%
)

町
制
施
行
賛
成
と
答
え
た
か
た
で
、

実
施
時
期
は
「
平
成
1
0
年
に
実
施
」
が

7
1
.
7
％
と
「
平
成
1
2
年
に
実
施
」

の
2
2
.
1
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

ま
す
。
．

そ
の
他
の
中
に
、
平
成
9
年
に
実
施
、

大
至
急
な
ど
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

反対者 (1,169人）の反対理由

その他

1 2・ぶ禽

◇
無
回
答

このまま村がよい

668人 57.1% 

近隣市町と合併

467人 40.0%

無回答 13人
1. 1 % 

◇
こ
の
ま
ま
村
の
方
ガ
よ
い

6
6
8

人
(
5
7
.
1
%
)

◇
近
隣
市
町
と
合
併
し
だ
方
ガ
よ
い

4
6

フ
人

(
4
O
·
O
%
)

◇
そ
の
他

2
1

人

(
1
.
8
%
)

1
3

人

(
1
.
1
%
)

町
制
施
行
反
対
と
答
え
た
か
た
で
、
「
こ

の
ま
ま
村
の
方
が
よ
い
」
が
5
7
.
1
%

と
「
近
隣
市
町
と
合
併
し
た
方
が
よ
い
」

の
4
0
.
0
％
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
中
に
、
明
和
村
に
な
じ
ん

で
好
き
だ
か
ら
、
名
前
で
な
く
中
身
が

良
く
な
れ
ば
等
が
あ
り
ま
し
た
。

問
1

で
反
対
と
答
え
だ

か
だ
の
み
あ
答
え
く
だ

3
 さ

い
。

問

村
で
は
簡
素
化
の
だ
め
、
昭
和
3
4

年
カ
―0
9
月
2
3日
に
挙
行
し
て
き
ま

し
だ
が
、

◇
こ
れ
ま
で
ど
あ
り
9
月
2
3日
（
秋

分
の
日
）
の
方
ガ
よ
い

2
,
2
2
0

人

(
4
1
.
9
%
)

◇
成
人
の
日
の
1

月
1
5日
に
変
更
し

だ
方
が
よ
い

2
,
7
2

フ
人

(
5
1
.
4
%
)

◇
そ
の
他

1
5
6

人

(
2
.
9
%
)

◇
無
回
答

2
0
2

人

(
3
.
8
%
)

成
人
式
の
挙
行
日
に
つ
い
て
は
、
「
こ

れ
ま
で
ど
お
り
9

月

2
3
日
の
方
が
よ

い
」
の
4
1
.
9
％
よ
り
も
「
成
人

◇
こ
の
ま
ま
の
1
2人
で
よ
い

3
,
8
6
5

人
（
フ
2
.
8
%
)

◇
1
4人
に
し
だ
方
ガ
よ
い

2
1
0

人

(
4
·
O
%
)

◇
1
6人
に
し
だ
方
ガ
よ
い

3
8
2

人

(
7
.
2
%
)

◇
1
8人
に
し
だ
方
ガ
よ
い

1
7
3

人

(
3
.
3
%
)

◇
そ
の
他

4
0
2

人
（
フ

•
6
%
)

◇
無
回
答

2
7
3

人

(
5
.
1
%
)

議
員
の
定
数
に
つ
い
て
は
、
「
こ
の

ま
ま
の
1
2
人
で
よ
い
」
が
7
2
.
8
%

で
最
も
多
く
、
1
2
人
以
外
の
人
数
を

村
議
会
議
員
の
定
数

に
つ
い
て

成
人
式
の
挙
行
日

に
つ
い
て

村議会議員定数

その他無回答
18人にする 402人 273人

173人 (7.6%) (5.1%) 
(3. 3%) 

16人にする
382企
(7. 2%) 

14人にする
210人
(4. 0%) 

大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

成人式の挙行日

無回答
202人
(3. 8%) 

の
日
の
1

月

1
5
日
に
変
更
し
た
方
が

よ
い
」
が
5
1
.
4
％
と
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

ヽ
｀
j

施実
人
％

日

2
0
9

3
2
.
 

2

乙

5

月
, 

(3) 平成 9 年 2 月 10 日（月）



. 
所得税の確定申告

所得税申告納税相談日程表

ニ彰ナえ 当行政区

月 日 午前 9 時 午後 1 時 会場

~12時 ~ 4 時

2 月 18 日伏）
斗合 田 江 ロ

須 賀 田 島

19 日（水）
JI I 俣

大佐貫 中
入 ケ ベロ

下江黒 央
20 日（木）

上江黒
大 輪

公

21 日（金 中 父ロ 南大島
民

25 日（火） 矢 島 梅 原 館

26 日（水） 千津井 新 里

所
得
税
と
村

平
成
8
年
分
（
平
成
8
年
1

月
1

日
ー
平
成
8
年
1
2

月
3
1日
）
の
所
得
税
の
確
定
申
告
と
村
・
県
民
税
の
申

告
は
、
2
月
1
7日
向
か
ら
3
月
1
7日
向
（
だ
だ
し
土
、

日
曜
日
は
除
く
）
ま
で
で
す
。
申
告
・
納
税
相
談
は
別

表
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ
だ
日
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
指
定
さ
れ
だ
日
に
と
う
し
て

も
申
告
で
き
な
い
方
は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
あ
済
ま

せ
く
だ
さ
い
。

①
事
業
を
し
て
い
る
人
、
不
動
産
収
入

の
あ
る
人
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人

な
ど
で
、
平
成
8

年
中
の
所
得
金
額
の

合
計
額
が
、
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、

配
偶
者
特
別
控
除
、
扶
養
控
除
、
社
会

保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
、

所
得
金
額
か
ら
差
し
引
か
れ
る
各
種
控

除
の
合
計
額
よ
り
多
い
人

②
給
与
所
得
者
で
平
成
8
年
中
の
給
与

の
収
入
金
額
が
2
,
0
0
0

万
円
を
超

え
る
人
、
ま
た
は
、
給
与
所
得
や
退
職

所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
、

2
0
万
円
を
超
え
る
人

確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人
で

も
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納

税
を
し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て

い
る
と
き
に
は
、
還
付
を
受
け
る
た
め

の
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
次
の
よ
う
な
人
は
、
よ
く
確
か

め
て
く
だ
さ
い
。

①
源
泉
徴
収
さ
れ
た
配
当
や
原
稿
料
な

ど
の
収
入
が
少
額
で
、
し
か
も
、
そ

の
他
の
所
得
も
あ
ま
り
多
く
な
い
人

②
給
与
所
得
者
で
、
医
療
費
控
除
、
寄

付
金
控
除
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除

確
定
申
告
を
す
れ
ば

税
金
が
戻
る
人

確
定
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人

. 

. 
還
付
金
の
受
け
取
り
は

口
座
振
込
で

安
全
便
利
な
振
替
納
税

ご
利
用
く
だ
さ
い

な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

③
給
与
所
得
者
で
、
年
の
中
途
で
退
職

し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め

年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人

④
公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
で
源
泉
徴

収
さ
れ
た
税
額
が
あ
り
、
生
命
保
険

料
控
除
、
損
害
保
険
料
控
除
、
社
会

保
険
料
控
除
の
あ
る
人

⑤
予
定
納
税
を
し
た
が
、
確
定
申
告
の

必
要
が
な
く
な
っ
た
人

⑥
特
別
減
税
を
受
け
て
い
な
い
人

※
な
お
、
給
与
所
得
者
で
給
与
所
得
や

退
職
所
得
以
外
の
各
種
所
得
金
額
の
合

計
額
が
2
0
万
円
以
下
の
た
め
確
定
申
告

を
要
し
な
い
人
で
あ
っ
て
も
、
還
付
を

受
け
る
た
め
の
申
告
書
を
提
出
す
る
場

合
は
、
こ
れ
ら
の
所
得
も
申
告
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

県
民
税

お
早
め
r

春
の
確
定
申
告
。

h
眉
闇

A
国
笙

"”ら 399.9U エて

申告と納税は、正しく．お早めに•；ーが＇汽問が、•9“’ i........ o.,;h •••;,., 

平成 9 年 2 月 10 日（月） (4) 



, 申告 . 相談は2月17日月）～5月17日（月）

お問い合わせは

所得税…••館林税務署ff72-4373

村・票民税……役場税務課合84-3111

内線 344

村・県民税の申告

村・県民税申告相談日程表

該当行政区

月 日 午前 9 時 午後 1 時 会場

~12時 ~ 4 時

2 月 27 日（杓
斗合田

千津井 喜江 日

28 日（金） 上江黒
下江黒 [ 
田 島

3 月 4 日（灼 ),, 俣 矢 島

[ 5 日（水） 須 賀 大佐貰

所
6 日（杓 入ヶ谷 大 輪

南大島 中谷

:] 
11 日伏） 南大島

（七・八肝以外） （七・八軒）

12 日（水） 梅 原 新里

申
告
出
張
相
談
は
2
月
2
7
日
巾
か
ら

申
告
出
張
相
談
は

い
つ
と
こ
で

村
・
県
民
税
の
申
告
は
、
平
成
9
年

1

月
1

日
現
在
、
本
村
に
住
ん
で
い
て

平
成
8

年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
人
で
、

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

②
給
与
所
得
の
み
の
人
で
、
勤
務
先
か

ら
役
場
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出

さ
れ
て
い
る
人

こ
れ
以
外
の
人
は
、
村
・
県
民
税
の
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
告
書
が
送
ら
れ
た
人
は
、
所
得
が

な
い
場
合
で
も
そ
の
理
由
を
記
入
し
て

役
場
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る

よ
う
、
申
告
書
の
記
入
は
自
分
で
済
ま

せ
、
不
明
な
点
だ
け
を
尋
ね
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

特
に
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
電
話

番
号
お
よ
び
扶
養
親
族
の
あ
る
人
は
、

家
族
の
氏
名
、
続
柄
な
ど
を
、
あ
ら
か

じ
め
申
告
書
に
記
入
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
事
業
所
得
や
不
動
産
所

得
の
あ
る
人
は
、
収
支
内
訳
書
も
作
成

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

住
所
氏
名
な
と
は

あ
ら
か
じ
め
記
入
を

申
告
書
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人

始
ま
り
、
3

月

1
2日
困
ま
で
申
告
相
談

日
程
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

各
会
場
に
は
、
役
場
税
務
課
の
職
員

が
出
向
き
み
な
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
な
お
、
申
告
相
談
期
日
以
外
は
役

場
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

平成8年分農業所得の標準額決定(10アール当だり）

水
裏

円
円
0

0
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眉
乍
禾
’
ー

普通畑・・・・・・・・・・・・・ •64,100円

〔施設園芸・果樹・露地〕

キュウリ （加温）

収入金X76%-577,000円

二 ラ （無加温）

収入金X80%-156,000円

ナ ス （無加温）

収入金X76%-300,000円

トマト （加温）

収入金X82%-577,000円

イチゴ（無加温）

収入金X78%-219,000円

その他野菜（ハウス）

収入金X77%-148,000円

ナシ

収入金 X 70%-72,000円

ブドウ

収入金 X72 % -64, 000円

総合販売野菜

収入金 X 77%-29,000円

〔養豚、養鶏、肥育牛〕

一貫飼育、 肉用豚、繁殖

豚、 1,000羽未満、 5,000羽

未満、和牛、乳牛について

は、いずれも実査です。

申
告
相
談
に
は
、
次
の
書
顆
等
を
用

意
し
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
申
告
書
、
印
鑑
、
生
命
保
険
料
お
よ

び
損
害
保
険
料
の
証
明
書
ま
た
は
領

収
書

②
給
与
・
年
金
収
入
の
あ
る
人
は
、
源

泉
徴
収
票
ま
た
は
勤
務
先
か
ら
の
給

与
支
払
報
告
書

③
営
業
・
そ
の
他
の
事
業
・
不
動
産
収

入
の
あ
る
人
は
、
収
支
明
細
書

④
土
地
な
ど
を
売
っ
た
人
は
、
売
買
契

約
書
ま
た
は
買
取
り
等
の
証
明
書

仲
介
手
数
料
を
支
払
っ
た
人
は
、
そ

持
参
し
て

い
だ
だ
く
も
の

の
領
収
書

⑤
配
偶
者
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け
る

人
で
、
配
偶
者
に
所
得
が
あ
る
場
合

は
、
配
偶
者
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は

所
得
を
証
明
す
る
書
類

⑥
医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け
る
人
は
、

医
療
機
関
な
ど
の
領
収
書

⑦
障
害
者
の
人
は
、
障
害
者
手
帳
な
ど

⑧
学
生
の
人
は
、
学
生
証
ま
た
は
在
学

証
明
書

(5) 平成 9 年 2 月 10 日（月）



平成8年度

村職員給与の公表
村では、村職員結与なとのあらましを村民の皆さんに理

解していだだくだめ、今年度より次のとあり公表します。
（注釈のない場合、平成8年度結与改定後の数字です。）

ゥ人件費の状況 （平成 7 年度一般会計決算） 人口は平成 8 年 3 月 31 日現在

住民基本台帳人口 歳出額（A) 人件費（B) 人件費率 (B/A)

11,381人 4,473,999千円 865,995千円 19.4% 

ゥ職員結与費の状況 （平成 8 年度一般会計当初予算）

給与
職員数 (A)

費

八
ー
ロ

糸 料 I 職員手当

120人 423,711千円 51,738千円

期末勤勉手当

197,004千円

計 (B)

672,453千円

1 人当たりの

給与費 (B/A)

5,604千円

ウ特別職の報酬等の状況 （平成 8 年 4 月 1 日現在）

区 分 給料月 額等 期末手当支給割合

給 村 長 755,000円 6 月期 2.2 月分
助 役 621,000円

料 収入役 584,000円 12月期 2.5 月分

報 議 長 305,000円 3 月期 0.5 月分

副議長 230,000円
酬 議 員 207,000円

計 5.2 月分

ウ職員の平均結料月額および
平均年齢の状況（平成 8 年 4 月 1 日現在）

般 1／丁一 政 職
区 分

※平均給料月額 平均年齢

明 和 村 295,250円 38.9歳

国 302,949円 38.8歳

ゥ初任結の状況 （平成 8 年 4 月 1 日現在）

般 1ノTー 政 職
区 分

大学卒 高校卒

明 和 村 166,900円 143,800円

I 種 181,400円
国 139,300円

II 種 171,000円※給与改定後の国の平均給料月額がでていないため、

平均給料月額は給与改定前の数字です。

ウ一般行政職の級別職員数の状況 （平成 8 年 4 月 1 日現在）

区 分 l 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級 計

※標準的な 主事補 主事
主任 主任 係長 係長 課長 課長

職員数
職務内容 技師補 技師 89人

※職員数 9 人 16人 4 人 25人 15人 10人 6 人 4 人 構成比

構成比 10.1% 18.0% 4.5% 28.1% 16.9% 11.2% 6.7% 4.5% 100% 

※職員数は、村の給与条例に基づく給料表の級区分によるものです。

また、標準的な職務内容は、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

平成 9 年 2 月 10 日（月） (6) 



ウ職員手当の状況 （平成 8 年 4 月 1 日現在） ゥ扶養手当等の状況 （平成 8 年 4 月 1 日現在）

明 和 村 国

支給期 支給率（月分）

悶 6 月期
期末 勤勉 計
---------- ---ｷ ----ｷ ｷ - • 囀彎 - - - - - - -

1. 6 0.6 2.2 

[ 
12月期

同 じ
1. 9 0.6 2.5 

3 月期 0.5 0.5 

計 4.0 1. 2 5.2 

最高限度額
自己都合 勧奨・定年

※ 
--------------- ----------------

! 
60.0 62.7 

勤続20年 21.0 28.875 同 じ

勤続25年 33.75 44.55 

勤続30年 41. 25 54.45 

※退職手当は、群馬県市町村総合事務組合へ加入

しているため組合より支給

ウ特殊勤務手当の状況 （平成 8 年度見込み）

区 分 内容等

特
職員全体に占める手当支給

19.4% 
職員の割合

殊
支給対象職員 1 人当たりの

勤 平均支給月額
4,241 円

務 手当の種類 6 種類

手 支給額の多い手当 • 1呆母手当
当 代表的な

手当の名称 多くの職員に支給 ・税務手当

されている手当 • 1呆母手当

` 
(7) 平成 9 年 2 月 10 B （月）

扶

養

手

当

住

居

手

当

通

勤

手

当

明 和 村 国

〇配偶者・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16,000円

〇配偶者のいない職員の扶養親族

う ち 1 人・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11,000円

〇配偶者以外の扶養親族 2 人まで… 5,500円
同 じ

〇その他の扶養親族••…•… ••2,000円

o 16歳から 22歳までの子… 3,000円加算

0借家の場合(12,000円を超えるとき）

・家賃の額に応じて支給

（支給限度額27,000円）
同 じ

〇持家の場合

•新築、購入後 5 年まで・・・ 2,500円

• その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,000円

0 自転車等の交通用具使用者の場合
・片道 2 km未満・・・ •...............0円

・片道 2 ~5 km未満・・・・・・・・・ 2,000円

・片道 5 ~10km未満・••… •4,100円

・片道10~15km未満……•6,500円

・片道15~20km未満・ ..• 8,900円

・片道20~25km未満……•• •11,300円

・片道25~30km未満•…… ··13, 700円
同 じ

・片道30~35km未満•……·ｷ16, 100円

・片道35~40km未満……•• •18,500円

・ 片道40km以上. .・・・・・・・・・・・・ 20,900円

0 交通機関利用者の場合

・運賃の額に応じて支給

（支給限度額50,000円）

ウ部門別職員数の状況 （各年 4 月 1 日現在）

区 分 ※職員数 （人）

部 門 平成 6 年 平成 7 年 平成 8 年

議 ムコ -2 2 2 

総務企画 23 24 26 

般
税 務 8 8 8 

民 生 25 26 24 
1／丁一 衛 生 5 5 6 

政
学ヵ 働

゜ ゜ ゜農林水産 6 5 5 
部 商 工 2 1 1 

門 土 木 10 11 12 

小 計 81 82 84 

政部門 特別行 教 コ円 33 35 36 

小 計 33 35 36 

普通会計計 114 117 120 

鱈彗
水 道 3 3 3 

下水道

゜ ゜ ゜その他 1 1 1 

小 計 4 4 4 

合 計 118 121 124 

※職員数は国の定員管理に準じた一般職に属する職員数で

あり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員な

どを含み、臨時又は、非常勤職員を除いています。



交通災害

共 済

万
_ 
に 備 ぇて

家族ぐるみで加入を

共済見舞金

こ 傷害の程度 金額

1 死 亡 し た 場 A ロ 600,000円

2 廃疾と なった もの 300,000円

3 1 年 以 上 の 傷 害 200,000円

4 6 力 月以上の傷害 100,000円

5 5 力 月以上の傷害 80,000円

6 4 力 月以上の傷害 60,000円

7 3 カ 月以上の傷害 40,000円

8 2 力 月以上の傷害 30,000円

, 1 力 月以上の傷害 20,000円

10 1 週間以上 l ヵ月未満の傷害 10,000円

第17回 行政区別無事故・無違反

コンクール最終結果表

i 内 事故
交通事故種別 悪質違反行為

! 行政

死事故亡 傷事故重 傷軽事故 物損事故i 酒品i 鉦‘’‘‘ 違反率
酔 km 免

悶
区名

(%) い上以 許 悶
1 上江黒 17.85 

件 件 件 件 件 件 件
5 2 3 

2 斗合田 23.8 1 1 1 14 

3 新里 28.22 3 11 2 6 

4 J,, 俣 31. 25 1 1 3 16 

5 入ヶ谷 33.6 1 1 13 

6 梅原 50.36 2 3 11 1 1 8 

7 南大島 52.19 1 7 4 3 1 15 

8 大輪 54.6 1 3 10 2 7 , 下江黒 61. 76 1 4 1 1 

10 大佐貫 63.94 5 6 2 10 

11 江 口 74.1 , , 1 1 4 

12 千津井 80.77 2 , 3 12 

13 須賀 81.71 3 8 2 11 

14 中 谷 88.96 2 2 4 3 1 , 
15 田 島 92.28 6 7 3 3 

16 矢島 112. 57 1 4 5 5 1 2 

計
平均 , 53 96 27 3 3 
59.24 

わ
ず
か
な
会
費
で
、
万
一
の
交
通
事

故
の
と
き
に
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る
「
交

通
災
害
共
済
」
の
平
成
九
年
度
の
会
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

車
社
会
の
現
在
、
自
分
だ
け
は
大
丈

夫
だ
と
思
っ
て
い
て
も
油
断
は
禁
物
で

す
。
万
一
に
備
え
て
現
在
加
入
し
て
い

る
か
た
は
も
ち
ろ
ん
、
今
ま
で
に
加
入

し
て
い
な
か
っ
た
か
た
も
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
交
通
災
害
共
済
の
契
約
は
、

三
月
三
十
一
日
で
期
限
が
切
れ
ま
す
。

◇
加
入
で
き
る
人

本
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
、
ま

た
は
、
外
国
人
登
録
を
さ
れ
て
い
る

人
◇
会
費一人

年
額
三
五
0
円
（
年
度
途
中
に

加
入
し
て
も
同
額
）

◇
対
象
と
な
る
交
通
事
故

道
路
交
通
法
第
二
条
第
八
号
の
車
両

（
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
、
テ
ー

ラ
ー
等
）
で
道
路
法
に
基
づ
く
道
路

に
よ
り
発
生
し
た
人
身
事
故

ま
た
は
、
歩
い
て
い
て
、
こ
れ
ら
の

車
両
に
は
ね
ら
れ
た
り
し
た
事
故

◇
加
入
申
し
込
み
方
法

各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
会
員
台
帳
兼

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
会

費
を
添
え
て
隣
組
長
さ
ん
を
通
じ
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
三
月
十
日
⑪
以
後
の
申
込

み
は
、
直
接
役
場
総
務
課
で
受
け
付

第
十
七
回
行
政
区
別

無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル
最
終
結
果

交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
三
市
町

村
（
明
和
村
・
館
林
市
・
板
倉
町
）
合
同
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
第
十
七
回
「
行
政
区
別
無

事
故
・
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル
」
（
平
成
八
年
一

月
一
日
1

十
二
月
三
十
一
日
）
の
結
果
が
ま

け
し
ま
す
。

◇
見
舞
金
請
求
期
限

事
故
発
生
か
ら
二
年
以
内
に
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課

6
闘
3
1

1
1

内
線
3
3
4

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
家
族
や
地
域
か
ら
事
故
や
違
反
を
な
く

し
、
交
通
事
故
・
違
反
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
交

通
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

平成 9 年 2 月 10 日（月） (8) 



゜
主
任
児
童

竹
内
好
美

神
田
秋
子

ささ

平
成
八
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算

第
---

委

一んん頁
に

回
村
議
会
臨
時
会

第
一
回
村
議
会
臨
時
会
が
一
月
十
七
日
（
会
期

一
日
）
開
か
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
お
よ
び
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
の
二
件
（
村
長
提
出
）
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
だ
結
果
、
い
す
れ
も
原
案

と
あ
り
可
決
さ
れ
ま
し
だ
。
そ
の
主
な
内
容
を
あ

知
ら
せ
し
ま
す
。

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
歳
入
、
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
二
、
八
三

0
万
九
千
円
を
滅

平
成
九
年
一
月
一
日
付
で
、
次
の
二

人
が
厚
生
大
臣
よ
り
主
任
児
童
委
員
と

し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
委
嘱
さ
れ
た

の
は
、
南
大
島
の
竹
内
好
美
さ
ん

(
5
4

歳
）
、
大
佐
貫
の
神
田
秋
子
さ
ん
(
4
5歳）

で
任
期
は
三
年
間
で
す
。

近
年
の
出
生
率
の
低
下
に
伴
い
、
「
健

や
か
に
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
環
境
づ

額
し
、
総
額
を
四
三
億
八
、

二
千
円
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
主
に
、
道
路
維
持
費
と
し
て

側
溝
や
交
通
安
全
施
設
の
整
備
の
費
用

を
追
加
し
、
道
路
橋
梁
新
設
改
良
費
で

は
、
本
年
度
の
計
画
路
線
を
す
べ
て
施

九
四
七
万

く
り
」
が
社
会
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

な
か
で
、
児
童
委
員
は
、
地
域
に
お
い

て
児
童
・
妊
産
婦
の
福
祉
に
関
す
る
相

談
・
援
助
活
動
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
担
当
区
域
は
、
村
内
全
域
で

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
福
祉
課

6
闘
4
9
2
6

一
般
家
庭
の

自
動
車
用

. 

ハ
ッ
テ
リ
ー

工
し
た
場
合
、
不
用
額
が
生
じ
る
た
め

の
減
額
補
正
で
す
。

〔
歳
入
〕
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
繰
入
金
二
、
八
三

0
万
九
千
円
減

（
七
億
五
、
三
九
七
万
五
千
円
）

〔
歳
出
〕
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
総
務
費
九
万
一
千
円
（
八
億
一
、

ニ
四
六
万
一
千
円
）

◇
土
木
費
二
、
八
四

0
万
円
（
六
億

二
、
0
四
三
万
八
千
円
）

村
で
は
、
一
般
家
庭
の
使
用
済
み

自
動
車
用
バ
ッ
テ
リ
ー
の
第
一
回
の

収
集
を
昨
年
1
2
月
に
行
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
電
池
メ
ー
カ
ー
の
協
力

が
得
ら
れ
た
た
め
、
休
日
を
除
い
て

随
時
収
集
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
家
庭
か
ら
出
る
焼
却

灰
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
随
時
収

集
を
し
て
い
ま
す
が
、
ご
み
収
集
日

に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
み
収
集
車
に

積
み
込
ん
で
し
ま
う
と
清
掃
セ
ン
タ

ー
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ヘ
持
ち
出
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

焼
却
灰
は
村
指
定
の
ゴ
ミ
袋
で

資
本
的
支
出
の
補
正
で
、
県
企
業
局

と
共
同
施
工
を
し
て
い
る
配
水
管
新
設

工
事
が
、
当
初
計
画
に
対
し
延
長
に
伴

う
増
加
と
江
口
排
水
路
の
伏
せ
越
し
エ

事
に
係
わ
る
仮
設
費
の
増
加
に
よ
る
追

加
補
正
で
す
。

焼
却
灰
を
随
時
収
集

〈
収
集
日
〉
休
日
を
除
く
毎
日

〈
収
集
時
間
〉
午
前
9
時
か
ら
午
後

5

時
ま
で

〈
収
集
場
所
〉
保
健
セ
ン
タ
ー
駐
車

場

平
成
八
年
度
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算

平成8年の国民年金保険料 お さに対 [ つ [ 納 覧 雷 す。と 喜
さ所りないは 墨 まてめ 督 し 贋 国

でお°‘ た納た忘に ての
定 1 ~ 3 月 11,700円 す‘ 忘なと‘めれ 悶 れ納 ; 控所得 掛金は 年金の 民

れ：月 ゜昨 れり掛ご 氣り て にめ 年額 4 ~12 月 12,300円 年 ずま金家 いやなた
の にすに族 た‘っ 旦り な 除 ‘ 保り額

i] 
゜つの期て る 金

まら付加保険料 400円 よき, てし、めた 百 間を保険料いた のは 賢
定額 144,040円 は し 占除 に さの iり羹 嬰‘ 讐：

控

> 次 てくの 納めi かの納付 で平成 す除の
定額＋付加 148,720円 と だ際のた ほ‘を ‘8 

(9) 平成 9 年 2 月 10 日（月）



▲よーい『どん』／

1 月19 日（日）、強風のなか18回目の新春村民マラソン大

会が開かれましだ。ふるさとの広場を中心に行われだこ

の大会には、小学生から大人まで総勢260人余りのかだが

だが参加し、各部門でテッドヒートを繰り広げましだ。

特に、小学生は「子ともはかぜの子」、そんな言葉が似

合うくらい元気いつばいに走つていましだ。

大会中では、食生活改善推進員の皆さんの協力も得て、

豚汁やあしるこ、甘酒が無料で配られ、選手も観客も寒

さで凍えだ体を温めていましだ。

▲優勝者の皆さん、 おめでとうこざいます

第18回新響村民

ラソン大会

▲わーい、 おしるこ ありがとう．I

令年年中ヂ峠臼砂旺旺年中年中年中年年年令中中年年中年中砂中年中中年年中中や年中中中旺臼砂中中中中中旺臼や

小学生高学年女子 5·6年 2.0km 
1 位奈良徳優 8 分18秒東小 6

2 位吉田奈央 8 分23秒西小 5

3 位木村春花 9 分31秒東小 6

小学生高学年男子 5·6年 2.0km 
1 位石村優介 8 分02秒西小 6

2 位泉田裕亮 8 分21秒西小 6

3 位西郡勇樹 8 分23秒西小 5

中学生女子 1 • 2 • 3年 3.0km 
1 位奈良徳代 13分04秒明中 1

2 位鯉沼美季 13分37秒明中 2

3 位石川麻里 13分42秒明中 l

中学生男子 1 • 2 • 3年 5.0km 
1 位田中陽介 19分32秒明中 1

2 位江森聖弥 20分59秒明中 2

3 位小林克至 21分11秒明中 1

小学生低学年女子
1 位澤浦薫

2位吉田有花

3 位木村和恵

小学生低学年男子

1 位関口仁史

2位吉永敦郎

3 位二十里浩之

小学生中学年女子

1 位江原祥美

2 位菊地絵美里

3 位始澤恵

小学生中学年男子
1 位青木貴大

2 位増田恭慎

3 位鯉沼将行

1 • 2年
4 分24秒

4 分29秒

4 分30秒

1 • 2年
4 分02秒

4 分04秒

4 分18秒

3·4年
5 分32秒

5 分46秒

5 分47秒

3·4年
5 分09秒

5 分16秒

5 分20秒

1.0km 
西小 1

西小 2

東小 2

1.0km 
西小 2

西小 2

東小 2

1.5km 
東小 4

西小 3

西小 3

1. 5km 
西小 4

西小 4

西小 4

ぉ
め
で
と
う

が
ん
ば
っ
た
ね

平成 9 年 2 月 10 日（月） (10) 
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学
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に

l

走

。中社吐奸旺中中中中中中中中中峠旺峠旺旺年中中中中中年中中中中令呼中中年中や年中中中中中中年峠旺中年

スポーツクラプ対抗（団体） 3.0km
1 位 明和テニスクラブ 101点

2 位明和中学校 78点

3 位昧大成 76点

健康マラソン（タイムトライアル） 3.0km
1 位秋野進 十 0 秒32 矢島
2位落合康秀一 4 秒16 明和村役場

3 位細谷寿夫 ＋ 18秒19 輝東小学校

（タイムをあらかじめ申告し、そのタイム

差を競う） 〔敬称略〕

一般女子（高校生以上）: 3.0km 
1 位富塚かず子 14分19秒中谷

2位坂村登美江 17分00秒新里

一般男子（高校生以上） 5.0km
1 位桐山武治 18分38秒中谷

2位岸 孝 18分59秒館林商工

3 位金子岳彦 19分35秒入ヶ谷

壮年男子 (40歳以上） 3.0km
1 位奈良原勇三郎11分50秒千津井

2位堀口優 12分12秒新里

3位井崎巖 13分39秒新里

スポーツクラプ対抗（固人） 3.0km
1 位岡田直泰 11分45秒明中

2位庄條英樹 12分07秒（悧大成

3 位憂 佳弘 12分09秒詞テニス

(11) 平成 9 年 2 月 10 日（月）



出初め式ではしこ乗り披露

見
事
な
は
し
ご
乗
り
に

大
き
な
拍
手

新
春
恒
例
の
館
林
地
区
消
防
組
合
消

防
隊
の
出
初
め
式
が
1
月
1
2
日
、
館
林

市
三
の
丸
南
面
駐
車
場
で
行
わ
れ
、
消

防
職
員
や
消
防
団
員
ら
約
9
0
0
人
が

防
火
意
識
の
徹
底
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

組
合
管
理
者
、
来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
、

館
林
と
び
職
組
合
に
よ
る
「
は
し
ご
乗

り
」
の
演
技
や
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
な

ど
を
披
露
。
ま
た
、
消
防
車
両
か
ら
赤
、

黄
、
青
、
緑
の
4
色
の
一
斉
放
水
が
行

わ
れ
る
と
、
家
族
連
れ
な
ど
か
ら
盛
ん

な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
参
加
者
と
消
防
車
両

が
市
内
を
行
進
し
、
防
火
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

本
村
か
ら
は
、
斎
藤
村
長
を
は
じ
め

消
防
団
員
、
分
署
員
、
村
消
防
関
係
者

な
ど
約
1
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

V” 

レ
近な情

せください。

掲載写真は差し上

げます。

役場企画課広報係

ft84-31 

分列行進をする明和消防団

書遭の腕前競ラ
書き初め大会

•一とー，｀ っ

書
き
初
め
大
会
が
1
月
1
1
日
、
中
央

公
民
館
で
開
か
れ
、
小
学
生
か
ら
一
般

成
人
ま
で
5
3
人
が
新
た
な
気
持
ち
で
書

道
の
腕
前
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
村
民
憲
章
普
及
事
業

の
一
環
と
し
て
、
心
豊
か
な
村
民
と
文

化
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
も
の
で
す
。

「
つ
げ
と
き
く
」
「
健
康
の
増
進
」
な

ど
憲
章
の
中
の
言
葉
を
小
・
中
学
生
は

か
い
書
、
一
般
は
行
書
で
一
字
一
字
心

を
込
め
て
筆
を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
力
作
の
数
々
は
、
書
き
初
め
大

会
作
品
展
に
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
3
月

の
公
民
館
ま
つ
り
に
も
展
示
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▲出土した深鉢

矢
島
地
内
て
遺
跡
発
掘

縄
文
時
代
後
期
の
土
器
な
ど
が
出
土

遺
跡
の
発
掘
調
査
が
、
昨
年
1
1
月
2
5
日
か
ら
今
年

1
月
1
4
日
ま
で
矢
島
地
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
道
改
良
工
事
に
伴
い
、
調
査
を
依
頼
さ
れ
た
村

教
育
委
員
会
で
は
、
周
辺
約
6
ア
ー
ル
を
矢
島
地
区

の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
4
0
日
間
ほ
ど
常
時

1
0
人
前
後
で
発
掘
に
あ
た
り
ま
し
た
。

詳
し
い
分
析
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
縄
文
時
代
後

期
の
深
鉢
や
壷
な
ど
の
土
器
、
石
斧
や
矢
鏃
な
ど
の

戸
且
日
二
〗

遺
構
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
の
周
辺
は
、
平
成
一
べ
し

元
年
か
ら
2
年
に
か
け
て
も
発
泣

掘
調
査
が
行
わ
れ
、
土
偶
や
耳

飾
り
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、

注
目
さ
れ
て
い
る
地
域
で
す
。

平成 9 年 2 月 10 日（月） (12) 



上毛か3た大会
ー戦ー戦に声援

新春恒例の上毛かるた大会が 1 月 12 日、社会体育館で

開かれ、各地区の子ども会から選ばれた小・中学生350人
余りが団体や個人の部で熱戦を展開しました。

この大会は、村子ども会育成団体連絡協議会が主催し、

今年で30回目となりました。なお、個人、団体とも優勝、

準優勝者が郡大会に出場し健闘しました。

特に今回は、郡大会の会場が本村とのことで、

ら力が入ったようでした。

なおさ

r-------~~--~~--~~~--~~~--~~~-~~----~~~---~---------~~---~~--~~----~~3--~`--~～ー＾―-～～―-～ぅ

｛大会の結果（上位入賞者） 摩喜昇門贔胃讐；尼冒ば霜 喜日璧閂9、今成杉子、材寸久美子、大！
｛村大会の結果 谷川孝太郎） 久保明美）②千津井（中島美香、野本亜里、薗i

同…男子個人戦 部梨美、奈良明美）③矢島（清7閲街美、石川陽i
! 小学生低学年の那…男子団体戦 ①荻野整ー（下江黒） ②奈良啓佑（田島）③永 子、泉田宏美） ! 
! ①大佐貫（石村友典、石塚裕気、松島悟、鯉 野祐介（新里） 同…女子借人戦
！沼義朗） ②新里（阿部大和、澤浦啓、永野 同•••女子団体戦 ①中村美歌（下江黒） ②小池絵理（江日） ③関i
良、久保庭成紀） ③大輪（青木貴大、齋藤弘透、 ①下江黒（荻野真佑、中村裕美、柴崎美香、中 日真莉（新里） i 
関日達也） 村紫乃部） ②梅原（立木久美子、始澤智恵美、 〔敬称略〕 i 

`'濯孟9督『島） ②池田翔（中谷） ③島 ば甘悶土岱靡：喜、詈雷勺昇t賃羽直美、久 君Bプこ会0)蕪5男U頂月利］枯i(J)ib) I 
田昌史（南大島） 同…女子伺人戦 村大会の各部門優勝者、準優勝者i
同…女子団体戦 ①中村知恵（下江黒）②本瀑舞（南大島） ③ （個人・団体）は、 1 月 26 日、村社会！

①大佐貰（石村早友里、臼井真澄、神田典子、 加藤絢子（須賀） 1本育館官で開かれた郡大会士に出場しま ! 
高橋千春） ②田島（奈良愛美、野村麻菜美、日 中学生の部…男子団体戦 した。 i 

こ位入賞者は次のとおりでした。 i 
！関日美佑貴、柴崎仁美） 江黒（中村浩司、荻野恭介、福島淳、小林克 小学生の部
! 同…女子借人戦 至） ③江日（奥褐真也、多田昌弘、今成健太、 女子個人戦＝田部谷友理（中谷）．．． 3 位
! ①中村由樹子（下江無） ②田部谷友理（中谷） 秋山晃司） 中学生の部
! ③石川詩織（矢島） 同…男子個人戦 男子団体戦＝田島子ども会… 3 位
! 小学生高学年の部…男子団体戦 ①中村篤史（下江黒）②須永賢志（江日） ③奈 女子個人戦＝小池絵理（江日）…準優勝 i 
! ①斗合田（阿部直樹、機村直義、砂賀紳梧、橋 良純一（田島） 〔敬称略〕！
し—~~,,,,__,c~~----~`-~~---~~~-~~~--~--~~----~~----~~~--~~--~~-—~~~------~~-~~--~~--~~--~~--~~--~~ーーベ）

無
病
息
災
祈
り

ど
ん
ど
焼
き

中
央
幼
稚
園
で
は
1

月
2
1
日
、
こ
ま
回
し

会
を
行
い
、
園
児
た
ち
が
練
習
の
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。

こ
ま
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
時
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
た
も
の
で
、
園
児
た
ち
は
園
長
先

生
や
教
頭
先
生
か
ら
教
わ
っ
た
ほ
か
、
冬
休

み
中
に
家
庭
で
練
習
し
て
、
上
手
に
回
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

5
1
6

人
の
グ
ル
ー
。
フ
に
分
か
れ
て
先
生

の
合
図
で
回
す
と
、
ふ
だ
ん
は
上
手
に
回
っ

て
も
緊
張
し
た
た
め
か
よ
く
回
ら
な
か
っ
た

園
児
も
い
ま
し
た
が
、
み
ん
な
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
会
は
東
、

様
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
幼
稚
園
で
も
同

矢
島
地
区
の
「
ど
ん
ど
焼
き
」
が
1

月
1
5
日
、
同
地
区
の
田
ん
ぽ
で
行
わ
れ
、

地
区
住
民
な
ど
約
1
3
0

人
が
一
年
間

の
無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
昔
の
伝
統
行
事
の
夢

を
与
え
よ
う
と
矢
島
地
区
子
ど
も
会

育
成
会
の
共
催
に
よ
り
平
成
4
年
か
ら

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
青
竹
や
稲
わ
ら
を

使
っ
て
高
さ
5

昇
ほ
ど
に
積
み
上
げ
ら

れ
た
回
り
に
は
、
し
め
飾
り
や
だ
る
ま

な
ど
が
並
べ
ら
れ
午
後
6
時
に
点
火
さ

れ
る
と
炎
が
高
く
舞
い
上
が
り
、
竹
の

は
じ
け
る
音
が
鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
に
は
甘
酒
が
振
る
舞
わ
れ
た

り
、
子
ど
も
た
ち
に
は
廃
品
回
収
の
益

金
で
用
意
し
た
お
菓
子
が
配
ら
れ
る
な

ど
、
小
正
月
の
行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

上
手
に

幼
稚

園

ま
回
し

回
っ
た
よ
ー
．
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冷
え
症
は
日
本
の
女
性
に
昔
か
ら
多

い
症
状
で
、
特
に
腰
、
下
腹
部
、
背
中
、

手
足
の
先
や
関
節
に
冷
え
を
感
じ
る
人

が
多
い
よ
う
で
す
。
冷
え
の
程
度
も
様
々

で
、
ひ
ど
い
も
の
に
な
る
と
、
腰
痛
、

下
腹
部
痛
、
月
経
痛
、
頭
痛
な
ど
の
ほ

か
に
便
秘
、
下
痢
、
目
ま
い
、
立
ち
く

ら
み
な
ど
も
起
こ
り
ま
す
。
原
因
は
よ

く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
消
化
、
吸

収
力
の
低
下
、
貧
血
、
ホ
ル
モ
ン
や
自

律
神
経
の
変
調
な
ど
全
身
的
な
生
理
作

用
の
低
下
が
直
接
、
間
接
に
影
響
す
る

だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

冷
え
を
防
ぎ
、
生
理
作
用
を
盛
ん
に

す
る
に
は
良
質
な
タ
ン
パ
ク
質
、
そ
れ

に
ビ
タ
ミ
ン

B

群
、
C

、

E

な
ど
の
ビ

対

策

冷
え
症
儘慶
保健センター
8(84)4686 

タ
ミ
ン
類
と
各
種
ミ
ネ
ラ
ル
類
を
ま
ん
の
予
防
が
期
待
で
き
ま
す
。

べ
ん
な
く
取
っ
て
神
経
作
用
と
血
行
の
＿
赤
唐
辛
子
酒
一

促
進
を
図
る
こ
と
、
か
ら
だ
を
温
め
る
赤
唐
辛
子
で
作
っ
た
薬
酒
を
か
ら
だ

食
べ
物
を
取
る
こ
と
、
積
極
的
に
運
動
が
冷
え
た
と
き
に
少
量
飲
む
と
、
手
足

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
の
先
ま
で
温
ま
っ
て
き
ま
す
。
寒
さ
と

冷
え
で
眠
れ
な
い
と
き
な
ど
に
も
よ
く

効
き
ま
す
。
作
り
方
・
用
い
方
は
表
の

と
お
り
で
す
。

冷
え
症
の
人
が
避
け
た
方
が
よ
い
と

言
わ
れ
る
冷
や
す
食
べ
物
に
は
「
寒
と

涼
」
が
あ
り
ま
す
。

®
そ
ば
・
柿
・
み
か
ん
・
キ
ー
ウ

ィ
・
バ
ナ
ナ
・
き
ゅ
う
り
・
す
い
か
・

緑
豆
・
寒
天
・
し
じ
み
な
ど
の
貝
類

⑲
塩
・
緑
茶
・
な
し
・
な
す
・
た

け
の
こ
・
大
根
（
加
熱
す
る
と
温
に
な

る
）
・
り
ん
ご
・
せ
り
・
春
菊
な
ど

こ
れ
ら
が
か
ら
だ
を
冷
や
す
食
べ
物
で

す
。
夏
場
は
と
も
か
く
、
冬
場
は
控
え

ま
し
ょ
う
。

中
国
の
伝
統
栄
養
学
に
は
、
食
品
一

っ
―
つ
に
、
か
ら
だ
の
中
で
ど
ん
な
作

用
を
す
る
か
で
5

段
階
「
熱
・
温
•
平

・
涼
・
寒
」
が
あ
り
、
病
気
の
性
質
に

合
わ
せ
て
、
そ
れ
を
補
う
性
質
を
も
っ

た
食
べ
物
を
食
べ
る
と
い
う
考
え
方
が

あ
り
ま
す
。
今
回
の
冷
え
症
に
は
「
熱

と
温
」
の
食
品
を
積
極
的
に
食
べ
る
と

良
い
で
し
ょ
う
。

⑯
酒
顆
．
に
ん
に
く
・
し
ょ
う
が

・
ご
ま
・
唐
辛
子
な
ど

⑩
梅
・
く
る
み
・
か
ぽ
ち
ゃ
•
さ

つ
ま
芋
・
に
ら
・
ね
ぎ
・
ほ
う
れ
ん
草

・
し
そ
•
も
ち
米
・
貝
柱
・
え
び
・
鶏

肉
・
牛
肉
・
羊
肉
・
内
臓
肉
な
ど
で
生

よ
り
加
熱
し
て
食
べ
る
方
が
そ
の
性
質

を
有
効
に
引
き
出
し
ま
す
。

ー
か
ほ
ち
ゃ
＿

冬
至
に
か
ぼ
ち
ゃ
を
食
べ
る
習
慣
が

あ
り
ま
す
が
、
か
ぽ
ち
ゃ
に
は
カ
ロ
チ

ン
が
多
く
、
体
内
で
ビ
タ
ミ
ン
A

に
代

わ
っ
て
粘
膜
を
保
護
す
る
の
で
、
か
ぜ

な
ど
の
感
染
症
を
予
防
し
て
く
れ
ま
す
。

特
に
、
冷
え
症
の
人
に
は
油
脂
と
一
緒

に
取
る
と
効
果
が
高
く
な
り
ま
す
の
で
、

天
ぷ
ら
な
ど
よ
い
で
し
ょ
う
。
か
ぼ
ち

や
は
適
量
を
週
に
数
回
、
冬
の
間
食
べ

る
と
、
か
ら
だ
を
温
め
る
効
果
と
か
ぜ

薬酒名 効 能 材 料

冷え症、食欲
赤く熟した唐辛子 15

赤唐辛子酒
増進によい

本、レモン 4 個、焼酎

I. 8 ｣ 

作り 方・飲み方 メ モ

唐辛子は水で洗い、レモンは皮をむき 飲みにくい場

四つ切り。焼酎を注ぎ、冷暗所に保存。 合は、はちみ

2 週間後に唐辛子、 2 ヶ月後にレモン つで甘みを加

を取り出す。寝る前に杯でl~2杯飲む えるとよい

一
大根の葉を

ら切

り、陰干し

て刻む

新鮮な葉を採り、

はかまを除いて

細切りし、水

いする

か
ら
だ
を

温
め
る
食
べ

冷
や
す
食
べ

物物

ひ
ば

一
干
葉
湯
一

大
根
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
を
干
葉
と

い
い
、
こ
れ
を
薬
湯
料
に
し
て
風
呂
に

入
れ
る
と
保
温
に
役
立
ち
ま
す
。
干
葉

を
刻
ん
で
木
綿
袋
に
2
1
3

握
り
入
れ
、

水
の
う
ち
か
ら
風
呂
に
入
れ
て
用
い
ま

す
。＿

ゆ
す
湯
＿

「
冬
至
に
ゆ
ず
湯
に
入
る
と
か
ぜ
を

ひ
か
な
い
」
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
ゆ
ず
の
果
皮
に
含
ま

れ
る
芳
香
性
の
揮
発
油
が
温
熱
効
果
を

か
ら
だ
を

温
め
る
薬
湯

薄く輪切り

にする

高
め
、
か
ら
だ
を
温
め
る
か
ら
で
す
。

熟
し
た
ゆ
ず
の
果
実
を
数
個
薄
く
ス
ラ

イ
ス
し
、
木
綿
袋
に
入
れ
て
用
い
ま
す
。

数
回
は
使
え
ま
す
。

＿
松
葉
風
呂
＿

新
鮮
な
ア
カ
マ
ツ
の
葉
を
採
集
し
て
、

は
か
ま
を
除
き
細
切
り
に
し
ま
す
。
こ

れ
を
水
洗
い
し
て
、
木
綿
袋
に
入
れ
用

い
ま
す
。
精
油
の
作
用
で
か
ら
だ
が
温

ま
り
、
神
経
痛
、
筋
肉
痛
に
も
効
き
ま

す
。
神
経
痛
な
ど
の
痛
み
が
あ
る
場
合

に
は
、
風
呂
の
中
で
袋
ご
と
痛
む
所
を

こ
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

捨
て
て
い
た
大
根
葉
や
じ
ゃ
ま
な
松

葉
、
あ
な
た
も
有
効
活
用
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

平成 9 年 2 月 10 日（月） (14) 



歴
史
へ
の
夢
誘
う
語
り
伝
え

言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
江
黒
あ
た
り

は
遠
い
昔
、
「
八
ツ
塚
村
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
塚
と
は
土
を

盛
り
上
げ
て
作
っ
た
墓
の
こ
と
な
の
で
、

古
墳
が
八
つ
あ
っ
た
と
想
像
し
て
も
よ

い
で
し
ょ
う
。

本
村
に
は
現
在
、
斗
合
田
に
四
基
、

上
江
黒
に
一
基
の
古
墳
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
史
跡
と
し
て
村
の

指
定
を
受
け
て
い
る
江
黒
古
墳
（
所
在

地
上
江
黒
五
五
一
、
高
さ
ニ
・
五

m
、

直
径
一
0
m
)

は
、
規
模
と
し
て
は
小

さ
い
円
墳
で
す
が
、
比
較
的
、
古
墳
と

し
て
の
形
観
を
保
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

言
い
伝
え
の
八
つ
の
古
墳
に
つ
い
て

の
確
認
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
お
そ
ら
く

時
代
の
移
り
変
わ
り
の
中
で
、
洪
水
、
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江黒古墳（上江黒）

そ
の
他
の
原
因
で
崩
れ
て
な
く
な
っ
た

の
か
、
江
黒
古
墳
は
そ
の
八
つ
の
中
の

―
つ
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
「
八
ツ
塚
村
」
が
「
江
黒

村
」
に
ど
う
し
て
変
わ
っ
た
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
言
い

伝
え
が
あ
り
ま
す
。

今
か
ら
九
百
年
余
り
も
昔
、
永
承
六

む
つ

年

(
1
0五
一
）
陸
奥
の
国
の
安
倍
氏

の
反
乱
に
八
幡
汰
瑯
源
義
家
が
、
そ
の

父
で
陸
奥
守
兼
鎮
守
府
浮
軍
で
あ
っ
た

あ
べ
の

5
呵
と
う
む
ね
と
う

源
頼
義
に
従
っ
て
安
倍
貞
任
、
宗
任
の

征
伐
に
向
か
い
、
こ
の
地
を
通
っ
た
時

に
そ
の
愛
馬
「
江
黒
」
が
病
に
倒
れ
て

亡
く
な
り
ま
し
た
。
義
家
は
そ
の
死
を

ほ
う
じ
ゅ
じ

深
く
悲
し
ん
で
、
こ
れ
を
宝
痔
寺
の
境

ば
と
う
か
ん
ぜ
お
ん

内
に
葬
り
、
後
に
馬
頭
観
世
音
堂
を
建

て
、
ね
ん
ご
ろ
に
そ
の
霊
を
弔
っ
た
と

伝
え
ら
れ
、
そ
の
後
い
つ
の
頃
か
ら
か

江
黒
の
地
名
に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

馬
頭
観
世
音
堂
の
建
物
に
つ
い
て
は

幾
度
か
修
改
築
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る

模
様
で
す
が
、
部
分
的
に
は
古
い
時
代

の
建
築
様
式
が
残
さ
れ
て
い
る
と
言
い

ま
す
。
な
お
、
こ
の
建
物
の
天
井
に
は
か

地
元
青
山
氏
の
出
で
、
江
戸
中
期
の
狩

ま
す
た
か

野
派
の
絵
師
藤
原
益
鷹
の
筆
に
な
る
一

頭
の
龍
が
、
雲
を
巻
い
て
天
空
を
か
け

る
雄
大
な
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

以
上
、
伝
説
は
ど
こ
ま
で
も
伝
説
で

あ
り
、
真
偽
の
程
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

古
い
時
代
へ
の
想
像
を
か
き
た
て
ら
れ

る
話
で
も
あ
り
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員

記

コ
館林邑楽地区 館 林 地 区 ※◎ 言

千代田 赤冬i 人板倉地区 更科日

休 産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
明和地区 にのは

なにみ [ 
る限―

小西医院 川田医院 田内医院 礫川堂医院 館林地区と 小西医院 ] : り 生2 月 16 日
合 (86)2261 合 (72)3724 合(72)3855 合 (74)0184 同じです。 合 (86)2261 ぁ 病

日 り間 — 院
まは 合

浜野病院 小倉医院 多々良診療所 永寿堂医院 井上医院 館林地区と ょ； (72) 
2 月 23 日 3 

合 (88)5678 合 (72)0606 合 (72)3060 合 (72)4469 合 (82) 1131 同じです。 で 1 | 

当 冒？ 4 

゜しで ‘--/ 

土井クリニック 大神医院 大塚医院 岡田医院 増田医院 竹越医院 てで が
3 月 2 日 かす 担

合 (72)8841 合 (62)2200 合(72)0176 合 (72)3163 合 (82)2255 合 (84)3137 ら゜ 当

番 ニ＝ロp又̂  ノク し
ま

し す
落合医院 川田（耳）医院 神尾医院 慶友病院 館林地区と 館林地区と て ゜

3 月 9 日
ff(72)3160 合 (72)3314 合(75) 1288 

< ^ 内合 (72)6000 同じです。 同じです。 だ 科

医
さ
し‘ 外
゜根岸医院 川村医院 ゆたか医院 最上医院 館林地区と 館林地区と 科

3 月 16 日
合 (72)3262 合（72) 1337 合 (73)7308 合 (74)3763 喜同じです。 同じです。

(15) 平成 9 年 2 月 10 日（月）



親子映画

「ふるさと産業文化館
ff(84)5555 

涙なしではみられない感動のアニ

メーション映画「 5 等になりたい」

と「忍たま乱太郎」の 2 本立です。

◇日時 3 月 20 日（杓開場：午後1時

上映： 1 時30分

◇会場 ふるさと産業文化館ホール

◇料金大人400円子ども 200円

◇チケット ふるさと産業文化館窓

ロにて販売しています。

入札指名参加願は

3 月 20 日までに提出

［役場総務課 合(84)3111
平成 9 年度・ 10年度の建設工事、

コンサルタント、物品等の入札参加

を希望されるかたは、入札参加資格

審査申請書（指名参加願）を提出し

てください。用紙は、建設省統一様

式（経営事項審査結果通知書が必要）

とし、受け付け期間は、 3 月 1 日（士）

から 20B （杓までです。（郵送可）

産業別最低賃金が
改正されましだ

l 群馬労働基準局
合027(231) 4517 

群馬県の産業別最低賃金が改正さ

れました。

◇地域別最低賃金（平成 8 年10 月 1

日より施行）

①群馬県最低賃金

1 日 4,830円 1 時間 606円

◇産業別最低賃金（平成 8 年12 月 21

日より施行）

①群馬県製鋼・製鋼圧延業、鉄素形

材製造業最低賃金

1 日 5,613円 1 時間 703円

②群馬県金属加工機械、一般産業用

機械・装置、事務用・サービス用

・民生用機械器具、その他の機械

・同部分品製造業最低賃金

1 日 5,536円 1 時間 693円

③群馬県電気機械器具製造業最低賃

金

1 日 5,522円 1 時間 691 円

④群馬県輸送用機械器具製造業最低

賃金
1 日 5,534円 1 時間 693円

l B&G財団明和海洋センター
ff(84)5511 

B&G財団明和海洋センターでは、

平成 9 年度長期水泳教室の参加者を

募集します。

◇各教室の募集内容

•小学生水泳教室…小学生を対象に

毎週火•水・木・金のいずれかの

曜日で、週 1 回午後 5 時から 6 時

までです。

・家庭婦人水泳教室…家庭婦人を対

象に毎週水曜日の午前10時30分か

ら 11時30分までです。

・一般男女水泳教室…一般男女を対

象に毎週水・金のいずれかの曜日

で、午後 7 時から 8 時までです。

・高齢者水泳教室…お年寄り等を対

象に毎週金曜日の午前10時30分か

ら 11時30分までです。

・幼児アクア運動プログラム教室…

平成 3 年 4 月 2 日から 4 年 4 月 1

日までに生まれた幼児を対象に毎

週木曜日の午後 3 時から 4 時まで

です。（ 7 月、 8 月は除く）

◇募集期間 2 月 22 日（土）～ 3 月 9 B 

（日）

◇申し込み先 明和海洋センター（電

話不可）

＂竺、：~" d•-' 

定時制課程生徒募集

票立館林高等学校

］県立館林高等学校合(72)4307 -
◇応募資格 中学校若しくはこれに

準ずる学校を卒業した者、または

平成 9 年 3 月中学校卒業見込みの

者

◇募集定員普通科40人（男・女）

◇入学願書受付日

3 月 24 日国）午前 9 時～午後 4 時

3 月 25 日伏）午前 9 時～正午

同校で受け付け、定員に満たない

場合は、再募集の制度あり

◇必要書類 入学願書・調査書、そ

の他指示する書頚

◇学力検査および面接 3 月 26 日（水）

国語・数学・面接

ノ 1 /‘’‘` `'9Aヽ＇ノ ' 7 • , 一二 ,i':::: ミ／り；·，トノ，L.／—ー·,.

困叙無孔法律相談：］
9/  9’‘' J 9 9,  9."一＼ ：＜ぐ勺，ーャウマ＼ 7 トー＼，

◇日時＝ 3 月 10 日(J:J)

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝森尻弁護士

◇受付＝ 3 月 1 B から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

-9じ：ヒ；：：｝児□＼；蘊：）：（ロイノ麗
, レ、__,,,―之ー4 、―‘‘--A、, I ノ

◇日時＝ 3 月 13 日（杓

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 8年3月、 8月、 11 月生

”：人：〉直:]楓:：□鵞i1
◇日時＝ 3 月 4 日閲・ 19 日（水）

午前9時30分～10時3的柁足付

◇場所＝保健センター
i．ー、，．ーペ プ'-ヽ ・ヽ＇’一ゞ｀ーヽ＇・イ (A...,

履岳恥心n兵を租該］八＼ ／〉べ＼ ＼さ＇！卜\．ー／ー、 9, A りさ（f`し、一、＼＇｀
◇日時＝ 3 月 17 日（月）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

玄羞トーく｝：書虚＂：＂国ヤ鵞
◇日時＝ 3 月 13 日（杓

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

浮言盗ご国］嘉{(:ャ:;、へ、 9 -i、 A i、J-.— □'心人か，よ） （ビニ．．＼ I ヽ、て

◇日 時＝ 3 月 21 日伶

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

‘,./)-}、‘分 l さぶ） （ー1'-:-;)::.:)· 、'‘ゞi i '‘‘—’` 

：：釘‘/:〉町［：叫葛：：国
◇国民年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 2 月 28 日（金

平成 9 年 2 月 10 日（月） (16) 



雇用促進事業団 群馬雇用促進セ

ンター 合027(235)6100

雇用促進事業団では、財形貯蓄を

している勤労者に、ご本人またはご

親族が進学や在学中に必要な教育資

金の融資を行っています。この制度

は公的融資制度ですので、利率が低

く利用しやすくなっています。

◇融資の対象となる費用 入学金、

授業料、教科書代、下宿代等

◇融資の対象となる教育施設 高校、

短大、大学、専修学校等

◇融資額 財形貯蓄残高 5 倍以内で

10万円以上450万円まで融資

◇融資の利率 固定金利で年4.44%

（平成 8 年12 月 26 B 現在）

◇返済期間 8 年以内で最長 4 年間

元金を据え置くことができます。

◇申し込み 雇用促進事業団財形教

育融資業務取扱店の表示のある金

融機関へ

ヽゞ”.. ぶ~． l 9 ] 9 : 

ロシアタンカー重油
流出事故に伴う義援金
等送付の問い合わせ先
日本赤十字社群馬県支部明和村分

区（福祉課） 合(84)492Q

ロシア船籍タンカー重油流出事故

に伴う義援金や物品を送付されるか

たは、日本赤十字社群馬県支部明和

村分区（老人福祉センター内福祉課）

へお問い合わせください。

図書整理のだめ|
休館します

［村立図書館 合(84)5555:
蔵書点検作業のため、下記の期間

休館させていただきます。なお、返

却は受け付けます。ご迷惑をおかけ

しますが、ご協力をお願いします。

◇期閻 3 月 10 日（月）～ 19 日（水）までの

10 B 間

太田清報商科専門学校

合0120-168109

生涯教育推進事業の一環として、

Windows'95 と代表的なパソコンソフ

トの使い方が学べる入門者向けの講

座を開催します。

◇日程 3 月 17 B （月）～ 21 日（釦午前

9 時～午後 4 時

◇会場太田情報商科専門学校

◇コース 各コース全て 1 日完結の

講座

0 ロータス1-2-3コース

0 一太郎 (Version 7) コース

0 エクセルコース

◇定員各コース40人 1 人 3 コー

スまでで、定員となり次第締め切

ります。

◇費用 無料（各コース 1 日分の教

材費・昼食費2,000円は別途負担）

◇申し込み 太田情報商科専門学校

ヘ

春の全国火災予防運動ー3月 1 日±)~7 日金）

「便利さに慣れて忘れる火のこわさ」

3 月 1 日から 7 日まで春の全国火災予防運動が実施されます。

これを機会に、私たち一人ひとりが尊い命や大切な財産を守るた

め、次のようなことに注意して火災予防に努めましょう。

火の用lじ＼ 7 つのポイント

①家のまわりに燃えやすいものを置かない。

②寝タバコやタバコの投げ捨てをしない。

③てんぷらを揚げるときは、その場を離れない。

④風の強いときは、たき火をしない。

⑤子どもには、マッチやライターで遊ばせない。

⑥電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。

⑦ストーブには、燃えやすいものを近づけない。

邑楽・館林郷土［

芸能発表大会リ
l ふるさと産業文化館

合(84)5555

◇日時 3 月 16 日 (B) 開場：正午

開演：午後 0 時30分

◇会場板倉町中央公民館

◇村内出演団体 明和八木節保存会

◇入場料無料

へ•一で―~ ↓」`~ --、 l ー． L. ` ●●マーへ~ •: J-L一 へ~.^·~よ• L 」 9 』 9. ~..` ••--•• さででヽ ~ ｷ •~ ’~ •いーこ 0,.`
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複合技能士認定制度：
が創設されましだ：

県庁職業能力開発課

合027(223)1111

県では、産業構造の変化に対応で

きる優れた技能士育成を目的として、

技能士の皆様が日ごろから研さんさ

れ、複数の技能検定に合格した場合

に、「複合技能士賞」の楯を交付する

こととなりました。

次の要件に該当されるかたは、 3 

月 14 日（舎までに県職業能力開発課ヘ

申請書を提出してください。

1 県内に居住し、または県内の事業

所に勤務しているかたで、次のい

ずれかに該当する場合

0 2 職種以上の 1 級、 2 級または

単ー等級の技能検定に合格した

かた

0 同一職種の 2 作業以上の 1 級ま

たは、単ー等級の技能検定に合

格したかた

2 認定に当たっては、技能検定の実

技試験の免除を受けたかたを除き、

かつ 1 職種または 1 作業について

は平成 7 年度後期以降の技能検定

に合格したかた

※なお、申請書は県立産業・高等技

術専門校等に用意してあります。

緑 化 講 座

「県緑化センター 合(88)7188 -
家庭緑化を進めるため、 3 月は「彩

りを楽しむ庭つくりについて」をテ

ーマとして開催します。

◇日時 3 月 6 日（杓午前 10時～正午

◇場所県緑化センター（邑楽町）

◇講師緑の相談員飯塚博久先生

◇募集人員 50名

◇参加費無料

◇申し込み群馬県緑化センターへ

( 

(17) 平成 9 年 2 月 10 日（月）
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虫
の
音
も
い
つ
し
か
絶
え
て
河
端
の
そ

福
田
初
江

ひ
ま
つ

火
滝
の
飛
沫
の
中
に
虹
は
浮
き
谷
を
つ

チョコぉ：つ名二塁

/ 

() 

我
が
大
明
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
は
、
大

明
金
属
工
業
株
式
会
社
の
公
認
の
サ

ー
ク
ル
と
し
て
群
馬
工
場
の
ス
ポ
ー

ツ
好
き
な
2
0
代
か
ら
4
0
代
ま
で
の
社

員
1
7
名
で
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
の
活
動
目
的
は
、
普
段
職

場
で
は
顔
を
あ
わ
せ
な
い
人
も
い
る

こ
と
か
ら
親
睦
を
図
る
こ
と
、
健
全

な
精
神
を
養
う
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に

し
て
お
り
、
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分

の
体
力
に
合
わ
せ
汗
を
流
し
て
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
明
和
村
主
催
の
行
事
へ
の

参
加
を
通
し
て
地
域
の
人
達
と
の
交

流
を
図
り
、
少
し
で
も
当
社
へ
の
ご

理
解
を
深
め
て
項
け
れ
ば
幸
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
積
極
的

に
参
加
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
声
を

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

R‘ぺ今，今や今→、各今…，今←今今今•やた今ーや～→←や•やややぺ炉や今べて今今ぺ炉今今•や今…ぺて今ーや·--rs

;i: 村の人口と世帯 1 月の救急車出動回数 う
1, 2月 1 日現在（対前月比）
：ヤ世帯数 3, 195戸（土 0) ●交通事故 2 件豆；

iぷ

1ｷ 人口総数 I I,446人(- 7) ぺ}
1令男 5,775人・女 5,671 人 心．争病 19 件→｝

t 
ふ （ 1 月中の動き） •その他 2 件ぺ｝
t 出生 13人・死亡 13人 •} 

:: 転入 l6人・転出 23人 • 計 23 件 : 
泣→～七·＾と·心・心や七七ヤ心：ヤ心ヤ七心七心～七や,...:;.~,←や』→ー・七や～士ー→一～；；—+ーヤ心滋

きち勲力~車—き登光しは知み 茂名
んよ ね豆 ゎ美芳げな司つ勇＿

女男男女男男女女男女男男男

〇
お
め
で
だ
0

氏
名
父
母
名
性
別

ヵ

佐
々
木
伽
生
口
＂
女

丸
山
美
幸
臼
鱈

は
や
て

奈
良
原
颯
祐
淳
子

城
間
信
人
輝
且

恩
田
秤
菜
＂
翻

須
加
圭
哉
紅
美
伐

公
う
の
す
け

多
田
龍
之
介
直
輝

み

小
林
あ
ゆ
実
~
起
”

み

小
林
ま
ゆ
実
応
起
”

坂
本
氷
河
賢
恵
二

石
崎

9隣
照
薫
枝

須
藤
昂
大
紅
正

た
か
お

大
倉
野
宇
士
整
敏
子

し
ょ
う
た

小
久
保
翔
太
灯
豆

冨荒齋安坂中石渡長荒本立栗木野
塚木藤原登島川過島井澤川原崎中氏来←, 
81 78 50 86 80 84 79 91 75 84 86 76 86 56 64 :ゃ
文 良八清ハ良和政美 正豊げ世 aナ
博ル 操忠帯

吉 江平松エー夫枝一 美子ん主来←
中大大須中大川矢千江南千南大江地
佐 佐 津大津大
谷貫輪賀谷貫俣島井口島井島輪口区

泊ぷ拾兄后沿1/i8％昂沿泊昂沼％％砕

（
敬
称
略
）

南
大
島
沿

中

谷

新

里

矢

島

中 下
江
黒谷

下
江
黒

大明ソフトクラブ

代表澁澤仁

---

';::::::::::::ｷｷ:ｷ,ｷｷｷｷｷ,ｷｷｷ 
: ｷ : ...... : 
ｷ:.'.'ｷｷｷｷｷｷｷｷｷ'ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ -•• 入

士也

区

昂沿％加届焔％ ％妬焙燐％ ％闘

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

大
佐
貫

梅
原

須
賀

上
江
黒

上
江
黒

上
江
黒

下
江
黒

（
敬
称
略
）

平成 9 年 2 月 10 日（月） (18) 
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ー ー
本
村
の
骨
格
と
な
る
都
市
計
画
道
路

の
原
案
が
ま
と
ま
り
、
地
元
説
明
会
が

2

月
1
2
日
、
1
3
日
に
中
央
公
民
館
、1
4

日
、

1
7日
に
西
小
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
開

か
れ
、
地
権
者
な
ど
関
係
者
2
7
0
人

余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

都
市
計
画
道
路
は
、
本
村
に
と
っ
て

長
い
間
の
懸
案
で
あ
り
、
国
道

1
2
2
号
の

整
備
促
進
に
つ
な
が
る
も
の
で
、
今
後

の
村
の
発
展
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
重
要
な
も
の
で
す
。

村
の
第
4
次
総
合
計
画
に
位
置
づ
け

ら
れ
、
将
来
の
理
想
的
な
住
み
よ
い
街

づ
く
り
の
骨
格
と
な
る
都
市
計
画
道
路

の
原
案
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
、
計
画

道
路
予
定
地
お
よ
び
道
路
に
隣
接
す
る

関
係
の
か
た
な
ど
に
計
画
道
路
案
の
説

明
が
行
わ
れ
た
も
で
す
。
説
明
会
に
至

る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
平
成
5
年
頃
か

ら
準
備
を
進
め
、
群
馬
県
や
埼
玉
県
、

館
林
市
な
ど
関
係
機
関
と
協
議
調
整
を

進
め
な
が
ら
推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

本
村
と
し
て
は
、
初
め
て
都
市
計
画

道
路
決
定
に
向
け
動
き
だ
す
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
は
村
に
と
っ
て
大
変
重
要
な

事
業
で
す
。
今
後
と
も
、
関
係
者
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

な
お
、
都
市
計
画
道
路
地
元
説
明
会

の
説
明
内
容
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。

村
で
は
、
現
在
運
行
し
て
い
る
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
送
迎
バ
ス
を
次
の
よ

う
な
理
由
に
よ
り
、
4
月
1
日
か
ら
廃

止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
送
迎

バ
ス
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、

4

月
1
日
か
ら
公
共
施
設
送
迎
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

送
迎
バ

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
廃
止
理
由

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
送
迎
バ
ス

利
用
者
が
昨
年
4

月
か
ら
の
公
共
施
設

送
迎
バ
ス
の
運
行
に
伴
い
約
半
分
に
減

り
、
公
共
バ
ス
の
認
識
が
高
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。

し
か
も
、
公
共
バ
ス
は
定
休
日
以
外

は
毎
日
運
行
し
て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
バ

ス
を
廃
止

諷
罹
諷
’
零
匡
岳
歪

E
9

説
明
内
容
の
概
要

ー
、
都
市
計
画
道
路
と
は

①
都
市
計
画
法
で
将
米
の
道
路
予
定
地

と
し
て
位
置
づ
け
る
も
の
で
、
事
業

の
計
画
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
街
づ
く
り
の
基
本
的
な
施
設
で
、
今

後
の
村
の
市
街
地
の
計
画
的
誘
導
・

発
展
等
都
市
形
成
に
欠
か
す
こ
と
の

老
人
福
祉
セ

住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て

ン
タ
ー
の

で
き
な
い
も
の
で
す
。

2

、
道
路
の
計
画
方
針

①
国
道
1
2
2
号
↓
館
林
市
と
同
時
進
行
で

手
続
き
を
行
い
ま
す
。
昭
和
橋
は
下

流
側
2
0
メ
ー
ト
ル
の
位
置
へ
新
橋
が

架
か
り
ま
す
。
西
小
学
校
先
よ
り
ル

ー
ト
を
西
側
へ
振
り
、
県
道
矢
島
大

泉
線
を
通
り
広
域
農
道
か
ら
北
進
し
、

館
林
市
の
環
状
線
へ
合
流
し
ま
す
。

②
外
周
道
路
（
矢
島
南
大
島
線
・
南
大

島
江
口
線
・
江
口
大
佐
貫
線
の
3
路

線
）
↓
現
在
の
市
街
化
区
域
を
概
ね

囲
み
、
か
つ
将
来
の
市
街
地
が
拡
大

し
た
時
の
外
側
の
道
路
と
し
て
計
画

し
ま
す
。

3

、
道
路
の
構
造

①
都
市
計
画
道
路
は
、
図
面
上
で
計
画

し
て
お
り
、
仕
上
が
り
高
さ
・
詳
細

な
構
造
な
ど
は
事
業
化
の
段
階
で
行

い
ま
す
。

4月からは公共施設送迎用

バスをこ利用ください

②
国
道
1
2
2
号
の
基
本
幅
員
は
、
2
7
メ
ー

ト
ル
（
交
差
点
部
分
2
9
メ
ー
ト
ル
）

で
す
。

③
外
周
道
路
3

路
線
の
基
本
幅
員
は
、

1
7メ
ー
ト
ル
（
交
差
点
部
分

1
8メ
ー

ト
ル
）
で
す
。

4
、
都
市
計
画
決
定
さ
れ
だ
後
と
う
な

る
か

①
都
市
計
画
制
限
が
か
か
る
↓
計
画
区

域
内
で
建
物
を
建
築
す
る
時
は
、
知

事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

②
許
可
に
な
る
建
物
↓
2
階
以
下
で
地

階
を
有
し
な
い
木
造
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
鉄
骨
造
り
の
建
物
。

2
階
以
下
で
地
階
を
有
し
な
い
木
造

の
建
築
物
の
改
築
は
許
可
不
要
で
す
。

5

、
今
後
の
手
続
き

地
元
説
明
会
↓
縦
覧
↓
村
の
審
議
会

↓
県
の
審
議
会
↓
決
定
告
示

ス
の
運
行
は
経
費
と
利
用
面
か
ら
考
え

る
と
、
一
部
の
利
用
者
に
不
便
を
来
た

し
ま
す
が
、
廃
止
は
や
む
を
得
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◇
廃
止
日
平
成
9
年
4
月
1
日
か
ら

平成 8 年 3 月 10 日（月） (2) 
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矢
島
の
奈
良
原
昭
三
郎
さ
ん
闘
に

緑
十
字
金
に

奈
良
原
昭
三
郎
さ
ん

章

村
お
よ
び
村
教
育
委
員
会
で
は
、
村

立
明
和
東
幼
稚
園
、
村
立
東
保
育
園
を

次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
平
成
9
年

4
月
1
日
か
ら
休
園
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
東
部
地
区
の
幼
児
は
中
央

幼
稚
園
・
中
央
保
育
園
へ
入
園
し
て
い

た
だ
き
、
中
部
地
区
の
園
児
と
一
緒
に

保
育
を
行
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
東
部
地
区
は
幼
稚
園
・

東
保
育
園
が

保
育
園
が
遠
く
な
り
ま
す
の
で
、
当
面

平
成
9
年
度
は
中
央
幼
稚
園
・
中
央
保

育
園
ま
で
の
間
、
村
の
バ
ス
で
送
迎
し

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
村
の
状
況
で
す
が
、
村

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
休
園
理
由

明
和
東
幼
稚
園
・
東
保
育
園
の
就
園

・
入
所
希
望
者
数
が
年
々
減
少
傾
向
化

通
栄

誉

に
あ
り
、
適
正
な
園
児
の
学
級
編
成
の

も
と
で
充
実
し
た
幼
児
教
育
・
保
育
の

推
進
と
、
幼
稚
園
・
保
育
園
経
営
の
効

率
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
た
め
で
す
。

◇
休
園
期
閻

平
成
9
年
度
か
ら
村
立
幼
稚
園
三
園
、

村
立
保
育
園
三
園
を
そ
れ
ぞ
れ
一
園
に

統
合
す
る
年
度
ま
で
の
間

こ
の
ほ
ど
、
交
通
栄
誉
章
「
緑
十
字
金

章
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

奈
良
原
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り
、

交
通
安
全
の
た
め
に
献
身
的
な
尽
力
を

し
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。斗

合
田
の
江
森
友
治
さ
ん
闘
は
、
1

月
2
8
日
に
行
わ
れ
た
群
馬
県
農
業
共
済

永
年
勤
続
役
員
表
彰

江
森
友
治
さ
ん

農
業
共
済
事
業

事
業
推
進
大
会
の
席
上
で
永
年
勤
続
役

員
の
表
彰
を
受
け
、
2
月
5
日
に
斎
藤

村
長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し

こ
。t
 江森

さ
ん
は
、
1
5
年
も
の
永
年
に
わ

た
り
農
業
共
済
事
業
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

章

交

4

月
ガ
ら
休
園
に
な
り
ま
す

東
幼
稚
園
. 

春の全国交通安全運動
◇期間

◇スローガン

◇運動の重点

0 高齢者と子ともの交通事故防止

0 シートベルト着用の徹底

4月6 日（日）～15 日（火）の10日間

交通安全.J「あなだが主役 I

昭
和
6
1
年
4
月
か
ら
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
ご
主
人

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
は
、
保

険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
第
3
号
被
保
険
者
と
し
て
の
届

け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ご
主
人
の
給
料
か
ら
奥
さ

ん
の
保
険
料
が
差
し
引
か
れ
る
わ
け

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

特
例
届
出
期
間
は
、
あ
と
わ
ず
か

で
す
。
過
去
に
未
届
け
期
間
の
あ
る

人
は
平
成
9

年
3

月
3
1日
ま
で
に
役

場
住
民
課
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

、
。
ヽ

平
成
9
年
4

月
か
ら
、
国
民
年
金

保
険
料
が
月
額
1
2
,
8
0
0
円
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
4
月
に

1

年
間
分
ま
と
め

て
納
め
ら
れ
る
「
前
納
制
度
」
は
、

毎
月
納
め
る
手
間
が
省
け
る
だ
け
で

な
く
、
3
,
7
1
0
円
の
割
引
き
が

あ
り
大
変
お
得
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

4

月
か
ら
保
険
料
が

1
2
,
8
0
0

円
に
／
．

特
例
届
出
は

お
済
み
で
す
か

(3) 平成 9 年 3 月 10 日（月）



129 人が決意を新たに

2年生ガ立春式

真剣な表清で式に臨む中学2年生

第
三
十
二
回
少
年
立
春
式
が
二
月
四

日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
行
わ
れ

―
二
九
人
の
中
学
二
年
生
は
、
決
意
を

新
た
に
大
人
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。式

に
は
、
始
澤
教
育
委
員
長
、
橋
本

校
長
ら
関
係
者
お
よ
び
、
米
賓
と
し
て

斎
藤
村
長
、
石
村
議
長
な
ど
二
十
人
ほ

ど
が
参
列
し
、
中
学
二
年
生
を
祝
福
し

ま
し
た
。

国
歌
斉
唱
の
後
、
築
比
地
教
育
長
が

「
人
間
と
し
て
自
分
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
は
、
学
習
方
法
を
身
に
付
け
、
思
い

や
り
の
心
を
持
っ
て
、
体
力
の
増
進
に

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
の
か
た
が
た
か
ら
も
「
十

四
歳
の
意
義
を
十
分
に
か
み
し
め
て
、

自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
自
分
に

ふ
さ
わ
し
い
進
路
を
選
び
、
迷
わ
ず
に

進
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
、
二
年
生
は
真
剣
に
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
後
、
三
年
生
を
代
表
し
て
小
暮

和
範
君
が
「
激
励
の
こ
と
ば
」
を
、
ニ

年
生
を
代
表
し
て
江
森
聖
弥
君
が
「
お

礼
の
こ
と
ば
」
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

式
に
続
き
、
本
村
出
身
の
弁
護
士
、

森
尻
光
昭
さ
ん
を
招
い
て
「
ほ
く
ら
の

少
年
時
代
と
い
ま
」
と
題
し
て
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

祝辞を述べる斎藤村長

本
日
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
こ
の
よ

う
な
立
派
な
立
春
式
を
開
い
て
項
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生
徒
一
同
を
代
表
し
、
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
十
四
年
間
で
身
体

は
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
が
、
心
の
中

は
ま
だ
幼
く
両
親
や
先
生
方
を
頼
り
に

一2年生代表
江森聖弥君

あ
礼
の
こ
と
ば

立
春
式
を
迎
え
た
二
年
生
の
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
一
年
前
の
今
日
、
僕
た

ち
も
皆
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
大
人
へ
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
皆
さ
ん
が
明
和
中
学
校
の
中
心

と
な
り
、
盛
り
立
て
、
勉
強
に
部
活
動

に
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
に
一
生
懸
命

3年生代表

小暮和範君

激
励
の
こ
と
ば

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
残
り
少
な
い
中
学
校
生
活
の

中
で
何
を
学
び
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を

し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
、
自
分
の
言
動

に
責
任
を
負
う
こ
と
を
常
に
意
識
し
、

少
し
で
も
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な

人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
自
分

の
夢
に
向
か
っ
て
一
歩
一
歩
前
進
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
三

年
生
に
な
る
と
、
自
分
の
進
む
べ
き
道

を
選
ぶ
進
路
選
択
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
で
、
様
々
な
問
題
や
悩
み
が
生
じ
て

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
日
の
こ

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
一
っ
―
つ
乗
り

越
え
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
の
ま
す
ま
す
の

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

し
て
ば
か
り
で
、
一
人
で
は
ま
だ
ま
だ

で
き
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

し
か
し
、
立
春
式
を
迎
え
た
今
、
多

く
の
か
た
が
た
か
ら
の
温
か
い
お
言
葉

を
心
に
刻
み
、
新
た
な
気
持
ち
で
自
分

た
ち
の
将
来
に
向
か
っ
て
、
一
歩
一
歩

前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
中
学
校
最
高
学
年
に

な
る
た
め
の
責
任
と
、
社
会
の
一
員
と

な
っ
て
い
く
こ
と
へ
の
自
覚
を
持
ち
、

社
会
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
に

精
一
杯
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
と
こ
ろ
が
多
い
私

た
ち
で
す
が
、
今
後
と
も
温
か
い
ご
指

導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平成 9 年 3 月 10 日（月） (4) 



く
か
わ
い
い
で
し
ょ

A
き
ま
つ
だ
ね
I
.

雪
う
さ
ぎ
◎

合日は

ほくらが主投
2月14日（中央保）と21 日（東保・西保合同）に保育園のあゆうぎ会が中央公民館で行われ、かわいいしくさ

の演技を披露しましだ。あゆうぎ会は、 1 年間の園児だちの成長lぶりを披露するもので岳年この時期に開かれて

います。園児だちは、睛れの舞台に向けて 1 カ月余り前から一生懸命練習してきだ成果を力いつばい発揮し、盛

んな拍手を浴びていましだ。

会場には、父田なと家族が大勢詰めかけ、いろいろな衣装を身につけだ子ともだちの演技に盛大な拍手を送つ

ていましだ。まだ、一人暮らしのあ年寄りも招待され、楽しいひとときを過ごしていましだ。

△華麓なダンスでみんなを魅了（中央保）

(5) 平成 9 年 3 月 10 日（月）

一

～保育園あゆうぎ会～

A
カ
ゼ
ひ
き
キ
ン
を
や
つ
つ
け
ろ
ー
／
．
（
西
保
）

A
あ
な
だ
は
私
の
も
の

O

▽はい．！よくできましだ索（東保）



条傘豪豪豪豪豪李豪豪豪牽牽牽牽牽牽李豪李豪牽李牽李牽令

: 幼児の名濱技に
盛んな拍手 : : 中央幼稚園で 2 月 27 日、東・西幼稚園で 2 月 28 日、 ]: 

迎は情
せください。

条 幼児たちの一年間の成長ぶりを家族のかたに見てもら 舟: おうと「生活発表会」が開かれました。 ゜3 園では歌や合奏、竹踊り、劇、紙芝居、 リズムな ]'0 

条 ど盛りだくさんのプログラムが用意され、心も身体も 言
条 大きくなった幼児たちは、一生懸命に演技を披露して 品

条 いました。: お母さんたちは「子供が自己主張できるようになり、 :i 
成長ぶりに感動しました」と、幼児たちの名演技に盛 冷

条 んな拍手を送っていました。
手牽牽李李牽牽牽牽牽令李牽牽牽李牽牽李令

マ＾事

: ~、：砥： ; 1 11枷u w:[ 9．・芭 i,t̀ [rー 、 '` ! I 

］―-0` 船：杭!n:)い〗喜］
こ‘::,~《活、 Sr : 

令牽李傘李李牽豪牽豪豪牽牽豪豪李牽李李李牽李豪豪牽豪李牽豪豪豪豪豪豪豪豪豪李豪豪牽豪李豪牽令

口牽牽牽牽牽豪豪牽矛豪李牽豪：

: ＼魯 l
条

条]')i] 条~•- --

: き 大の書が原 1 ん：
条 た-,臣同道永郵のル第

: :‘汀：胄誓覧虐賃闘 お l
条贔；~責了：仁誓？し、、富め条: と鼻し；［さ砿喜：小心 で：
: 〕‘百〕‘喜悶闊 r~ 開し］ と：: ［胃汀 3 畠［息皇］ う］
令 0 ~、 喜鷹忍たど｀ ; 
条傘
令豪牽牽傘牽豪豪豪豪豪李豪豪豪豪豪豪令

令牽豪豪李牽豪李豪傘豪豪李豪牽豪李豪豪豪豪李豪牽令

: 群響ファミリーコンサート : 
t 2 月 9 日、宝くじ文化公演シリーズ・群響ファミ 条
] リーコンサートがふるさと産業文化館で開かれまし 条

: —部では、ヴィヴァルディのヴァイオリン協奏曲 : 
条 「四季」などを、二部では、モーツァルトの交響曲「ジ 条

条 ュピター」などを、 520人余りの観客がクラシック音 令
条 楽を楽しみました。: 「ー ・ー・ ｷ7: t 
傘 I
条 1

条，｀ ` • 9、令
:、:..:.—｀で」士'-マ 4 : 

条 ' ー← 9 19 円温； , ' 舟

•‘条
条7,J~-L\_·~ •. _'~)\条

：しニ- --- -- ·——: 

令牽李豪豪豪豪李豪豪豪豪豪豪傘李李傘豪豪豪令傘傘令

平成 9 年 3 月 10 日（月） (6) 



令豪牽豪豪豪豪豪豪豪牽豪豪牽豪豪傘牽傘李豪豪令

条条: 農業の担い手が活発な : 
: 意見交換贔塁 : 
条――.,..----•一•--,...----ｷ:::---ｷ ------二= -―-----..—·,·-・．．一条
傘令
条 r----1 条

条 ----iijWiiぷげ言戸{|'記念：~----~、., :• I ----- I 

l. -11^11、→ど：
i三：：：一9-へ~‘`i
令し説発係 れの B 躍な菜足 たと周 条
条た明表者親た会の 20 しど・し同゜産年明

゜がや 5 子もの皆周て‘花‘会 業記和条
条 ぁ農人での在さ年い地舟農は 文念緑条
条 り業の経でりんをる域生業‘ 化意親令
条 ‘をか営す方の節農農産後昭 館見会令
条 活とたし゜を過目業業の継和 で交＾令
条 発りがて 考去に後の振者 51 開換会令

なまたい え 10 緑継リ興の年 か会長: 意くかる て年親者 l 並確 6 れが 条
見諸ら峯 いを会のダび保月 25 こ金令

条 交情‘崎 く振の団 l にやに 人の子令
条 換勢先正 たり会体を流育会 がほ功条
条 がに進春 め返員で目通成員 参どさ条
条 行つ的さ にりおす指の事 18 加‘ん条

わいなん 開‘よ゜し近業名 しふー
条 れて体ら 催今び て代‘で まるの条
条 まの験関 さ後〇 活化野発 しさ 20 令
条令
令豪牽豪豪豪李李李李牽豪牽豪豪豪豪豪矛牽豪豪令

唸
条
ふ
条
条
ふ
ぶ
ふ
令
条
条
令
条
条
条
条
ふ
条
条
条
条
ぶ
ぶ
ふ
条
条
令
＞
ぶ
ふ
条
ふ
ふ
条
ぶ
令
＞
舟

1

月

2
8
日
、
館
林
商
工
高
等
学
校
の
生
徒
,
令

|
1
し
n
H
q
1
'

吟

豪

]
『
い
い
冒
冒
：

L冒
／
タ
ー
て
通E
:：
と
し
J

,
l

、
[

を
同
校
で
は
、
授
業
の
一
環
と
し
て
選
択
「
家
，
＇
条

豪
夕
胃
庭
看
護
•
福
祉
」
を
導
入
し
、
奉
仕
の
精
神
一

r
/

豪

李
ン
讐
を
育
成
す
る
と
と
も
に
介
護
の
技
術
や
能
力
[
土

n
F

コ
ヽ
芦
こ
,
傘

吟
を
養
い
、
介
護
の
大
切
さ
や
協
調
性
を
学
ぶ
i

5
|
|

吟

豪
口
蒙
た
め
の
現
場
実
習
を
計
画
。
昨
年

1
1月
か
ら
]
▲
岳
）
豪

]
ス
体
8
日
間
に
わ
た
り
4
0
名
の
生
徒
か
1
回
5
人

l
-
9
[

す
つ
実
習
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
~
．
囀
・
＼
＼
栢

□
U

な
内
容
は
、
お
年
寄
り
の
移
動
介
助
、
健
康
「

5
ー
｀

r

＊
豪

豪
一
重
チ
ェ
ノ
ク
‘
入
浴
時
着
脱
介
助
、
昼
食
の
配

L
言
il ―l
\
r
、
＾
豪

[
t
責v
:
`
`
B
[
f
t
`
[
L

「
a
/
]
[

]
テ
て
い
き
た
い
」
と
貴
重
な
体
験
談
を
語
っ
て
い
f

r
[

。
ま
し
た

0

~:•,,lo 

奇
恣
象
豪
恣
恣
恣
恣
（
奇
冬
＇
／
匁
＇
ー
（
奏
恣
冬
条
ふ
ふ
条
冬
芯
寄
条
ふ
ぶ
ふ
条
令
ぶ
ふ
g
脅
冷
条
条
ふ
ふ
ぶ
ふ

令
ぶ
芯
窯
ふ
ふ
条
ふ
条
条
条
冷
ぶ
令
必
令
条
条
ぶ
。
ぶ
ぶ
。
条
ぶ
ぶ
令
条
ぶ
芯
で
ぶ
ぶ
条
ふ
ふ
奇

枯
草
火
災
の
発
生
を

豪
未
然
に
防
止
[
：
・
・
ト
ヤ
｛
明
和
消
防
団
で
は
、

1

月

2
6日
、
利
傘

：
根
川
河
川
敷
の
枯
草
の
焼
却
を
行
い
ま
傘

[
-
[
L

ロ
ロ
ニ
i
i
l
`
二

]
-
i

l』
-
]
]
冑
叩
ロ
ニ

条
条
条
条
ふ
条
条
条
条
条
条
条
条
条
ふ
条
ふ
条
条
条
忍
条
ふ
ぶ
ふ
条
傘
ふ
条
傘
ふ
条
条

令豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪令

条 さんまのスーパーからくり 条

l TVが明和村（：： l 
条進は 1 さしあ さ本中 夕がの 舟
条 ん和にんかっテん澤谷多 1 2 ス毎 条
条 でや富の緊てレ (84) 長の数を月 l 週
いかん名張‘ビの治泉の会 21 パ日 条

条 まなだ司ぎ選力 3 さ田応場日 1 曜 条: しム答会みばメ名んせ募にのカ~夜 条
た 1 えのでれラが (88) っや行午ら 7 舟
゜ドがもしたの選‘さ予ゎ後く時 条

条 で飛とたか前ば梅ん選れ り放条: 冒娑ノ‘‘かヽ犀しと、：詈 (92l 嘉［ [ ［讐 条
のいラ鈴たうし黒南いた福~ v~ 条
う‘工木もこた澤大く゜祉のさ 条

条 ち撮テ史心と゜し島ぐ セ収ん傘
条 に影ィ郎なも げのり、 ン録ま 舟

i~二言条 1 c.|  

］／日：ぃt..)1] 
令豪傘豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪牽豪令

(7) 平成 9 年 3 月 10 日（月）



4月 1 日か匂容器包装リサイクル法」がスタート

みんなでつなげよう

リサイクルの

リ
サ
イ
ク
ル
社
会
を
支
え
る

消
費
者
の
大
切
な
役
割

贔
：
象

r

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
L

が
4
月
1

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
一
般
廃
棄
物
の
約
6

割
を
占
め
て
い
る
容
器
や

包
装
材
（
容
器
包
装
）
を
、
市
町
村
、
事
業
者
、
そ
し
て
消
費
者

の
3

者
が
そ
れ
ぞ
れ
責
任
を
分
担
し
合
い
再
利
用
し
て
い
こ
う
と

い
う
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。
年
々
増
え
続
け
る

コ
ミ
。
こ
の
コ
ミ
を
減
ら
す
に
は
、
消
費
者
で
あ
る
皆
さ
ん

の
力
が
必
要
で
す
。
村
の
行
う
分
別
収
集
に
協
力
す
る
、
不
必
要

な
容
器
包
装
を
避
け
る
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
だ
商
品
を
選
ぶ
…
…
。

合
日
か
ら
さ
つ
そ
く
つ
な
げ
て
み
ま
せ
ん
か
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
I
.

ゴ
ミ
の
減
量
化
を
進
め
る
た
め
、
い

か
に
し
て
そ
の
多
く
を
占
め
る
容
器
包

装
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
く
か
、
ま
た
、

社
会
の
な
か
に
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
ど
う

や
っ
て
つ
く
っ
て
い
く
か
。
こ
れ
を
定

め
た
の
が
、
四
月
一
日
か
ら
本
格
施
行

さ
れ
る
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

で
す
。

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
、
家
庭

な
ど
か
ら
出
さ
れ
る
容
器
包
装
に
つ
い

て
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
過
程
で
か
か
わ
っ

て
く
る
「
消
費
者
」
「
市
町
村
」
「
事
業

者
」
三
者
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
明
確

に
し
て
い
ま
す
。
市
町
村
に
は
「
容
器

包
装
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
前
提
と
し
た
分

別
収
集
を
行
う
」
責
任
が
、
ま
た
事
業

者
に
は
「
容
器
包
装
廃
棄
物
を
再
び
商

品
の
原
料
や
索
材
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ

る
（
再
商
品
化
）
」
責
任
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
消
費
者
に
は
「
市
町
村
の
行

う
分
別
収
集
に
協
力
す
る
」
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
ゴ
ミ
に
な
る
よ
う
な
も
の
を

購
入
し
た
り
家
庭
に
持
ち
込
ん
だ
り
し

な
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
積
極
的
に
使

用
す
る
な
ど
、
い
わ
ば
ふ
だ
ん
の
生
活

様
式
を
見
直
し
て
い
く
と
い
っ
た
こ
と

も
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

◇
村
が
行
う
分
別
収
集
に
協
力
し
ま
し

ょ
う
。

◇
容
器
包
装
廃
棄
物
の
排
出
を
抑
え
ま

し
ょ
う
。

◇
生
活
の
な
か
に
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
を

取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

◇
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
た

め
の
費
用
を
み
ん
な
で
負
担
し
合
い

ま
し
ょ
う
。

分別収集されだ容器包装廃棄物が生まれ変わるまで
分別収集の対象品目となる廃棄物の種類や分別の区分は、明和村では次のような区分で収

集されます。なお、矢印のリサイクル品は代表例であり、今後とも積極的な新規用途の開発

が期待されています。

分別収集

• 

・ゴミの減量
・資源の有効利用

・エネルギー節約

アルミ

（選別・圧縮)-[
スチール→製鉄原料

PET （ペット）

ポトル

→アルミ原料

（選別）-f：：こロ口：口：：：二］
その他（カレット化） 吟建築資材

※ 2 

PET （ペット）ボトル（ペレット化)..原料

※
_
…
細
か
く
砕
い
て
異
物
を
取
り
除
く
こ
と

※
2
:
·

粒
状
の
原
料
に
す
る
こ
と

リサイクルの主役はあなたてす·,

平成 9 年 3 月 10 日（月） (8) 



体育功労者を
表彰します

村体育協会では、一雇のスポーツ振興を図るだめ
表彰規程を定め、該当者を表彰します。該当者は、

社会体育館へご連絡ください。
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〔
競
技
優
秀
者
〕

◇
中
学
生
以
下
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年

度
県
大
会
で
優
勝
し
た
者
お
よ
び
県

記
録
を
作
っ
た
者
、
関
東
大
会
以
上

に
出
場
し
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者

◇
高
校
生
以
上
・
一
般
に
つ
い
て
は
、

そ
の
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
以
上

で
優
秀
な
成
績
（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
3
位
以
内
、
全
国
大
会
6
位
以
内
）

を
収
め
た
者

◇
団
体
競
技
に
つ
い
て
は
、
団
体
を
個

人
と
み
な
し
ま
す
。

◇
表
彰
該
当
年
度
は
、
そ
の
年
の
4
月

1
日
か
ら
翌
年
3
月
3
1
日
ま
で
と
し

ま
す
。

〔
功
労
者
表
彰
〕

◇
本
会
発
展
に
尽
力
さ
れ
特
に
功
績
の

あ
っ
た
者

◇
本
会
役
員
と
し
て
功
労
の
あ
っ
た
者
、

た
だ
し
、
5
0
歳
以
上
の
者
と
し
ま
す
。

◇
村
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
特
別
の
功
績

の
あ
っ
た
者

〔
感
謝
状
〕

◇
多
年
に
わ
た
り
本
会
発
展
の
た
め
、

活
躍
さ
れ
退
任
す
る
役
員
お
よ
び
理

事
〔
特
別
賞
〕

◇
そ
の
年
の
4
月
1
日
か
ら
翌
年
の
3

月
3
1
日
ま
で
の
世
界
選
手
権
・
ア
ジ

ア
大
会
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
日

本
代
表
選
手
と
し
て
参
加
し
た
者

表
彰
規
程

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
ら
の
表
彰
を
受
け
る
場
合
は
、

い
ず
れ
も
村
体
育
協
会
お
よ
び
加
盟
の

各
種
目
別
競
技
団
体
長
ま
た
は
村
内
の

各
学
校
長
の
推
せ
ん
が
必
要
と
な
り
、

選
考
委
員
会
（
体
協
正
副
会
長
、
正
副

理
事
長
お
よ
び
指
導
部
正
副
部
長
で
構

成
）
で
決
定
し
ま
す
。

利
根
川
総
合
運
動
場
、
社
会
体
育
館
、

小
・
中
学
校
の
校
庭
、
大
輪
公
園
（
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
場
お
よ
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）
、

ふ
る
さ
と
の
広
場
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

を
利
用
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
登
録

が
必
要
で
す
。

公
共
の
運
動
施
設
を
み
な
さ
ん
に
公

平
円
滑
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

代
表
者
会
議
を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す

の
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
3
月
1
9
日
困
午
後
7
時
1

◇
場
所
中
央
公
民
館

◇
対
象
1
0
人
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
（
成
人
の
監
督

者
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
）

ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

代
表
者
会
議
開
催

ス
ポ
ー
ツ
団
体
は

登
録
が
必
要

明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
1
月
2
6
日
、

第
2
回
新
春
水
泳
大
会
を
開
き
、
小
学

生
か
ら
大
人
ま
で
延
べ

1
0
0
人
余
り
が
参

加
し
ま
し
た
。

新
年
の
初
泳
ぎ
と
し
て
、
着
衣
泳
レ

ー
ス
、
ト
リ
ム
レ
ー
ス
な
ど
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
競
技
を
中
心
に
、
お
互
い
親

睦
を
深
め
る
の
が
目
的
。

参
加
者
は
、
水
泳
を
楽
し
み
な
が
ら

自
分
の
記
録
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

新第

春
水
泳
大

2

回

集）
会

果）

◇
期
日
5
月
2
0

日
因

◇
会
場
板
倉
ゴ
ル
フ
場

◇
対
象
村
内
在
住
、
在
勤
者

◇
募
集
人
数
2
0
0
人
（
先
着
順
）

第

8

回
村
民

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ル
フ
大
会

一 1 :.'←一-·
自分の記録に挑戦する選手たち

◇
参
加
費
1
0
,
0
0
0
円
（
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
代
含
む
）

◇
申
し
込
み
3
月
1
5
日
出
か
ら
、
参

加
費
を
添
え
て
社
会
体
育
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

(9) 平成 9 年 3 月 10 日（月）



平成9年度 鱈慶
乳児健診のお知らせ 保健センター

8(84)4686 

乳児健診は、あ子さんの発育、発達をみるのに大切なものですので、

必す受けましよう。
◇期日ーー一下記予定表のとあり

◇受付場所一午後 1 時～2時

◇場所一ー一明和村保健センター

◇内容ー一ー問診→身体計測→診察→歯科相談→フッ素塗布（希望者）

→保健指導（育児相談・栄養相談等）

平成 9 年度乳児健診予定表

: 平成 9 年
5 月 8 B 6 月 12 日 7 月 10 日 8 月 12 日 9 月 11 日 10 月 9 日 11 月 13 日 12 月 11 B 

平成10年
2 月 12 日 3 月 12 日

4 月 10 日 1 月 8 日

生後 年月生 年月生 年月生 年月生 年月生 年月生 年月生 年月生 年月生 年月生 年月生 年月生

4 ヵ月児 8.12 9. 1 9. 2 9.3 9. 4 9.5 9.6 9.7 9.8 9. 9 9.10 9.11 

7 ヵ月児 8. 9 8.10 8.11 8.12 9. 1 9.2 9.3 9.4 9.5 9. 6 9.7 9. 8 

1 歳児 8.4 8. 5 8. 6 8.7 8. 8 8. 9 8.10 8.11 8.12 9. 1 9. 2 9.3 

次
の
日
程
で
精
神
衛
生
相
談
を
開
催

し
ま
す
。

ボ
ケ
の
予
防
な
ど
、
心
の
健
康
に
関

す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
平
成
9

年
4
月
8

日
閲

午
後
2

時
1
4

時
頃

◇
場
所
明
和
村
保
健
セ
ン
タ
ー

今
年
に
入
り
群
馬
県
内
に
お
い
て
、

生
カ
キ
を
食
べ
た
の
が
原
因
と
み
ら

れ
る
下
痢
や
お
う
吐
、
発
熱
な
ど
の

食
中
毒
症
状
が
数
件
発
生
し
て
い
ま

す
。

一
般
の
か
た
は
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
、
新
鮮
そ
う
で
な
い
も
の
は
ロ

に
し
な
い
な
ど
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
食
品
販
売
業
者
の
か
た
は
、

食
中
毒
を
出
さ
な
い
た
め
、
次
の
こ

と
に
充
分
注
意
の
上
、
取
り
扱
う
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

魚
介
類
販
売
業
者

l
販
売
は
、
仕
入
れ
当
日
の
も
の

に
限
る
こ
と
。

2
む
き
身
の
生
カ
キ
は
、
生
産
者

か
ら
出
荷
さ
れ
た
包
装
形
態
の
ま

◇
相
談
医
ー
館
林
厚
生
病
院

精
神
神
経
科

医
長
狩
野
正
之
医
師

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
3
月

2
5日
因
ま
で
に
明
和
村
保
健
セ
ン
タ
ー

(
6闘
4
6
8
6
)
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

ま
販
売
し
、

い
こ
と
。

3

生
食
用
カ
キ
と
加
熱
用
カ
キ
は

販
売
区
画
を
別
に
し
て
取
り
扱
う

こ
と
。

4
保
存
基
準
を
厳
守
す
る
こ
と
。

(
1
0度以
下
）

飲
食
店
営
業
者

1
客
へ
の
提
供
は
、
仕
入
れ
当
日

の
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
。

2
殻
付
き
カ
キ
は
、
で
き
る
だ
け

客
へ
提
供
す
る
前
に
適
正
に
処
理

す
る
こ
と
。

3

加
熱
用
カ
キ
と
生
食
用
カ
キ
は

間
違
わ
な
い
よ
う
調
理
す
る
こ
と
。

4
保
存
基
準
を
厳
守
す
る
こ
と
。

(
1
0度以
下
）

量
り
売
り
は
行
わ
な

生
カ
キ
の
食
中
雲
に
ご
用
心

精
神
衛
生
相
談
が

開
か
れ
ま
す

平成 9 年 3 月 10 日（月） (10) 



昔
の
旅
の
風
景
と
言
え
ば
ご
存
知
、

テ
レ
ビ
の
時
代
劇
「
水
戸
黄
門
」
で
は

毎
度
の
よ
う
、
そ
の
中
で
ご
一
行
が
足

を
止
め
て
行
先
を
確
か
め
て
い
る
所
が

田
舎
道
で
の
道
し
る
べ
前
。
道
し
る
べ

つ
じ

は
一
口
に
言
え
ば
道
案
内
、
道
端
や
辻

に
立
て
ら
れ
、
そ
こ
を
通
る
旅
人
が
そ

の
行
先
を
間
違
う
こ
と
な
く
行
け
る
よ

う
に
方
向
や
距
離
な
ど
を
示
し
た
標
識

の
こ
と
で
す
が
、
現
今
の
よ
う
に
ど
こ

へ
行
く
に
も
車
、
い
わ
ゆ
る
車
社
会
と

は
ま
っ
た
く
か
け
離
れ
た
、
も
っ
ぱ
ら

足
が
頼
り
の
歩
き
の
旅
の
時
代
に
あ
っ

て
は
、
大
事
な
役
目
を
果
し
て
お
り
ま

し
た
。

こ
ん
り
ゅ
う

現
在
村
内
に
は
、
江
戸
時
代
建
立
の

も
の
八
基
、
大
正
時
代
建
立
の
も
の
四

基
の
道
し
る
べ
（
道
標
）
が
確
認
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
江
戸
時
代
建
立
の
も

No.19 
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の
は
す
べ
て
宗
教
、
信
仰
に
関
わ
る
も

の
で
、
大
正
時
代
の
四
基
は
天
皇
御
成

婚
記
念
と
し
て
、
当
時
各
地
区
の
青
年

会
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
時
代
の

移
り
変
わ
り
に
伴
っ
て
発
生
し
た
何
ら

か
の
事
情
で
、
最
初
に
建
立
さ
れ
た
場

所
か
ら
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
も
の
も
あ

り
ま
す
。

次
に
建
立
年
順
（
紀
年
不
詳
の
も
の

は
推
定
）
に
建
立
年
、
高
さ
(
c
m
)
、
所

在
地
等
略
記
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

〇
庚
申
道
標
寛
政
九
丁
巳
星
四
月
吉

日
（
一
七
九
七
）
一
三
六
e
m

江
日
普
済
寺

〇
庚
申
道
標
寛
政
十
二
庚
申
霜
月
吉

日
(
-
八
0
0
)

一
三
ニ
C
m

千
津
井
密
乗
院

〇
順
礼
供
養
道
標
文
化
十
三
丙
子
年

十
一
月
吉
祥
日
(
-
八
一
六
）

-
o
o
e
m
 

大
輪
松
林
寺

（
無
縁
供
養
塔
内
）

馬頭観音道標

（斗合田天満宮前）

0
馬
頭
観
音
道
標
文
政
七
甲
申
年
（
一

八
二
四
）
六
ニ

C
m

斗
合
田
橋
本
英
雄
氏
宅
前

0
馬
頭
親
音
道
標
天
保
十
三
壬
寅
年

十
月
吉
日
(
-
八
四
二
）
―
o
o
e
m

斗
合
田
天
満
宮
前

〇
庚
申
道
標
安
政
七
庚
申
年
二
月
廿

五
日
(
-
八
六
0
)

一
三
ニ
C
m

梅
原
光
明
寺

〇
順
礼
供
養
道
標
（
下
部
欠
落
、
碑
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; 館林邑楽地区 館 林 地 区
※◎ • 

千代田 赤文i 人祝
板倉地区

明和地区
更科日

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
にのは

休 なにみ ; 
る限り '---" 

橋田クリニック 新橋病院 ；：翡3 月 20 日
合 (72)0001 ff (75) 30 I I 

日 あり 間 — 院
まは 合

小西医院 川田医院 記念病院 川島脳外科 館林地区と 小西医院 こ； (72) 3 月 23 日 3 
合 (86)2261 合 (72)3724 ff(72)3155 合 (75)551 I 同じです。 ff(86)2261 で l l 

9 9 4 当 ゜しで ‘--/ 

真中医院 小倉医院 横田（圭）医院 小曽根医院 井上医院 館林地区と てで が
3 月 30 日 かす 担

合 (72) 1630 合(72)0606 合 (72)0255 合(72)7707 合 (82) 1131 同じです。 ら゜ 当

番
姦；；戸多Z, し

ま
し す

浜野病院 大神医院 後藤（内）医院 慶友病院 増田医院 竹越医院 て ゜
4 月 6 日

合 (88)5678 合 (62)2200 合 (72)0134 合 (72)6000 合 (82)2255 合 (84)3137
< ^ 内
だ 科
さ

医 し‘ ;] ゜白沢医院 川田（耳）医院 上野医院 最上医院 館林地区と 館林地区と
4 月 13 日

合（72) 1600 合 (72)3314 合(72)3330 合 (74)3763 同じです。 喜同じです。

(11) 平成 9 年 3 月 10 日（月）



みません
--

］釦易税務課 合(84)3111 三一
土地、家屋および償却資産の所有

者に課税される固定資産税は、納税

者からの申告によらないで課税する

賦課課税方式という方法をとってい

ます。そこで本村では、賦課の基礎

となる固定資産税課税台帳の内容を

ご覧いただくために、縦覧期間を設

けています。この機会にご自分の所

有資産を確かめてはいかがですか。

なお、課税資産明細書（内訳書）

を 5 月に送付予定です。合わせてご

利用ください。

◇期問 4 月 2 日（水）～ 21 日（月）

◇時間午前 9 時～午後 5 時

◇場所役場税務課

◇縦覧できる人

①納税者本人

②納税者の同意・委任を受けた人

③納税管理人

洒外体験航洒 B&G

＇「少年の船直合加者募集

l 明和海洋センター 合(84)5511
◇期日 7 月 22 日閲から 29 日(j() (7 

泊 8 日）

◇渡航先 グアム・サイパン

◇対象者村内の中学生および高校

生の男女

◇募集人員 1 人（本村推薦人数）

◇参加費 137,000円（村で半額補助）

◇申し込み 4 月 5 日（士）までに明和

海洋センターへ

4月 1 日から週40時間

労働制がスタート

「太田労働基準監督署
合(45)9920

4 月 1 日から、週40時間労働制が

スタートします。

商業、接客娯楽業の10人未満の事

業場を除き、原則としてすべての事

業場が対象となります。

現在、 1 週間の法定労働時間が週

44時間とされている猶予措置対象事

業場についても、週40時間制が全面

的に適用されます。

皆様の積極的な取り組みをお願い

いたします。

福祉タクシー利用の

対象者は申請ください

［役場福祉課
ff(84)4926 

在宅の障害者等が外出時にタクシ

ーを利用する場合、料金の一部を補

助する「福祉タクシー利用券」を毎

年度申請により交付しています。な

お、申請要領等は次のとおりです。

◇対象者

①身体障害者手帳 1 • 2 級のかた

②療育手帳の障害程度がA·B のかた

③70歳以上の 1 人暮らし世帯

④70歳以上と他方が65歳以上の 2 人

暮らし世帯

⑤母子家庭世帯

※①②については、自動車税、軽自

動車税の減免を受けていないかた

※③④⑤については、四輪自動車を

所有していない世帯

◇補助額

運賃のうち基本料金を補助

◇利用券の交付

対象者 1 人につき年間40枚交付

（年の途中申請は月割交付）

◇利用方法

タクシーの運転手に身体障害者手

帳等を見せ、利用券を 1 枚渡して

ください。

◇利用できるタクシー

川俣タクシー、館林無線タクシー

共同配車センター加盟社（多々良

タクシー、館林合同タクシー、つ

つじタクシー）、矢島タクシー、す

みれタクシー、朝日タクシー

※申請していないかたは、地区の民生

委員または福祉課へご連絡ください。

老人福祉センター利用者は

資格者証の交付申請を

l 老人福祉センター 合(84)4926 二 ：：口::斤午後 3 時
老人福祉センターの資格者証は、

（卜＼＇）＼←｀ -Aヽ＼＇）（人'y'刃 l 心＇・た つい（人｀｝（ 9,` ）＇（ド‘―')

• 60歳以上の村民を対象に希望される ノ竺F]：：喜匂金シ:f］困租万i~→:]談：］：
かたに交付しています。入場の際、 ＼人ぷーゾご：ラ 1 ，へ＼ヽノKー ，こ I I ノ

資格者証を呈示されますと入場料金

が無料となります。

資格者証の交付をご希望のかたは、

老人福祉センターまで申し出てくだ

さしヽ。

/ 員

f（和り黛紅法紺桓麗：
◇日 時＝ 4 月 10 日沐

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝福島弁護士

◇受付＝ 4 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

い八たホ＼’}（人）r八） [ ＿1,＼火ーバ（紅＇へ｛），トヽ九

真：口]:、4八（塁::;7t筐＼し］診□
◇日時＝ 4 月 10 日（杓

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 8年4月、 9 月、 12月生

直冬一汀康ノ痕三賢：：
ーノヽv ＼な（ド‘ プ；バ， ＇ L人V I ，トー（トゴ:;,、 -/、 Vノヽレ＼

• B 時＝ 4 月 1 日因

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

心叩砂応い綱
◇日 時＝ 4 月 15 日閲

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室
I 4)..  I Y /'‘’’` `‘\ Vノ‘’`

逸扇国A:.(V←人事：：咸租襄ロ
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◇国民年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 3 月 31 日（月）

平成 9 年 3 月 10 B （月） (12) 



臨時福祉特別給付金

が支結されます

l 役場福祉課 合(84)4926 ニ
本年 4 月から消費税率の引き上げ

や地方消費税が導入されることとな

りましたが、これらに伴って老齢福

祉年金や特別障害者手当の受給者、

低所得の寝たきりのお年寄りのかた、

65歳以上の低所得のかたがたに対し、

臨時福祉特別給付金が支給されるこ

ととなりました。

支給を受けようとされるかたの申

請期限は 3 月 25 日因ですが、事務の

都合上 3 月 15 日（士）までに老人福祉セ

ンター内福祉課へ申請手続きをして

くださしヽ。

なお、支給対象者の概要は次のと

おりです。

◎臨時福祉結付金

◇支結額 l 人につき 1 万円

◇支結対象者

平成 9 年 2 月 1 日（基準日）にお

いて、本年 2 月分の次のいずれかの

年金または手当を受給できるかたが

対象となります。

〇老齢福祉年金0障害基礎年金のう

ち旧障害福祉年金に相当するものO

遺族基礎年金のうち旧母子・準母子

福祉年金に相当するもの〇児童扶養

手当0特別児童扶養手当〇特別障害

者手当〇障害児福祉手当〇福祉手当

◎臨時介護福祉金

◇支結額 1 人につき 3 万円

◇支結対象者

基準日において、生活保護を受け

ているかたか、あるいは平成 8 年度

分の市区町村民税所得割が課されな

かったかたで、次のいずれかに該当

するかたが対象となります。

①基準日において、平成 8 年 8 月 1

日以前から寝たきりまたは、痴訊
等の状態にあるため常時の介護を

必要としている 65歳以上のかた

②本年 2 月分の特別障害者手当、障

害児福祉手当または、福祉手当（経

過措置分）を受給できるかた

◎臨時特別結付金

◇支結額 1 人につき 1 万円

◇支結対象者

基準日において、 65歳以上のかた

で、平成 8 年度分の個人の市区町村

民税が課されなかったかたが対象と

なります。

※詳しくは、老人福祉センター内福

祉課ヘ

養共

［役場福祉課
ff(84)4926 

心身に障害があるため、独立困難

な人を扶養している保護者が、毎月

掛金を納めて、万一残された心身障

害者に終身年金を支給する制度です。

なお、平成 9 年 4 月 1 日より掛金

が改定になります。

◇加入できる保護者

(1)県内に住所があること

(2)特別な疾病障害を有しないこと

(3)年齢が65歳未満であること

◇lじ＼身障害者の範囲

①精神薄弱者

②身体障害者の 1 級から 3 級のかた

③精神または身体に氷続的な障害を

有するかたで、その障害程度が①、

②と同程度のかた

◇年金の支結

0 1 口月々 2 万円

0 2 口月々 4 万円

◇掛金額＝次のとおりです

〇掛金表（平成9年4月 1 日より）

加入時の年齢 掛金月額

35歳未満 2,800円

35歳以上40歳未満 3,700円

40歳以上45歳未満 4,900円

45歳以上50歳未満 6,000円

50歳以上55歳未満 7,300円

55歳以上60歳未満 9,000円

60歳以上65歳未満 11,200円

第2回東毛定期演奏会

群馬交響楽団

「呵）群馬交響楽団事務局 ご
合027(322)4316

◇日時 3 月 22 日（士） 午後 6 時45分

開演

◇会場太田市民会館

◇入場料 S 席3,500円、 A席3,000

円、 B 席2,500円、 C 席2,000円

学生席1,500円、 C席と学生席のセ

ット券3,000円（全席指定）

◇指揮高関健（音楽監督）

◇ヴァイオリン漆原朝子

◇曲目 シベリウス ヴァイオリン

協奏曲二短調作品47、マーラ

ー交響曲第 5 番嬰ハ短調

◇入場券 太田市民会館、および各

プレイガイドにて発売中

村営住宅

入居者募集

l 役場建設課
合(84)3111

村では、村営住宅の入居者を募集

しています。

募集している住宅は、

◇上江黒団地 1 戸

家賃…月額 2 万 3 千円

◇須賀団地 1 戸

家賃・・月額 1 万 6 千円

◇新田団地 8 戸

家賃…月額 8 千円および 1 万円

※入居資格など詳しい内容について

は、役場建設課へお問い合わせくだ

さい。

自然に親しむ「親と子

のつとい」参加者募集

県立東毛少年自然の家

B0277 (78) 5666 

◇期日 5 月 3 日（士）～ 4 日（日） 1 泊

2 日

◇会場 県立東毛少年自然の家（藪

塚本町大字藪塚3657)

◇内容登山、野外炊事、ゲーム等

◇対象幼・小・中・養護学校の児

童生徒とその保護者

◇定員親子120人（先着順）

◇費用 1 人2,800円

◇申込期閻 3 月 11 日0<) ~4 月 11 日

（金）

◇申込方法住所、氏名、性別、年

齢（学年）、電話番号を電話かファ

ックス (0277(78) 7322) で県立東

毛少年自然の家へ

l 県緑化センター 合(88)7188 -
家庭緑化を進めるため、 4 月は「春

の園芸Q &A」をテーマとして開催

します。

◇日時 4 月 17 日（杓午前10時～正午

◇場所県緑化センター（邑楽町）

◇講師緑の相談員飯塚博久先生

◇募集人員 50名

◇参加費無料

◇申し込み群馬県緑化センターへ

※このほかにも、毎週木曜日午前10

時から午後 3 時まで「緑の相談室」

を開設して相談に応じています。

c
 

( 
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日東製器（株）

ソフト部

舘義明代表
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;: 村の人口と世帯 2月の救急車出動回数 ~, 
t 3月 1 日現在（対前月比） 4( : 世帯数 3,|96戸(+ |) ●交通事故 1 件：
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今
年
も
い
よ
い
よ
春
到
米
を
感
じ
る
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
各
幼
稚
園
で
は
、
2
月
末
に
生

活
発
表
会
が
行
わ
れ
、
お
母
さ
ん
た
ち
は
子
ど

も
が
大
き
く
成
長
し
た
こ
と
に
大
変
感
動
し
て

い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の

1

年
間
に

様
々
な
経
験
を
重
ね
、
心
も
身
体
も
大
き
く
な

リ
、
す
ば
ら
し
い
思
い
出
つ
く
り
が
で
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
®

時
間
に
追
わ
れ
る
日
々
、
そ
ん
な
時
群
響
フ

ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
ふ
る
さ
と
産
業
文
化

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
2
時
間
は
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
、
ま
る
で
時

の
流
れ
が
止
ま
っ
た
様
な
ひ
と
と
き
で
し
た
。

た
ま
に
は
こ
ん
な
日
が
あ
っ
て
も
い
い
の
か

な
：
·
：
C

◎

最
近
の
お
ゆ
う
ぎ
会
や
発
表
会
は
、
衣
装
が

カ
ラ
フ
ル
な
上
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
て

い
い
で
す
ね
。
私
が
保
育
園
や
幼
稚
園
に
通
っ

て
い
た
頃
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
で
す
。

特
に
、
幼
稚
園
の
発
表
会
は
唄
っ
た
り
、
踊
っ

た
り
、
演
奏
し
た
り
：
．
と
芸
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
、
と
て
も
上
手
で
し
た
よ
。
⑭ 蔽南南川

輪里里区嘉食心俣谷里輪里区
%%  % i喜一％ % % % ％沿ぷ闘

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

大新新地 中 新 大新 ±也 （
敬
称
略
）

平成 9 年 3 月 10 日（月） (14) 
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